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事業の概要



2 アルコール健康障害に係る地域医療連携等の効果検証および関係者連携会議の実態調査に関する研究

「アルコール健康障害に係る地域医療連携等の効果検証および
関係者連携会議の実態調査に関する研究」　事業概要

筑波大学医学医療系　地域総合診療学　吉本 尚

1．事業の目的 
アルコール健康障害に係る医療連携体制及び関

係者連携会議等の情報収集、実態調査を行い、対
策の取り組み状況および効果検証を行うとともに、
好事例を収集・周知することで、対策を考えてい
る自治体での関係者連携会議の推進の参考資料お
よび、次期アルコール健康障害対策基本推進基本
計画策定のための基礎資料作成を目的とする。

2．各事業の概要
調査における内容と要旨を、以下にまとめた。

1）�都道府県・政令指定都市におけるアルコール
健康障害に係る地域での医療連携体制等およ
び関係者連携会議の実態調査

1．調査目的
本調査の目的は、都道府県・政令指定都市にお

ける関係者連携会議、地域医療連携の実態等を把
握し、今後の施策等における課題の抽出を行うこ
とである。

2．調査対象
67（都道府県 47・政令指定都市 20）

3．調査方法
自記式質問紙調査

4．調査内容
各行政機関における第 2 期計画の策定状況、関

係者連携会議の開催状況、関係者間の連携に関す
る工夫、地域におけるアルコール健康障害対策に
関わる主な課題、アルコール健康障害に関わる相
談拠点と医療機関との連携体制、依存症対策地域
支援事業について尋ねた。

5．結果概要
全都道府県及び政令指定都市67行政機関から回

答が得られた（回答率 100％）。

関係者連携会議は 58 行政機関（86.6％）が設置
しており、関係者各々の役割を認識する場であり、
情報や課題を共有する場となっていた。関係者連
携会議の参加者は、行政機関、専門医療機関、治
療拠点病院、その他医療機関、自助グループ、司
法、学術・教育機関、酒類関係団体など多機関が
参加していた。関係者間の連携を形成・維持する
にあたり、定期的かつ継続的に関係者連携会議を
開催し、意見交換を行い、顔が見える関係づくり
が重要であることが明らかとなった。地域におけ
るアルコール健康障害対策の課題は、近隣に専門
医療機関や治療拠点病院が不足していることから
治療に繋ぐことの難しさであった。課題への解決
策として、内科など依存症が専門ではない一般医
療機関との連携が挙げられた。しかし、地域での
医療連携体制は、内科などの依存症が専門ではな
い一般医療機関との連携・関係の弱さを挙げる行
政機関が多く、関係者連携会議や研修会等を通し
た専門医療機関と一般医療機関との関係構築が課
題であることが明らかとなった。

2）�「酒類関係事業者におけるアルコール健康障
害対策｣ に関するアンケート調査

1．調査目的
本調査の目的は、アルコール健康障害対策に関

する酒類関係事業者の個々の取り組みの実態等を
把握し、今後の施策等における課題の抽出を行う
ことである。

2．調査対象
酒類業中央団体連絡協議会の 9 団体（日本酒造

組合中央会、日本蒸留酒酒造組合、ビール酒造組
合、日本洋酒酒造組合、全国卸売酒販組合中央会、
全国小売酒販組合中央会、日本ワイナリー協会、
日本洋酒輸入協会、全国地ビール醸造者協議会）
に所属する酒類関係事業者

3．調査方法
自記式質問紙調査
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4．調査内容
アルコール健康障害対策に関わる活動・プロジェ

クト、他業種との連携状況、今後、さらにアルコー
ル健康障害対策推進基本計画で新規に入れてほし
いこと、強化してほしいことについて尋ねた。

5．結果
33 の酒類関係事業者からアンケート調査の回答

があった。回答があった酒類関係事業者は、独自
であるいは同業者、他業者などと連携して、アル
コール健康障害対策に取り組んでおり、他事業者
にはない個性的な取り組みも見られた。今後の国
や地方公共団体の取り組みへの意見については、
周知や啓発、奨励等に関すること、規制等の提案
が見られた。一方で、酒類関係事業者の取り組み
の好事例共有、酒類関係事業者のコンソーシアム
化などの意見がみられた。今後の「不適切な飲酒
を誘引しない社会の形成」のため、国、地方公共
団体への協力・連携した取り組みに加え、酒類関
係事業者独自または同業者、他業者連携によるア
ルコール健康障害対策が必要であることが分かっ
た。

3）�「職域におけるアルコール健康障害対策」に
関するアンケート調査

1．調査目的
本調査の目的は、職域におけるアルコール健康

障害対策の実態を把握し、今後の施策等における
課題の抽出を行うことである。

2．調査対象
健康経営優良法人認定事務局ポータルサイト

「ACTION ！健康経営」のホームページに公開され
ている健康経営優良法人 2023（ホワイト 500 認定
494 社、ブライト 500 認定 500 社）計 994 社

3．調査方法
自記式質問紙調査

4．調査内容
飲酒習慣のある従業員の把握状況、従業員のア

ルコール健康問題の把握状況、職場全体および個
別に対するアルコール健康障害対策に対する取り
組み状況、企業としての従業員に対するアルコー
ル健康障害対策の意識、職場全体および個別に対

するアルコール健康障害対策の実施が難しい理由、
アルコール健康障害対策を円滑に進めるために、
必要と思われる施策や支援の内容について尋ねた。

5．結果
調査を依頼した法人 994 社のうち、169 社から

回答が得られた（回収率 17.0％）。
職場全体でのアルコール健康障害対策では、約

半数の企業がアルコール呼気チェック、産業医等
による相談窓口の開設、ポスターやパンフレット
による情報提供、職員に対する研修会・講演会を
実施していた。個別のアルコール健康障害対策に
ついて、健康診断で多量飲酒に該当する従業員お
よびアルコール依存症者に対する対応について尋
ねた結果、個別の対策は十分に行われているとは
いえない現状であった。健康診断での多量飲酒者
やアルコール依存症を疑う者に対する対応者は、
医療職（産業医や保健師）と回答する企業が多く、
最も実施している対応方法は「個別の保健指導、
相談」で約 2 割の実施であった。加えて、AUDIT
を実施している企業は約 10％、減酒支援（ブリー
フインターベンション）を実施している企業は約
1％、減酒支援（ブリーフインターベンション）を
実施できないと回答したのは 45％であった。以上
のことから、職域におけるアルコール健康障害対
策の現状が明らかとなり、職場全体および個別で
のアルコール健康障害対策を円滑に進めるための
課題が示唆された。

4）�健康診断および保健指導におけるアルコール
健康障害への早期介入に関するガイドライン
および好事例集

「健康診断および保健指導におけるアルコール健
康障害への早期介入に関するガイドライン」の作
成にあたり、有識者で構成される検討委員会を設
置し、3 回開催した。検討委員会メンバーは以下
のとおりである。

好事例集は、健康経営法人に認定されている 4
社を対象にインタビュー調査を行い、健康経営を
基盤にコラボヘルス事業としてのアルコール健康
障害対策や、社内関係者間で連携した従業員の健
康管理、会社と専門医療機関との連携で取り組み
の事例を紹介した。
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5）�医療機関でのアルコール健康障害への早期介
入と専門医療機関との円滑な連携に関するガ
イドラインおよび好事例集

「医療機関でのアルコール健康障害への早期介
入と専門医療機関との円滑な連携に関するガイド

ライン」の作成にあたり、有識者で構成される検
討委員会を設置し、3 回開催した。検討委員会メ
ンバーは以下のとおりである。

好事例集は、医療機関を対象にインタビュー調
査を行い、地域での医療連携体制について事例を
紹介した。

【検討委員会メンバー】

氏名 所属

岡村　智教 慶應義塾大学医学部衛生学公衆衛生学教室　教授

中野　　惠 健康保険組合連合会　参与

山口　文佳 鹿児島県姶良保健所（兼）大口保健所　所長

杠　　岳文 筑後吉井こころホスピタル　院長

吉岡　幸子 八戸学院大学健康医療学部看護学科　教授

 （50 音順）
【検討委員会の議事概要】

回数 議事概要
第 1 回
2023 年 11 月 8 日
オンライン開催

・令和 5 年度障害者総合福祉推進事業（筑波大学）の内容について 
・ガイドライン検討 
・その他

第 2 回
2024 年 1 月 17 日
オンライン開催

・第 1 回検討委員会議事録およびその対応について 
・ガイドライン検討 
・その他 

第 3 回
2024 年 2 月 19 日
オンライン開催

・第 2 回検討委員会議事録およびその対応について 
・ガイドライン検討 
・その他 

【検討委員会メンバー】

氏名 所属
加賀谷　有行 医療法人せのがわ KONUMA 記念依存とこころの研究所　所長
佐藤　寧子 慶應義塾大学健康マネジメント研究科　精神看護専門看護師

手塚　幸雄 医療法人タピック沖縄リハビリテーションセンター病院　精神科医
伴　信太郎 愛知医科大学医学教育センター　特命教育教授
堀江　義則 医療法人社団慶洋会ケイアイクリニック　院長

 （50 音順）
【検討委員会の議事概要】

回数 議事概要
第 1 回
2023 月 12 月 14 日
オンライン開催

・令和 5 年度障害者総合福祉推進事業（筑波大学）の内容について  
・ガイドライン検討  
・その他  

第 2 回
2024 年 2 月 29 日
オンライン開催

・第 1 回検討委員会議事録およびその対応について 
・ガイドライン検討 
・その他 

第 3 回
2024 年 3 月 15 日
オンライン開催

・第 2 回検討委員会議事録およびその対応について 
・ガイドライン検討 
・その他 
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6）�地域におけるアルコール関連問題への対応と
医療との円滑な連携に関するガイドライン

「地域におけるアルコール関連問題への対応と医
療との円滑な連携に関するガイドライン」の作成
にあたり、有識者で構成される検討委員会を設置
し、3 回開催した。検討委員会メンバーは以下の
とおりである。

また、厚生労働省令和元年度障害者総合福祉推
進事業の好事例で紹介した北海道渡島保健所、東
大阪市、鳥取県での連携事業の現在の状況につい
て、インタビュー調査を実施した。

好事例集は、行政機関および医療機関を対象に
インタビュー調査を行い、地域での連携体制につ
いて事例を紹介した。

【検討委員会メンバー】

氏名 所属
海野　　順 医療法人社団光風会三光病院　院長
志田　博和 山梨県立精神保健福祉センター　所長

稗田　里香 武蔵野大学人間科学部社会福祉学科　教授
野村　裕美 同志社大学社会学部　教授
松下　幸生 独立行政法人国立病院機構久里浜医療センター　院長

 （50 音順）
【検討委員会の議事概要】

回数 議事概要
第 1 回
2023 年 12 月 4 日
オンライン開催

・令和 5 年度障害者総合福祉推進事業（筑波大学）の内容について  
・ガイドライン検討  
・その他  

第 2 回
2024 年 1 月 12 日
オンライン開催

・第 1 回検討委員会議事録及びその対応について 
・ガイドライン検討 
・その他

第 3 回
2024 年 3 月 8 日
オンライン開催

・第 2 回検討委員会議事録及びその対応について 
・ガイドライン検討 
・その他





第 2 章　 
都道府県・政令指定都市における 

アルコール健康障害に係る 
地域での医療連携体制等および 

関係者連携会議の実態調査
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都道府県・政令指定都市におけるアルコール健康障害に係る�
地域での医療連携体制等および関係者連携会議の実態調査

筑波大学健幸ライフスタイル開発研究センター　菊地亜矢子
筑波大学医学医療系　地域総合診療医学　吉本　　尚 

Ⅰ．はじめに
アルコール健康障害対策基本法施行から約 10

年、「第 2 期アルコール健康障害対策推進基本計
画」（以下、第 2 期計画という。）策定から 3 年が
経過し、令和 6（2024）年 2 月には「健康に配慮
した飲酒に関するガイドライン」が発表された。
第 2 期計画では、アルコール健康障害の当事者や
その家族がより円滑に適切な支援に結びつくよう
に、アルコール健康障害に関する相談から治療、
回復支援に至る切れ目のない支援体制を構築する
ことが課題であり、各地域における連携体制を地
域の実情に応じて整備することが取り組むべき施
策としている。加えて、重点課題として、「全ての
都道府県・政令指定都市における健康障害対策に
関する関係者連携会議の設置・定期的な開催（年
複数回）」が掲げられている。

しかし、これまで都道府県・政令指定都市にお
いて関係者連携会議が実施されているが、どういっ
た関係者が参加し、関係者間の連携がなされてい
るのか、また地域での医療連携体制の実態は十分
に明らかとなっていない。したがって、本調査で
は、都道府県・政令指定都市における関係者連携
会議、地域医療連携の実態等を把握し、今後の施
策等における課題の抽出を行うことを目的とする。

Ⅱ．研究の目的 
本研究では、都道府県・政令指定都市（以下、

行政機関）における関係者連携会議、医療連携の
実態等を把握することを目的にアンケート調査を
実施した。
1 ） 各行政機関における第 2 期計画の策定状況と

活動の実態 
2 ）2023 年度の関係者連携会議の開催状況
3 ）関係者間の連携に関する実態
4 ） 地域におけるアルコール健康障害対策に関わ

る主な課題
5 ） アルコール健康障害に関わる相談拠点と医療

連携体制
6 ）依存症対策地域支援事業

Ⅲ．対象と方法 
1． 研究デザイン：自記式質問紙調査による横断研究
2． 調査対象：都道府県および政令指定都市の 67

行政機関である。
3． 調査の依頼方法：各行政機関におけるアルコー

ル健康障害対策担当者の連絡先をホームペー
ジ等から問い合わせし、メールアドレスを同定
した。各行政機関の担当者にメールでアンケー
ト調査を送付し、依頼した。

4． 調査期間：2023 年 11 月～ 2024 年 2 月
5． 調査内容：調査票には、以下の質問が含まれた。

1 ） 各行政機関における第 2 期計画の策定状況
と活動の実態

① 策定の有無、（策定済：策定日および未策定：
策定予定時期）

②第 1 期計画からの変更点
2 ）2023 年度の関係者連携会議の開催状況

①関係者連携会議の設置の有無
②開催回数
③開催場所
④構成員
⑤ 議題および内容（該当するものはすべて選択）

教育の振興、不適切な飲酒の誘引防止、健
康診断および保健指導、医療の充実、飲酒
運転等をした者に対する指導、相談支援、
社会復帰の支援、民間団体の活動に対する
支援、人材の確保、調査研究の推進、その
他

3 ）関係者間の連携に関する工夫
① 行政機関として、関係者間の連携を形成す

るにあたり、どのような工夫をしているか
② 行政機関として、関係者間の連携を維持す

るにあたり、どのような工夫をしているか
4 ） 地域におけるアルコール健康障害対策に関

わる主な課題
① 地域のアルコール健康障害に関わる主な課

題
② アルコール健康障害に関わる主な課題への

対策
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③ アルコール健康障害に関わる主な課題に対
する対策の評価

④評価理由
5 ） アルコール健康障害に関わる相談拠点（保

健所、精神保健福祉センター）と医療機関
（内科、一般精神科、依存症専門医療機関、
かかりつけ医、救急科）との連携体制

① 行政機関として、相談拠点または、その他
の相談支援機関と連携している、地域の医
療機関を把握しているか

② 行政機関として、相談拠点または、その他
の相談支援機関から医療機関への受診勧奨
や医療機関からの情報提供を把握している
か

③ ②で「把握している」と回答した場合：具
体的にどのような方法で医療機関への受診
勧奨や医療機関からの情報提供を把握して
いるか

④ ②で「把握していない」と回答した場合：
今後、医療機関への受診勧奨や、医療機関
からの情報提供を把握する予定や計画があ
るか

⑤ 行政機関と医療機関の連携にあたり、どの
ような課題があるか

⑥ ⑤で挙げられた課題に対して、どのように
解決されているか、もしくは解決が難しい
課題はあるか

6 ）依存症対策地域支援事業
① 依存症対策地域支援事業のうち、申請して

いる事業（申請事業はすべて選択）
依存症地域支援体制推進事業（医療提供体

制、相談支援体制、地域支援計画）、連携会
議運営事業、依存症専門相談支援事業、依
存症支援者研修事業（依存症相談対応研修、
依存症医療研修、地域生活支援研修）、普及
啓発・情報提供事業、依存症の治療・回復
支援事業、依存症患者の家族支援事業、精
神科救急・依存症医療等連携事業、受診後
の患者支援事業、地域連携による依存症の
早期発見・早期対応・継続支援モデル事業

② 地域連携による依存症の早期発見・早期対
応・継続支援モデル事業を申請した行政機
関での主な成果

 Ⅳ．結果 
アンケート調査の回収率は 100％であった。67

行政機関のすべての回答を別添表 3 に示す。 
1 ） 各行政機関における第 2 期計画の策定状況と

活動の実態
①各行政機関における第 2 期計画の策定状況

　67 行政機関のうち、50 行政機関（75％）が
未策定であった。調査時点では未策定である
が、35 行政機関が今後策定予定である。

策定済
25%

未策定
75%

図1　各行政機関における第2期計画策定状況

表1　関係者連携会議の議題および内容

　 行政機関数 ％
教育の振興 32 （47.8）
不適切な飲酒の誘引防止 32 （47.8）
健康診断及び保健指導 27 （40.3）
医療の充実 41 （61.2）
飲酒運転等をした者に対する指導 29 （43.3）
相談支援 43 （64.2）
社会復帰の支援 34 （50.7）
民間団体の活動に対する支援 33 （49.3）
人材の確保 26 （38.8）
調査研究の推進 12 （17.9）
その他 27 （40.3）
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②第 1 期計画からの変更点
　第 1 期計画を踏まえ、各行政機関の第 2 期
計画では相談支援体制や医療連携体制の整
備、多重依存者や女性の多量飲酒者、軽度ア
ルコール依存症者に対する対策といった重点
課題の追加が挙げられた。（表 1 を参照）

2 ）2023 年度の関係者連携会議の開催状況
①関係者連携会議の設置の有無

　関係者連携会議は、58 行政機関（86.6％）
が設置されていた。

②関係者連携会議の開催回数
　関係者連携会議が設置されている58行政機
関のうち、33 行政機関は年に複数回実施、25
行政機関は年に 1 回実施であった。

③開催場所
　開催場所は現地開催、オンライン上での実
施、現地開催とオンラインを併用した実施で
あった。

④構成員
　行政機関の他、専門医療機関、治療拠点機
関、その他の医療機関、自助グループ、学術
機関、司法、教育機関、福祉関係、酒類関係
団体から構成されていた（各行政機関におけ
る構成員は表 3 を参照）。

⑤議題および内容
　相談支援（43 行政機関）が最も多く、次い
で、医療の充実（41 行政機関）が多かった。
その他には、各機関の機能の紹介、取り組み
や事例等からの情報や課題の共有が挙げられ
た。

3 ）関係者間の連携に関する工夫
行政機関として、関係者間の連携を形成するに

あたり、地域の支援者や関係者と繋がり、活動状
況や取り組みに関する報告、情報共有、意見交換
をする場を設けると回答した行政機関が多くみら
れた（表 3 を参照）。加えて、関係者間の連携を維
持するにあたり、定期的かつ継続的に、関係者が
意見交換をする機会や情報共有の場を設け、顔が
見える関係づくりをしていると回答した行政機関
がみられた（表 3 を参照）。

4 ） 地域におけるアルコール健康障害対策に関わ
る主な課題

アルコール健康障害に関わる主な課題は、専門
医療機関の偏在や不足、治療ギャップの解消、地
域住民に対する知識の普及啓発の不足が挙げられ
た（表 3 参照）。課題に対する対策は、専門医療機
関との連携の強化、医療スタッフおよび住民に対
する研修会の実施が挙げられた。その評価は、33
行政機関（49.3％）が「概ね順調である」と回答
した。

5 ） アルコール健康障害に関わる相談拠点（保健
所、精神保健福祉センター）と医療機関（内
科、一般精神科、依存症専門医療機関、かか
りつけ医、救急科）との連携体制

約 8 割の行政機関が、相談拠点またはその他の
相談支援機関と連携している医療機関を把握して
いた。

84%

16%

把握している 把握していない

図2　�相談拠点またはその他の相談支援機関と
連携している医療機関の把握状況

約 6 割の行政機関が、相談拠点またはその他の
相談支援機関から医療機関への受診勧奨や医療機
関からの情報提供を把握していた。

57%
43%

把握している 把握していない

図3　�相談拠点またはその他の相談支援機関か
ら医療機関への受診勧奨や医療機関から
の情報提供の把握状況

相談拠点またはその他の相談支援機関から医療
機関への受診勧奨や医療機関からの情報提供を

「把握している」と回答した行政機関は、関係機関
からの実績報告から把握すると回答していた。一
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方で、「把握していない」と回答した行政機関は、
今後、関係者間の連携や連携会議などを通して、
把握を検討するとの回答がみられた。

行政機関と医療機関との連携における課題は、
主に近隣の専門医療機関の不足、内科等の身体科
や一般医療機関との連携の弱さ、関係者間の実態
や問題把握の共有ができていないことなどが挙げ
られた。

挙げられた課題に対して、一般医療機関と専門
医療機関との連携の推進を目的とした研修会の実
施、関係者連携会議といった顔が見える関係の構
築を図るといった解決策を回答していた。一方で、
社会資源やマンパワーの不足から解決が難しいと
いう回答がみられた。

6 ）依存症対策地域支援事業
① 依存症対策地域支援事業のうち、申請してい

る事業（申請事業はすべて選択）
　依存症対策地域支援事業のうち、普及啓発・
情報提供事業（85.1％）が最も多く、次いで、
依存症支援研修事業（82.1％）が多かった。

② 地域連携による依存症の早期発見・早期対応・
継続支援モデル事業を申請した行政機関での
主な成果
　10 行政機関のうち、8 機関が回答した。横
浜市は横浜市立大学附属市民総合医療セン
ターの減酒外来での成果を挙げ、神奈川県、
京都府、大阪府や佐賀県では多職種（外科医、
地域の内科医、特定保健指導に従事する保健
師など）や住民を対象に、依存症の早期介入

や啓発を目的とした研修会を実施したことが
成果として挙げられた（表 3 を参照）。

Ⅴ．まとめ
アルコール健康障害対策における関係者連携会

議は 58 行政機関（86.6％）が設置しており、関係
者各々の役割を認識する場であり、情報や課題を
共有する場となっていた。関係者連携会議の参加
者は、行政機関だけでなく、専門医療機関、治療
拠点病院、その他医療機関、自助グループ、司法、
学術・教育機関、酒類関係団体など多機関が参加
していた。関係者間の連携を形成・維持するにあ
たり、定期的かつ継続的に関係者連携会議を開催
し、意見交換を行い、顔が見える関係づくりが重
要であることが明らかとなった。

地域におけるアルコール健康障害対策の課題と
して、近隣に専門医療機関や治療拠点病院の不足
から治療に繋ぐことの難しさが挙げられていた。
課題への解決策として、内科など依存症専門でな
い一般医療機関との連携が挙げられた。しかし、
地域での医療連携体制について、内科等の依存症
専門でない一般医療機関との連携・関係の弱さを
挙げる行政機関が多く、関係者連携会議や研修会
等を通した専門医療機関と一般医療機関との関係
構築が課題であることが明らかとなった。

Ⅵ．謝辞
お忙しい中、本調査にご協力いただきました都

道府県および政令指定都市の担当者の皆さまに感
謝致します。

表2　依存症対策地域支援事業の申請状況

　 行政機関数 ％
依存症地域支援体制推進事業
　（医療提供体制、相談支援体制、地域支援計画） 39 （58.2）

連携会議運営事業 49 （73.1）
依存症専門相談支援事業 49 （73.1）
依存症支援者研修事業
　（依存症相談対応研修、依存症医療研修、地域生活支援研修） 55 （82.1）

普及啓発・情報提供事業 57 （85.1）
依存症の治療・回復支援事業 44 （65.7）
依存症患者の家族支援事業 46 （68.7）
精神科救急・依存症医療等連携事業 24 （35.8）
受診後の患者支援事業 10 （14.9）
地域連携による依存症の早期発見・早期対応・継続支援モデル事業 10 （14.9）
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携
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療
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療
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追
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を
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、
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に
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介
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携
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、
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療
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は
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福

祉
セ

ン
タ

ー
、

保
健

福
祉

課（
区

）

旭
山

病
院

、
五

陵
会

病
院

、
手

稲
渓

仁
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。
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・
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、
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・
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、
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祉

課
、

秋
田

県
障

害
福

祉
課

医
療

法
人

仁
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岩
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回
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回
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策
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ー
、

新
潟

県
障

害
福

祉
課

、
新

潟
市

こ
こ

ろ
の

健
康

セ
ン

タ
ー

県
内

の
専

門
医

療
機

関
7

カ
所

県
内

の
治

療
拠

点
2

カ
所（

専
門

医
療

機
関

を
兼

ね
る

）
な

し

12
東

京
都

未
策

定
未

回
答

は
い

年
に

3
回

開
催

して
い

な
い

各
精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
等

　
関

係
区

市
町

村
出

席
出

席
出

席

13
群

馬
県

未
策

定
令

和
6

年
3
月

は
い

年
に

2
回

開
催

して
い

な
い

群
馬

県
庁

会
議

室
県

保
健

福
祉

事
務

所
、

市
健

康
増

進
課

、
こ

こ
ろ

の
健

康
セ

ン
タ

ー
赤

城
高

原
ホ

ス
ピ

タ
ル

赤
城

高
原

ホ
ス

ピ
タ

ル

県
医

師
会

、
県

立
精

神
医

療
セ

ン
タ

ー
、

県
薬

剤
師

会



14 アルコール健康障害に係る地域医療連携等の効果検証および関係者連携会議の実態調査に関する研究

1）
第

2
期

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
対

策
推

進
計

画
に

関
す

る
項

目
2）

20
23

年
度

の
関

係
者

連
携

会
議

の
開

催
状

況

行
政

機
関

関
係

者
連

携
会

議
の

構
成

員
の

所
属

N
o

都
道

府
県

・
政

令
指

定
都

市
名

策
定

状
況

策
定

日
第

2
期

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
対

策
推

進
計

画
に

 
お

け
る

主
な

変
更

点

【
未

策
定

】
と

回
答

し
た

行
政

機
関

策
定

予
定

 
時

期

関
係

者
会

議
設

置
の

有
無

開
催

回
数

開
催

場
所

開
催

会
場

行
政

専
門

医
療

機
関

治
療

拠
点

機
関

そ
の

他
の

 
医

療
機

関

14
栃

木
県

未
策

定
令

和
6

年
4

月
予

定
は

い
年

に
3

回
開

催
し

て
い

な
い

栃
木

県
庁

北
別

館
会

議
室

健
康

増
進

課
、

こ
ど

も
政

策
課

、
保

健
所

栃
木

県
立

岡
本

台
病

院
、

鹿
沼

病
院

、
大

平
下

病
院

な
し

な
し

15
茨

城
県

未
策

定
令

和
6

年
3

月
予

定
は

い
年

に
2

回
オ

ン
ラ

イ
ン

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

豊
後

荘
病

院
、

栗
田

病
院

県
立

こ
こ

ろ
の

医
療

セ
ン

タ
ー

永
井

ひ
た

ち
の

森
病

院
、

ホ
ス

ピ
タ

ル
坂

東
、

北
茨

城
市

民
病

院
付

属
家

庭
医

療
セ

ン
タ

ー
、

筑
波

大
学

附
属

病
院

、
笠

間
市

立
病

院

16
埼

玉
県

策
定

済
令

和
4

年
3
月

重
点

施
策

の
一

つ
に

早
期

発
見

・
早

期
介

入
か

ら
回

復
支

援
に

至
る

ま
で

の
連

携
の

整
備

を
盛

り
込

ん
だ

点
。

は
い

年
に

2
回

オ
ン

ラ
イ

ン
埼

玉
会

館
埼

玉
県

庁
、

さ
い

た
ま

市
役

所
埼

玉
県

立
精

神
医

療
セ

ン
タ

ー
精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー

17
さ

い
た

ま
市

未
策

定
未

回
答

は
い

年
に

2
回

オ
ン

ラ
イ

ン
当

セ
ン

タ
ー

会
議

室

保
健

衛
生

総
務

課（
健

康
づ

く
り

・
母

子
保

健
・

精
神

保
健

対
策

）、
保

健
所

精
神

保
健

課（
精

神
保

健
相

談
、

酩
規

法
対

応
）、

さ
い

た
ま

市
警

察
部（

酩
規

法
対

応
、

飲
酒

運
転

等
対

策

与
野

中
央

病
院

、
白

峰
ク

リ
ニ

ッ
ク

県
立

精
神

医
療

セ
ン

タ
ー

18
千

葉
県

未
策

定
令

和
6

年
4

月
は

い
年

に
1

回
オ

ン
ラ

イ
ン

千
葉

県
精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー（
相

談
拠

点
機

関
）

会
議

室

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー（

相
談

拠
点

機
関

）、
障

害
者

福
祉

推
進

課
、

船
橋

市
、

柏
市

、
健

康
づ

く
り

支
援

課
、

く
ら

し
安

全
推

進
課

、
県

警
察

本
部

安
全

総
務

課
、

千
葉

市
こ

こ
ろ

の
健

康
セ

ン
タ

ー（
相

談
拠

点
機

関
）、

千
葉

市

船
橋

北
病

院
、

袖
ケ

浦
さ

つ
き

台
病

院
、

秋
元

病
院

、
国

保
旭

中
央

病
院

船
橋

北
病

院
千

葉
県

総
合

救
急

災
害

医
療

セ
ン

タ
ー

19
千

葉
市

未
策

定
予

定
な

し
は

い
年

に
1

回
オ

ン
ラ

イ
ン

千
葉

県
精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
研

修
室

千
葉

県
、

千
葉

市
、

船
橋

市
、

柏
市

医
療

法
人

梨
香

会
秋

元
病

院
、

袖
ケ

浦
さ

つ
き

台
病

院
、

旭
中

央
病

院

船
橋

北
病

院
精

神
科

医
療

セ
ン

タ
ー

20
神

奈
川

県
策

定
済

令
和

5
年

3
月

・
新

た
な

数
値

目
標

を
設

定
し

た
。

・
 施

策
展

開
の「

1　
発

生
の

予
防

」の
項

目
の

一
つ

に「
こ

こ
ろ

の
健

康
づ

く
り

」
を

追
加

し
た

。
・

 家
族

の
ア

ル
コ

ー
ル

関
連

問
題

が
原

因
で

介
護

、
看

病
を

し
て

い
る

ヤ
ン

グ
ケ

ア
ラ

ー
及

び
ケ

ア
ラ

ー
の

支
援

施
策

を
追

記
し

た
。

は
い

年
に

1
回

オ
ン

ラ
イ

ン
神

奈
川

県
中

小
企

業
共

済
会

館

横
浜

市
障

害
福

祉
保

健
部

長
、

川
崎

市
障

害
保

健
福

祉
部

長
、

相
模

原
市

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

部
長

、
神

奈
川

県
都

市
衛

生
行

政
協

議
会

、
神

奈
川

県
町

村
保

健
衛

生
連

絡
協

議
会

、
保

健
福

祉
事

務
所

等
所

長
会

、
県

警
運

転
教

育
課

長

独
立

行
政

法
人

国
立

病
院

機
構

久
里

浜
医

療
セ

ン
タ

ー
名

誉
院

長

地
方

独
立

行
政

法
人

神
奈

川
県

立
病

院
機

構
神

奈
川

県
立

精
神

医
療

セ
ン

タ
ー

診
療

科
長

神
奈

川
県

精
神

神
経

科
診

療
所

協
会

会
員

、
神

奈
川

県
医

師
会

、
神

奈
川

県
精

神
科

病
院

協
会

理
事
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1）
第

2
期

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
対

策
推

進
計

画
に

関
す

る
項

目
2）

20
23

年
度

の
関

係
者

連
携

会
議

の
開

催
状

況

行
政

機
関

関
係

者
連

携
会

議
の

構
成

員
の

所
属

N
o

都
道

府
県

・
政

令
指

定
都

市
名

策
定

状
況

策
定

日
第

2
期

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
対

策
推

進
計

画
に

 
お

け
る

主
な

変
更

点

【
未

策
定

】
と

回
答

し
た

行
政

機
関

策
定

予
定

 
時

期

関
係

者
会

議
設

置
の

有
無

開
催

回
数

開
催

場
所

開
催

会
場

行
政

専
門

医
療

機
関

治
療

拠
点

機
関

そ
の

他
の

 
医

療
機

関

21
川

崎
市

未
策

定
未

定
は

い
年

に
1

回
現

地
、

オ
ン

ラ
イ

ン

川
崎

市
役

所
新

庁
舎

会
議

室（
1

月
開

催
予

定
）

健
康

福
祉

局
総

合
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

推
進

セ
ン

タ
ー

こ
こ

ろ
の

健
康

課
・

精
神

保
健

課
・

地
域

支
援

室
、

区
役

所
高

齢
障

害
課

久
里

浜
医

療
セ

ン
タ

ー
な

し
な

し

22
横

浜
市

未
策

定
予

定
な

し
は

い
年

に
2

～
5

回
現

地
、

オ
ン

ラ
イ

ン

横
浜

市
こ

こ
ろ

の
健

康
相

談
セ

ン
タ

ー
会

議
室

な
ど

区
福

祉
保

健
セ

ン
タ

ー
高

齢
障

害
支

援
課

・
こ

ど
も

家
庭

支
援

課
・

生
活

支
援

課
、

児
童

相
談

所
、

保
護

観
察

所

神
奈

川
県

立
精

神
医

療
セ

ン
タ

ー
、

療
法

人
誠

心
会

　
神

奈
川

病
院

、
医

療
法

人
社

団
祐

和
会

　
大

石
ク

リ
ニ

ッ
ク

地
方

独
立

行
政

法
人

　
神

奈
川

県
立

病
院

機
構

　
神

奈
川

県
立

精
神

医
療

セ
ン

タ
ー

横
浜

市
立

大
学

附
属

市
民

総
合

医
療

セ
ン

タ
ー

、
横

浜
市

立
市

民
病

院

23
相

模
原

市
未

策
定

未
定

い
い

え
な

し

24
山

梨
県

未
策

定
令

和
6

年
3
月

は
い

年
に

1
回

現
地

山
梨

県
庁

会
議

室
福

祉
保

健
部

健
康

増
進

課
、

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

公
益

財
団

法
人

住
吉

偕
成

会
 

住
吉

病
院

山
梨

県
立

北
病

院
な

し

25
静

岡
県

未
策

定
令

和
6

年
3
月

は
い

年
に

2
回

現
地

静
岡

市
民

文
化

会
館

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

・
保

健
所

長
会

医
療

法
人

社
団

進
正

会
　

服
部

病
院

医
療

法
人

社
団

進
正

会
　

服
部

病
院

な
し

26
静

岡
市

未
策

定
静

岡
県（

政
令

市
を

含
む

）
で

策
定

し
て

い
る

。
い

い
え

な
し

開
催し

て
い

な
い

静
岡

県（
政

令
市

を
含

む
）

で
開

催
し

、
政

令
市

は
オ

ブ
ザ

ー
バ

ー
と

し
て

参
加

し
て

い
る

た
め

、
市

単
独

で
は

未
設

置
。

な
し

27
浜

松
市

未
策

定
未

回
答

い
い

え
な

し
開

催し
て

い
な

い
な

し
な

し
な

し
な

し

28
長

野
県

未
策

定
令

和
6

年
3
月

は
い

年
に

1
回

オ
ン

ラ
イ

ン
全

国
保

健
師

長
会

長
野

県
支

部
な

し
長

野
県

立
こ

こ
ろ

の
医

療
セ

ン
タ

ー
駒

ヶ
根

な
し

29
富

山
県

策
定

済
令

和
5

年
3
月

国
第

2
期

計
画

の
指

標
に

準
じ

て
、「

依
存

症
支

援
関

係
機

関
連

絡
会

や
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

対
策

関
係

者
会

議
の

開
催

」「
ア

ル
コ

ー
ル

性
肝

疾
患

の
死

亡
者

数
」

と
い

っ
た

指
標

を
新

た
に

追
加

。
さ

ら
に

、
一

般
医

療
と

の
連

携
を

進
め

る
観

点
か

ら「
か

か
り

つ
け

医
依

存
症

等
対

応
向

上
研

修
の

参
加

者
数

」
も

新
た

に
追

加
。

は
い

年
に

1
回

現
地

、
オ

ン
ラ

イ
ン

富
山

県
民

会
館

富
山

県
健

康
課

、
富

山
県

心
の

健
康

セ
ン

タ
ー（

事
務

局
）

ア
イ

・
ク

リ
ニ

ッ
ク

、
谷

野
呉

山
病

院
、

北
陸

病
院

ア
イ

・
ク

リ
ニ

ッ
ク

、
谷

野
呉

山
病

院
富

山
県

医
師

会
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1）
第

2
期

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
対

策
推

進
計

画
に

関
す

る
項

目
2）

20
23

年
度

の
関

係
者

連
携

会
議

の
開

催
状

況

行
政

機
関

関
係

者
連

携
会

議
の

構
成

員
の

所
属

N
o

都
道

府
県

・
政

令
指

定
都

市
名

策
定

状
況

策
定

日
第

2
期

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
対

策
推

進
計

画
に

 
お

け
る

主
な

変
更

点

【
未

策
定

】
と

回
答

し
た

行
政

機
関

策
定

予
定

 
時

期

関
係

者
会

議
設

置
の

有
無

開
催

回
数

開
催

場
所

開
催

会
場

行
政

専
門

医
療

機
関

治
療

拠
点

機
関

そ
の

他
の

 
医

療
機

関

30
石

川
県

未
策

定
令

和
6

年
4

月
は

い
年

に
2

～
3

回
現

地
、

オ
ン

ラ
イ

ン
石

川
県

庁
（

事
務

局
とし

て
関

係
部

局
参

加
）

青
和

病
院

松
原

病
院

、
県

立
こ

こ
ろ

の
病

院
と

き
わ

病
院

31
岐

阜
県

未
策

定
令

和
6

年
3
月

は
い

年
に

2
回

（「
ア

ル
コ

ー
ル

・
薬

物
分

科
会

」
及

び
「

全
体

会
」

の
計

2
回

）

現
地

岐
阜

県
精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
会

議
室

岐
阜

県
可

茂
保

健
所

医
療

法
人

静
風

会
大

垣
病

院
医

療
法

人
杏

野
会

各
務

原
病

院

天
外

メ
ン

タ
ル

ク
リ

ニ
ッ

ク（
※

学
識

経
験

者
と

し
て

参
加

）

32
愛

知
県

未
策

定
令

和
6

年
3
月

は
い

年
に

4
回

（
本

庁
3

回
、

各
保

健
所（

11
保

健
所

）
1

回
）

現
地

、
オ

ン
ラ

イ
ン

愛
知

県
庁

本
庁

舎
正

庁
、

各
保

健
所

市
町

村
県

内
専

門
医

療
機

関
県

内
治

療
拠

点
機

関
医

師
会

、
医

療
機

関
等

33
名

古
屋

市
未

策
定

未
定

は
い

年
に

2
回

現
地

名
古

屋
市

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

健
康

増
進

課
、

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

、
保

健
セ

ン
タ

ー
紘

仁
病

院
西

山
ク

リ
ニ

ッ
ク

、
八

事
病

院
大

須
病

院
、

愛
知

県
精

神
医

療
セ

ン
タ

ー

34
三

重
県

策
定

済
令

和
4

年
3
月

相
談

に
応

じ
る

体
制

や
治

療
体

制
に

つ
い

て
、

第
1

期
で

は
整

備
す

る
こ

と
を

課
題

と
し

て
い

た
が

、
第

2
期

で
は

そ
れ

ぞ
れ

の
役

割
の

さ
ら

な
る

充
実

を
図

る
こ

と
と

し
た

。
は

い
年

に
1

回
オ

ン
ラ

イ
ン

県
警

本
部

、
教

育
委

員
会

、
子

ど
も

・
福

祉
部

、
環

境
生

活
部

、
医

療
保

健
部

、
保

健
所

長
会

泊
フ

ァ
ミ

リ
ー

ク
リ

ニ
ッ

ク
、

松
阪

厚
生

病
院

、
南

勢
病

院

榊
原

病
院

、
県

立
こ

こ
ろ

の
医

療
セ

ン
タ

ー
三

重
大

学
医

学
部

35
福

井
県

未
策

定
令

和
7

年
度

以
降

い
い

え
な

し
開

催
し

て
い

な
い

な
し

な
し

な
し

な
し

36
滋

賀
県

未
策

定
令

和
6

年
3

月
末

は
い

年
に

1
回

現
地

主
に

県
庁

付
近

　
※

 オ
ン

ラ
イ

ン
と

併
用

県
障

害
福

祉
課

、
健

康
寿

命
推

進
課

、
医

療
福

祉
推

進
課

、
子

ど
も

・
青

少
年

局
、

道
路

保
全

課
、

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

、
保

健
所

精
神

医
療

セ
ン

タ
ー

精
神

医
療

セ
ン

タ
ー

関
西

ア
ル

コ
ー

ル
関

連
問

題
学

会
、

滋
賀

県
医

師
会

、
日

本
精

神
科

病
院

協
会

滋
賀

県
支

部
、

滋
賀

県
精

神
科

診
療

所
協

会
、

滋
賀

県
病

院
協

会

37
京

都
府

策
定

済
令

和
3

年
3
月

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
対

策
と

ギ
ャ

ン
ブ

ル
等

依
存

症
対

策
を

一
体

的
な

計
画

と
し

て
定

め
る

と
と

も
に

、
そ

れ
ら

以
外

の
も

の
も

含
め

た
依

存
症

等
対

策
の

基
本

計
画

と
し

て
策

定（
京

都
府

依
存

症
等

対
策

推
進

計
画

）。
は

い

年
に

4
回

通
常

年
に

1
回

だ
が

今
年

度
は

計
画

見
直

し
年

度
の

た
め

4
回

開
催

現
地

、
オ

ン
ラ

イ
ン

京
都

府
庁

内
会

議
室

な
ど

京
都

府
障

害
者

支
援

課
、

京
都

府
消

費
生

活
安

全
セ

ン
タ

ー
、

京
都

保
護

観
察

所
、

京
都

府
精

神
保

健
福

祉
総

合
セ

ン
タ

ー

京
都

府
立

洛
南

病
院

、
安

東
医

院
、

い
わ

く
ら

病
院

な
し

京
都

府
医

師
会

、
京

都
精

神
科

病
院

協
会

、
京

都
精

神
神

経
科

診
療

所
協

会

38
京

都
市

未
策

定
未

回
答

は
い

年
に

2
回

現
地

出
席

出
席

出
席

39
大

阪
府

未
策

定
未

回
答

は
い

年
に

2
回

現
地

外
部

会
議

室
大

阪
市

、
堺

市
、

大
阪

府
保

健
所

大
阪

精
神

医
療

セ
ン

タ
ー



17第2章　都道府県・政令指定都市におけるアルコール健康障害に係る地域での医療連携体制等および関係者連携会議の実態調査

1）
第

2
期

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
対

策
推

進
計

画
に

関
す

る
項

目
2）

20
23

年
度

の
関

係
者

連
携

会
議

の
開

催
状

況

行
政

機
関

関
係

者
連

携
会

議
の

構
成

員
の

所
属

N
o

都
道

府
県

・
政

令
指

定
都

市
名

策
定

状
況

策
定

日
第

2
期

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
対

策
推

進
計

画
に

 
お

け
る

主
な

変
更

点

【
未

策
定

】
と

回
答

し
た

行
政

機
関

策
定

予
定

 
時

期

関
係

者
会

議
設

置
の

有
無

開
催

回
数

開
催

場
所

開
催

会
場

行
政

専
門

医
療

機
関

治
療

拠
点

機
関

そ
の

他
の

 
医

療
機

関

40
大

阪
市

未
策

定

第
1

期
に

つ
い

て
大

阪
府

が
計

画
を

策
定

し
て

お
り

、
本

市
は

そ
の

計
画

に
基

づ
き

事
業

を
実

施
し

て
お

り
、

本
市

独
自

で
の

策
定

予
定

な
し

い
い

え
（

大
阪

府
設

置
の

会
議

に
参

画
）

41
堺

市
策

定
済

令
和

4
年

3
月

　「
堺

市
依

存
症

地
域

支
援

計
画

」
令

和
4年

3月
に

初
め

て「
堺

市
依

存
症

地
域

支
援

計
画

」
を

策
定

し
て

い
る

た
め

、
変

更
点

は
な

い
。

は
い

年
に

2
回

現
地

堺
市

役
所

会
議

室
大

阪
保

護
観

察
所

堺
支

部

金
岡

中
央

病
院

、
大

阪
精

神
医

療
セ

ン
タ

ー
、

東
布

施
野

田
ク

リ
ニ

ッ
ク

大
阪

精
神

医
療

セ
ン

タ
ー

え
ん

ど
う

こ
こ

ろ
の

ク
リ

ニ
ッ

ク

42
奈

良
県

未
策

定
令

和
6

年
3
月

は
い

年
に

1
回

現
地

県
、

市
3

医
療

機
関

43
和

歌
山

県
未

策
定

令
和

8
年

度
中

（
本

県
は

令
和

3
年

10
月

策
定

の
計

画
が

第
1

期
）

い
い

え
な

し
開

催
し

て
い

な
い

検
討

中
検

討
中

検
討

中
検

討
中

44
兵

庫
県

未
策

定
令

和
6

年
3
月

は
い

年
に

3
回

現
地

、
オ

ン
ラ

イ
ン

兵
庫

県
民

会
館

県
庁

内
関

係
課

、
精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー

ひ
ょ

う
ご

こ
こ

ろ
の

医
療

セ
ン

タ
ー

、
垂

水
病

院
同

上
神

戸
大

学
医

学
部

附
属

病
院

45
神

戸
市

策
定

済
未

回
答

い
い

え

46
鳥

取
県

策
定

済
令

和
3

年
4

月
・

薬
物

や
ギ

ャ
ン

ブ
ル

等
へ

の
依

存
に

関
す

る
対

策
や

多
重

依
存

の
問

題
へ

の
対

応
を

追
加

は
い

年
に

2
回

現
地

、
オ

ン
ラ

イ
ン

鳥
取

県
庁

会
議

室
保

護
観

察
所

、
刑

務
所

、
市

渡
辺

病
院

、
倉

吉
病

院
渡

辺
病

院
県

医
師

会
、

県
病

院
協

会
、

県
薬

剤
師

会

47
岡

山
県

策
定

済
令

和
5

年
3
月

「
ブ

リ
ー

フ
イ

ン
タ

ー
ベ

ン
シ

ョ
ン

の
取

組
の

推
進

」、
「

一
般

医
療

で
の

早
期

発
見

・
介

入
、

専
門

医
療

機
関

で
の

治
療

か
ら

自
助

グ
ル

ー
プ

等
で

の
回

復
支

援
に

至
る

連
携

体
制

の
推

進
」、

「
家

族
へ

の
支

援
」、

「
健

康
障

害
サ

ポ
ー

ト
医

を
養

成
す

る
取

組
」等

を
新

た
に

盛
り

込
ん

だ
。

は
い

年
に

1
回

現
地

ホ
テ

ル
会

議
室

県
保

健
所

長
会

、
県

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

、
岡

山
市

こ
こ

ろ
の

健
康

セ
ン

タ
ー

、
県（

く
ら

し
安

全
安

心
課

）、
県

警
本

部（
交

通
企

画
課

、
生

活
安

全
企

画
課

）、
教

育
庁（

保
健

体
育

課
）

な
し

県
精

神
科

医
療

セ
ン

タ
ー

県
医

師
会

、
県

精
神

科
病

院
協

会
、

県
看

護
協

会

48
岡

山
市

策
定

済
令

和
5

年
3
月

岡
山

県
の

回
答

に
準

ず
は

い
年

に
1

回
現

地
民

間
施

設
の

会
議

室
岡

山
市（

保
健

福
祉

部
、

保
健

管
理

課
、

健
康

づ
く

り
課

、
こ

こ
ろ

の
健

康
セ

ン
タ

ー
）

な
し

岡
山

県
精

神
科

医
療

セ
ン

タ
ー

岡
山

県
精

神
科

病
院

協
会

、
岡

山
協

立
病

院
、

ゆ
う

ク
リ

ニ
ッ

ク
、

岡
山

市
薬

剤
師

会



18 アルコール健康障害に係る地域医療連携等の効果検証および関係者連携会議の実態調査に関する研究

1）
第

2
期

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
対

策
推

進
計

画
に

関
す

る
項

目
2）

20
23

年
度

の
関

係
者

連
携

会
議

の
開

催
状

況

行
政

機
関

関
係

者
連

携
会

議
の

構
成

員
の

所
属

N
o

都
道

府
県

・
政

令
指

定
都

市
名

策
定

状
況

策
定

日
第

2
期

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
対

策
推

進
計

画
に

 
お

け
る

主
な

変
更

点

【
未

策
定

】
と

回
答

し
た

行
政

機
関

策
定

予
定

 
時

期

関
係

者
会

議
設

置
の

有
無

開
催

回
数

開
催

場
所

開
催

会
場

行
政

専
門

医
療

機
関

治
療

拠
点

機
関

そ
の

他
の

 
医

療
機

関

49
島

根
県

未
策

定
令

和
6

年
3

月
　

現
在

策
定

中

は
い

→
県

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

が
い

対
策

連
絡

協
議

会

年
に

2
回

現
地

、
オ

ン
ラ

イ
ン

県
庁

周
辺

の
借

上
げ

会
議

室
　

オ
ン

ラ
イ

ン
併

用

保
健

所
長

会
、

県
庁

内
関

係
各

課
、

心
と

体
の

相
談

セ
ン

タ
ー

、
県

警
（

庁
内

連
絡

会
と

し
て

）

こ
な

ん
ホ

ス
ピ

タ
ル

、
西

川
病

院
こ

な
ん

ホ
ス

ピ
タ

ル
、

西
川

病
院

日
本

精
神

科
病

院
協

会
島

根
県

支
部

、
島

根
県

医
師

会

50
広

島
県

未
策

定
令

和
6

年
3
月

は
い

年
に

2
回

オ
ン

ラ
イ

ン
健

康
担

当
課

、
精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
、

保
健

所
、

広
島

県
警

察
本

部
、

市
呉

み
ど

り
ケ

丘
病

院
瀬

野
川

病
院

51
広

島
市

未
策

定
未

定
は

い
（

開
催

予
定

）

年
に

1
回

※
 依

存
症

連
携

会
議

と
し

て
（

ア
ル

コ
ー

ル・
薬

物
・

ギ
ャ

ン
ブ

ル
合

同
で

実
施

）

現
地

広
島

市
保

健
所

会
議

室

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

、
精

神
保

健
福

祉
課

、
消

費
生

活
セ

ン
タ

ー
　

中
国

財
務

局
理

財
部

金
融

監
督

第
3

課
　

経
済

観
光

局
競

輪
事

務
局

草
津

病
院

　
安

佐
病

院
　

よ
こ

が
わ

駅
前

ク
リ

ニ
ッ

ク

52
山

口
県

未
策

定
令

和
6

年
3
月

は
い

年
に

3
回

現
地

、
オ

ン
ラ

イ
ン

山
口

県
庁

共
用

会
議

室
山

口
県

高
嶺

病
院

、
こ

こ
ろ

の
医

療
セ

ン
タ

ー
高

嶺
病

院
山

口
県

精
神

科
病

院
協

会
、

山
口

県
産

業
医

会

53
香

川
県

策
定

済
令

和
4

年
3
月

国
の

基
本

計
画

、
第

1
期

計
画

に
お

け
る

取
組

及
び

課
題

を
踏

ま
え

、
重

点
課

題
及

び
目

標
の

内
容

、
基

本
的

施
策

の
内

容
を

見
直

し
た

。
は

い
年

に
1

回
現

地
香

川
県

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

会
議

室

障
害

福
祉

課
、

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

、
各

保
健

所

こ
こ

ろ
の

医
療

セ
ン

タ
ー

五
色

台
、三

光
病

院
、

県
立

丸
亀

病
院

こ
こ

ろ
の

医
療

セ
ン

タ
ー

五
色

台
、

三
光

病
院

54
徳

島
県

未
策

定
令

和
6

年
3
月

は
い

年
に

3
回

現
地

、
オ

ン
ラ

イ
ン

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

会
議

室
な

ど
精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
　

徳
島

保
健

所
　

徳
島

県
警

察
本

部
藍

里
病

院
徳

島
大

学
病

院
　

徳
島

県
医

師
会

　
徳

島
県

精
神

科
病

院
協

会

55
愛

媛
県

未
策

定
令

和
6

年
3
月

は
い

年
に

3
回

現
地

愛
媛

県
庁

内
会

議
室

（
事

務
局

：
健

康
増

進
課

）
※

治
療

拠
点

機
関

欄
に

記
載

松
山

記
念

病
院

、
正

光
会

宇
和

島
病

院
　

※
両

病
院

と
も

に
兼

専
門

医
療

機
関

な
し

56
高

知
県

未
策

定
令

和
6

年
3
月

は
い

年
に

1
回

現
地

高
知

県
庁

正
庁

ホ
ー

ル
精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
、

安
芸

福
祉

保
健

所
、

高
知

市
健

康
増

進
課

海
辺

の
杜

ホ
ス

ピ
タ

ル
な

し

下
司

病
院

、
日

本
精

神
科

看
護

協
会

高
知

県
支

部
、

高
知

県
精

神
保

健
福

祉
士

協
会

、
高

知
県

精
神

神
経

科
診

療
所

協
会
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1）
第

2
期

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
対

策
推

進
計

画
に

関
す

る
項

目
2）

20
23

年
度

の
関

係
者

連
携

会
議

の
開

催
状

況

行
政

機
関

関
係

者
連

携
会

議
の

構
成

員
の

所
属

N
o

都
道

府
県

・
政

令
指

定
都

市
名

策
定

状
況

策
定

日
第

2
期

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
対

策
推

進
計

画
に

 
お

け
る

主
な

変
更

点

【
未

策
定

】
と

回
答

し
た

行
政

機
関

策
定

予
定

 
時

期

関
係

者
会

議
設

置
の

有
無

開
催

回
数

開
催

場
所

開
催

会
場

行
政

専
門

医
療

機
関

治
療

拠
点

機
関

そ
の

他
の

 
医

療
機

関

57
福

岡
県

策
定

済
令

和
4

年
3
月

国
基

本
計

画（
第

2
期

）
に

お
い

て
、

女
性

の
飲

酒
に

伴
う

健
康

影
響

の
予

防
に

重
点

が
置

か
れ

た
こ

と
か

ら
、

妊
産

婦
だ

け
で

な
く

広
く

女
性

に
対

す
る

ア
ル

コ
ー

ル
リ

ス
ク

に
関

す
る

広
報

や
啓

発
を

行
う

こ
と

に
つ

い
て

計
画

に
盛

り
込

ん
だ

。

は
い

年
に

2
回

オ
ン

ラ
イ

ン
県

市
長

会
、

県
町

村
会

、
県

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

　
医

療
法

人
優

な
ぎ

会
雁

の
巣

病
院

医
療

法
人

優
な

ぎ
会

雁
の

巣
病

院

58
北

九
州

市
未

策
定

福
岡

県
に

て
策

定
は

い
年

に
1

回
現

地

北
九

州
市

立
精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
　

セ
ミ

ナ
ー

室
（

予
定

）

北
九

州
市（

関
係

各
課

）、
福

岡
県

警
察

、
北

九
州

医
療

刑
務

所
、

福
岡

保
護

観
察

所
北

九
州

支
部

な
し

な
し

福
岡

県
精

神
科

病
院

協
会

、
福

岡
県

精
神

科
診

療
所

協
会

59
福

岡
市

未
策

定
未

回
答

い
い

え

60
佐

賀
県

策
定

済
令

和
5

年
3
月

生
活

習
慣

病
の

リ
ス

ク
を

高
め

る
量

を
飲

酒
し

て
い

る
者

の
割

合
が

男
女

と
も

に
増

加
し

て
い

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

重
点

施
策

の「
特

に
配

慮
を

要
す

る
者

」
に「

女
性

」
を

追
加

。
多

量
飲

酒
者

～
軽

症
ア

ル
コ

ー
ル

依
存

症
者

へ
の

対
策

を
強

化
。

そ
の

た
め

の
取

り
組

み
と

し
て

、
地

域
連

携
に

よ
る

依
存

症
早

期
発

見
、

早
期

対
応

、
継

続
支

援
モ

デ
ル

事
業

の
継

続
や

、
ア

ル
コ

ー
ル

関
連

問
題

早
期

介
入

プ
ロ

グ
ラ

ム
等

の
利

用
促

進
。

計
画

書
内

に
軽

症
ア

ル
コ

ー
ル

依
存

症
の

事
例

を
掲

載
し

、
節

酒
適

応
の

理
解

を
促

進
。

は
い

年
に

1
回

現
地

小
城

市
ま

ち
な

か
市

民
交

流
プ

ラ
ザ

　
ゆ

め
ぷ

ら
っ

と
小

城

県
障

害
福

祉
課

、
杵

藤
保

健
福

祉
事

務
所

、
精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
、

武
雄

市
役

所
、

小
城

市
役

所

園
田

病
院

、
虹

と
海

の
ホ

ス
ピ

タ
ル

肥
前

精
神

医
療

セ
ン

タ
ー

佐
賀

大
学

病
院

肝
疾

患
セ

ン
タ

ー
、

佐
賀

県
医

療
セ

ン
タ

ー
好

生
館（

節
酒

外
来

）、
江

口
病

院（
内

科
）

61
長

崎
県

未
策

定
令

和
6

年
3
月

は
い

年
に

2
回

現
地

、
オ

ン
ラ

イ
ン

県
庁

会
場

及
び

オ
ン

ラ
イ

ン
の

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

方
式

で
開

催

保
健

所
、

市
町

保
健

師
会

、
精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
、

県
警

本
部

三
和

中
央

病
院

あ
き

や
ま

病
院

医
師

会
、

日
精

看
長

崎
支

部

62
大

分
県

未
策

定
令

和
6

年
3
月

（
現

在
策

定
中

）
は

い
年

に
1

回
現

地

大
分

県
こ

こ
ろ

と
か

ら
だ

の
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
研

修
室

大
分

県
こ

こ
ろ

と
か

ら
だ

の
相

談
支

援
セ

ン
タ

ー
、

大
分

県
保

健
所

長
会

、
大

分
保

護
観

察
所

な
し

大
分

友
愛

病
院

大
分

県
医

師
会

63
熊

本
県

未
策

定
令

和
6

年
3
月

は
い

年
に

1
回

現
地

熊
本

県
庁

出
席

出
席

出
席

出
席

64
熊

本
市

未
策

定
未

定
い

い
え

な
し

開
催

し
て

い
な

い
な

し
な

し
な

し
な

し

65
宮

崎
県

未
策

定
令

和
6

年
3
月

は
い

年
に

1
回

現
地

宮
崎

県
庁

会
議

室

障
が

い
福

祉
課

、
警

察
本

部
、

教
育

委
員

会
、

生
活

･協
働

・
男

女
参

画
課

、
健

康
増

進
課

、
薬

務
対

策
課

、
精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー

-
大

悟
病

院
県

立
宮

崎
病

院
精

神
医

療
セ

ン
タ

ー



20 アルコール健康障害に係る地域医療連携等の効果検証および関係者連携会議の実態調査に関する研究

1）
第

2
期

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
対

策
推

進
計

画
に

関
す

る
項

目
2）

20
23

年
度

の
関

係
者

連
携

会
議

の
開

催
状

況

行
政

機
関

関
係

者
連

携
会

議
の

構
成

員
の

所
属

N
o

都
道

府
県

・
政

令
指

定
都

市
名

策
定

状
況

策
定

日
第

2
期

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
対

策
推

進
計

画
に

 
お

け
る

主
な

変
更

点

【
未

策
定

】
と

回
答

し
た

行
政

機
関

策
定

予
定

 
時

期

関
係

者
会

議
設

置
の

有
無

開
催

回
数

開
催

場
所

開
催

会
場

行
政

専
門

医
療

機
関

治
療

拠
点

機
関

そ
の

他
の

 
医

療
機

関

66
鹿

児
島

県
未

策
定

令
和

6
年

3
月

は
い

年
に

4回
（

予
定

）
オ

ン
ラ

イ
ン

鹿
児

島
県

障
害

福
祉

課
、

鹿
児

島
県

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

県
立

姶
良

病
院

、
三

州
脇

田
丘

病
院

森
口

病
院

、
指

宿
竹

元
病

院

67
沖

縄
県

策
定

済
令

和
5

年
3
月

・
 ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

対
策

の
基

本
的

な
事

項
は

第
1

期
計

画
の

考
え

方
を

踏
襲

・
 治

療
、

普
及

啓
発

及
び

人
材

育
成

の
中

心
と

な
る

拠
点

医
療

機
関

の
整

備
促

進【
追

加
】

・
 一

般
医

療
機

関
や

精
神

科
医

療
機

関
の

医
療

従
事

者
に

対
す

る
研

修
の

実
施【

追
加

】
・

 地
域

に
お

け
る

ア
ル

コ
ー

ル
関

連
問

題
の

関
係

機
関

の
連

携
体

制
の

構
築【

追
加

】
・

地
域

生
活

支
援

従
事

者
に

対
す

る
支

援
研

修
の

推
進

【
追

加
】　

等

は
い

年
に

2
回

現
地

、
オ

ン
ラ

イ
ン

総
合

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

会
議

室

総
合

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

、
各

保
健

所
、

地
域

保
健

課
、

衛
生

薬
務

課

琉
球

病
院

、
糸

満
晴

明
病

院
、

沖
縄

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
病

院
　

沖
縄

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
病

院

県
内

の
精

神
科

病
院

、
総

合
病

院
等
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2）
20

23
年

度
の

関
係

者
連

携
会

議
の

開
催

状
況

行
政

機
関

関
係

者
連

携
会

議
の

議
題

お
よ

び
内

容

N
o

都
道

府
県

・
政

令
指

定
 

都
市

名
自

助
グ

ル
ー

プ
学

術
機

関
司

法
教

育
機

関
福

祉
関

係
酒

類
関

係
団

体
そ

の
他

教
育

の
 

振
興

不
適

切
な

飲
酒

の
誘

因
防

止

健
康

診
断

及
び

保
健

 
指

導

医
療

の
充

実

飲
酒

運
転

等
を

し
た

者
に

対
す

る
指

導

相
談

支
援

社
会

 
復

帰
の

支
援

民
間

団
体

の
活

動
に

対
す

る
支

援

人
材

の
確

保
調

査
 

研
究

の
推

進
そ

の
他

の
議

題

1
北

海
道

北
海

道
断

酒
連

合
会

、
札

幌
マ

ッ
ク

、
青

十
字

サ
マ

リ
ヤ

会

北
海

道
大

学
院

精
神

医
学

教
室

、
札

医
大

神
経

精
神

医
学

講
座

、
旭

医
大

精
神

医
学

講
座

札
幌

保
護

観
察

所
北

海
道

教
育

委
員

会

臨
床

心
理

士
会

、
PS

W
協

会
、

精
神

保
健

協
会

、
北

海
道

M
SW

協
会

、
産

保
セ

ン
タ

ー

日
本

ア
ル

コ
ー

ル
関

連
問

題
SW

協
会

 ア
ル

ネ
ッ

ト
 小

売
酒

販
組

合
連

合
会

 
料

理
飲

食
業

生
活

衛
生

同
業

組
合

北
海

道
栄

養
士

会
、

北
海

道
保

険
者

協
議

会
、

中
央

児
童

相
談

所
、

北
海

道
警

察
本

部

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

2
札

幌
市

札
幌

連
合

断
酒

会

サ
マ

リ
ヤ

会
、

リ
カ

バ
リ

ー
、

北
海

道
ダ

ル
ク

、
札

幌
マ

ッ
ク

、
相

談
室

ぽ
ら

り
す

、
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー

民
生

委
員

各
機

関
の

取
組

情
報

共
有

、
連

携
に

つ
い

て

3
青

森
県

青
森

県
断

酒
連

合
青

森
県

立
保

健
大

学
保

護
観

察
所

な
し

な
し

青
森

県
小

売
酒

販
連

合
会

な
し

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

4
秋

田
県

あ
き

た
依

存
症

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

、
秋

田
県

断
酒

連
合

会
、

N
PO

法
人

コ
ミ

フ
ァ

秋
田

大
学

大
学

院
医

学
系

研
究

科
秋

田
県

司
法

書
士

会

秋
田

保
護

観
察

所
、

秋
田

県
生

活
セ

ン
タ

ー
、

一
般

社
団

法
人

秋
田

ダ
ル

ク
、

N
PO

法
人

秋
田

マ
ッ

ク

〇

5
岩

手
県

岩
手

県
断

酒
連

合
会

岩
手

医
科

大
学

、
岩

手
県

立
大

学
看

護
学

部

岩
手

弁
護

士
会

、
岩

手
県

警
察

本
部

岩
手

県
学

校
保

健
会

岩
手

県
社

会
福

祉
協

議
会

岩
手

県
酒

造
組

合
、

岩
手

県
小

売
酒

販
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

6
山

形
県

7
宮

城
県

宮
城

県
断

酒
会

、
G

A
仙

台
宮

城
県

司
法

書
士

会

一
般

社
団

法
人

パ
ー

ソ
ナ

ル
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー

法
務

省
仙

台
保

護
観

察
所

県
内

の
依

存
症

対
策

の
現

状
の

共
有

、
県

計
画

策
定

・
見

直
し

に
関

す
る

こ
と

等

8
仙

台
市

断
酒

会
　

A
A

　
ダ

ル
ク

な
し

な
し

な
し

社
会

福
祉

協
議

会
な

し
宮

城
県

警
察

　
仙

台
市

医
師

会
〇

〇
〇

9
福

島
県

断
酒

会
医

科
大

学
ふ

く
し

ま
心

の
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
小

売
酒

販
組

合
連

合
会

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
対

策
関

連
事

業
の

進
捗

確
認

・
評

価
、

関
係

機
関

の
連

携
・

調
整
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2）
20

23
年

度
の

関
係

者
連

携
会

議
の

開
催

状
況

行
政

機
関

関
係

者
連

携
会

議
の

議
題

お
よ

び
内

容

N
o

都
道

府
県

・
政

令
指

定
 

都
市

名
自

助
グ

ル
ー

プ
学

術
機

関
司

法
教

育
機

関
福

祉
関

係
酒

類
関

係
団

体
そ

の
他

教
育

の
 

振
興

不
適

切
な

飲
酒

の
誘

因
防

止

健
康

診
断

及
び

保
健

 
指

導

医
療

の
充

実

飲
酒

運
転

等
を

し
た

者
に

対
す

る
指

導

相
談

支
援

社
会

 
復

帰
の

支
援

民
間

団
体

の
活

動
に

対
す

る
支

援

人
材

の
確

保
調

査
 

研
究

の
推

進
そ

の
他

の
議

題

10
新

潟
県

欠
席（

新
潟

県
断

酒
連

合
会

）

新
潟

県
保

護
観

察
所

、
新

潟
県

弁
護

士
会

、
新

潟
県

司
法

書
士

会
、

新
潟

刑
務

所
、

新
潟

少
年

鑑
別

所
、

更
生

保
護

施
設

「
新

潟
川

岸
寮

」、
新

潟
地

方
検

察
庁（

オ
ブ

ザ
ー

バ
ー

）

治
療

施
設（

一
般

社
団

法
人

り・
ぼ

ん
、

新
潟

ダ
ル

ク
）、

新
潟

県
薬

剤
師

会
、

新
潟

県
地

域
生

活
定

着
支

援
セ

ン
タ

ー

関
係

機
関

の
連

携

11
新

潟
市

ダ
ル

ク
な

し

新
潟

保
護

観
察

所
、新

潟
県

警
、

新
潟

地
方

検
察

庁
、

更
生

保
護

施
設

な
し

依
存

症
中

間
入

所
施

設
、

地
域

定
着

支
援

セ
ン

タ
ー

な
し

家
族

会
、

薬
剤

師
会

、
弁

護
士

会
、

司
法

書
士

会
、

労
働

局
、

消
費

生
活

セ
ン

タ
ー

参
加

機
関

・
団

体
の

連
携

強
化

、
情

報
・

課
題

の
共

有
、

等

12
東

京
都

出
席

出
席

出
席

〇
〇

〇
〇

〇

13
群

馬
県

ダ
ル

ク
、

A
A

、
G

A
、

FA
群

馬
大

学
大

学
院

医
学

系
研

究
科

弁
護

士
会

、
保

護
観

察
所

県
教

育
委

員
会

健
康

体
育

課

県
精

神
保

健
福

祉
士

会
、

県
医

療
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

協
会

小
売

酒
販

組
合

連
合

会

県
遊

技
業

協
同

組
合

、
市

競
艇

事
務

局
、

ギ
ャ

ン
ブ

ル
依

存
症

家
族

の
会

、
警

察
本

部

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
依

存
症

対
策

基
本

計
画

の
策

定

14
栃

木
県

A
A

、
栃

木
県

断
酒

ホ
ト

ト
ギ

ス
会

な
し

保
護

観
察

所
、

矯
正

施
設

教
育

委
員

会
回

復
支

援
施

設
な

し
大

学
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

15
茨

城
県

A
A

筑
波

大
学

医
学

医
療

系
水

戸
保

護
観

察
所

、
水

府
学

院

茨
城

ダ
ル

ク
、

茨
城

依
存

症
回

復
支

援
協

会
（

あ
い

あ
る

さ
）

〇
〇

〇
〇

〇
各

機
関

の
機

能
の

紹
介

16
埼

玉
県

埼
玉

県
断

酒
新

生
会

八
戸

学
院

大
学

（
学

識
経

験
者

）
小

売
酒

販
組

合
埼

玉
県

医
師

会
〇

〇
〇

17
さ

い
た

ま
市

A
A

、
断

酒
会

日
本

福
祉

教
育

専
門

学
校（

学
識

経
験

者
）

さ
い

た
ま

マ
ッ

ク

ぷ
る

す
あ

る
は

（
普

及
啓

発
）、

相
談

室
sn

ow
m

el
t（

女
性

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

相
談

）

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
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2）
20

23
年

度
の

関
係

者
連

携
会

議
の

開
催

状
況

行
政

機
関

関
係

者
連

携
会

議
の

議
題

お
よ

び
内

容

N
o

都
道

府
県

・
政

令
指

定
 

都
市

名
自

助
グ

ル
ー

プ
学

術
機

関
司

法
教

育
機

関
福

祉
関

係
酒

類
関

係
団

体
そ

の
他

教
育

の
 

振
興

不
適

切
な

飲
酒

の
誘

因
防

止

健
康

診
断

及
び

保
健

 
指

導

医
療

の
充

実

飲
酒

運
転

等
を

し
た

者
に

対
す

る
指

導

相
談

支
援

社
会

 
復

帰
の

支
援

民
間

団
体

の
活

動
に

対
す

る
支

援

人
材

の
確

保
調

査
 

研
究

の
推

進
そ

の
他

の
議

題

18
千

葉
県

千
葉

県
断

酒
連

合
会

　
な

し
千

葉
県

弁
護

士
会

な
し

千
葉

ダ
ル

ク
、

館
山

ダ
ル

ク
、

SA
R

S、
リ

カ
バ

リ
ー

フ
ァ

ー
ム

君
津

な
し

な
し

〇
〇

〇

19
千

葉
市

千
葉

県
断

酒
連

合
会

出
席

千
葉

ダ
ル

ク
、

館
山

ダ
ル

ク
、

S.
A

.R
.S

、
リ

カ
バ

リ
ー

フ
ァ

ー
ム

君
津

〇

20
神

奈
川

県
神

奈
川

県
断

酒
連

合
会

事
務

局
長

武
蔵

野
大

学
人

間
科

学
部

社
会

福
祉

学
科

教
授

、
医

療
法

人
社

団
慶

洋
会

ケ
イ

ア
イ

ク
リ

ニ
ッ

ク
副

院
長

神
奈

川
県

弁
護

士
会

県
立

学
校

長
会

議
長

神
奈

川
県

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

、ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー

神
奈

川
県

小
売

酒
販

組
合

連
合

会
会

長

公
募

委
員（

依
存

症
当

事
者

の
家

族
）

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

21
川

崎
市

A
A

、
川

崎
断

酒
新

生
会

、
N

A
、

G
A

、
D

A
　

な
し

川
崎

自
立

会
　

な
し

川
崎

マ
ッ

ク
、

ア
ル

コ
ー

ル
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
た

ん
ぽ

ぽ
、

川
崎

ダ
ル

ク
、

地
域

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

K-
G

A
P、

N
e

s
ti

n
g

、
ヒ

ュ
ー

マ
ン

ア
ル

バ
、

ホ
ッ

と
ス

ペ
ー

ス
中

原

な
し

な
し

〇
〇

〇

22
横

浜
市

A
A

、
横

浜
断

酒
新

生
会

、
N

A
、

ナ
ラ

ノ
ン

、
横

浜
ひ

ま
わ

り
家

族
会

、
G

A
、

ギ
ャ

マ
ノ

ン
、

全
国

ギ
ャ

ン
ブ

ル
依

存
症

家
族

の
会

神
奈

川
、

あ
ざ

み
野

フ
ァ

ミ
リ

ー
12

ス
テ

ッ
プ

田
園

調
布

学
園

大
学

、
武

蔵
野

大
学

弁
護

士
会

、
司

法
書

士
会

な
し

基
幹

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

、
精

神
障

害
者

生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

、
発

達
障

害
者

支
援

セ
ン

タ
ー

、
地

域
ケ

ア
プ

ラ
ザ（

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

）、
高

次
脳

機
能

障
害

支
援

セ
ン

タ
ー

な
し

依
存

症
回

復
支

援
団

体（
横

浜
マ

ッ
ク

、
寿

ア
ル

ク
、

RD
P

横
浜

、
Y

RC
、

女
性

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

イ
ン

ダ
ー

、
横

浜
ダ

ル
ク

、
湘

南
ダ

ル
ク

、ワ
ン

デ
ー

ポ
ー

ト
）

〇
〇

〇
〇

〇

23
相

模
原

市
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2）
20

23
年

度
の

関
係

者
連

携
会

議
の

開
催

状
況

行
政

機
関

関
係

者
連

携
会

議
の

議
題

お
よ

び
内

容

N
o

都
道

府
県

・
政

令
指

定
 

都
市

名
自

助
グ

ル
ー

プ
学

術
機

関
司

法
教

育
機

関
福

祉
関

係
酒

類
関

係
団

体
そ

の
他

教
育

の
 

振
興

不
適

切
な

飲
酒

の
誘

因
防

止

健
康

診
断

及
び

保
健

 
指

導

医
療

の
充

実

飲
酒

運
転

等
を

し
た

者
に

対
す

る
指

導

相
談

支
援

社
会

 
復

帰
の

支
援

民
間

団
体

の
活

動
に

対
す

る
支

援

人
材

の
確

保
調

査
 

研
究

の
推

進
そ

の
他

の
議

題

24
山

梨
県

N
PO

法
人

山
梨

県
断

酒
会

山
梨

県
立

大
学

山
梨

県
弁

護
士

会
な

し
な

し

山
梨

県
酒

造
組

合
、

山
梨

県
ワ

イ
ン

酒
造

組
合

、
山

梨
県

小
売

酒
販

組
合

連
合

会
、

山
梨

県
卸

酒
販

組
合

山
梨

県
警

察
本

部（
生

活
安

全
企

画
課

、
交

通
企

画
課

、
運

転
免

許
課

）

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

25
静

岡
県

静
岡

県
断

酒
会

静
岡

福
祉

大
学

な
し

静
岡

県
教

育
委

員
会

健
康

体
育

課
静

岡
県

精
神

保
健

福
祉

士
協

会
静

岡
県

小
売

酒
販

組
合

連
合

会
静

岡
保

護
観

察
所

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

26
静

岡
市

な
し

27
浜

松
市

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

開
催

し
て

い
な

い

28
長

野
県

長
野

県
断

酒
連

合
会

信
州

大
学

医
学

部
な

し
長

野
県

学
校

保
健

会
養

護
教

諭
部

会
な

し
長

野
県

酒
造

組
合

、
長

野
県

小
売

酒
販

売
組

合
連

合
会

長
野

県
飲

食
業

生
活

衛
生

同
業

組
合

、
長

野
県

民
生

委
員

児
童

委
員

協
議

会
連

合
会

、
一

般
社

団
法

人
日

本
フ

ラ
ン

チ
ャ

イ
ズ

チ
ェ

ー
ン

協
会

、
長

野
県

精
神

科
病

院
 

協
会

、
長

野
県

医
師

会

〇
〇

〇
長

野
県

依
存

症
対

策
推

進
計

画
に

つ
い

て

29
富

山
県

富
山

県
断

酒
連

合
会

富
山

大
学

富
山

保
護

観
察

所

富
山

県
高

等
学

校
生

徒
指

導
推

進
研

究
委

員
会

、
富

山
県

立
大

学
、

富
山

国
際

大
学

な
し

富
山

県
小

売
酒

販
組

合
連

合
会

富
山

県
薬

剤
師

会
、

富
山

県
公

認
心

理
師

協
会

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

30
石

川
県

断
酒

会
な

し
金

沢
弁

護
士

会
高

等
学

校
長

協
会

精
神

保
健

福
祉

士
会

小
売

酒
販

組
合

連
合

会
県

医
師

会
、

日
精

協
支

部
、

臨
床

心
理

士
会

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
計

画
改

定
に

関
す

る
こ

と

31
岐

阜
県

N
PO

法
人

岐
阜

ダ
ル

ク
、

N
PO

法
人

岐
阜

県
断

酒
連

合
会

、
ギ

ャ
マ

ノ
ン

岐
阜

、
ピ

ア
岐

阜
岐

阜
女

子
大

学
岐

阜
県

弁
護

士
会

、
岐

阜
県

司
法

書
士

会

岐
阜

県
教

育
委

員
会（

学
校

安
全

課
）

岐
阜

県
社

会
福

祉
協

議
会

岐
阜

県
小

売
酒

販
組

合
連

合
会

岐
阜

県
警

察
本

部（
生

活
安

全
総

務
課

）
〇

〇
〇

〇
事

例
検

討
等

を
通

じ
た

情
報

共
有

や
課

題
共

有

32
愛

知
県

断
酒

会
県

内
大

学
等

な
し

県
内

大
学

、
高

等
学

校
等

県
内

福
祉

協
議

会
等

県
内

小
売

酒
販

組
合

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

33
名

古
屋

市
愛

知
県

断
酒

連
合

会
な

し
な

し
な

し
な

し
な

し
な

し
〇

〇
〇
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2）
20

23
年

度
の

関
係

者
連

携
会

議
の

開
催

状
況

行
政

機
関

関
係

者
連

携
会

議
の

議
題

お
よ

び
内

容

N
o

都
道

府
県

・
政

令
指

定
 

都
市

名
自

助
グ

ル
ー

プ
学

術
機

関
司

法
教

育
機

関
福

祉
関

係
酒

類
関

係
団

体
そ

の
他

教
育

の
 

振
興

不
適

切
な

飲
酒

の
誘

因
防

止

健
康

診
断

及
び

保
健

 
指

導

医
療

の
充

実

飲
酒

運
転

等
を

し
た

者
に

対
す

る
指

導

相
談

支
援

社
会

 
復

帰
の

支
援

民
間

団
体

の
活

動
に

対
す

る
支

援

人
材

の
確

保
調

査
 

研
究

の
推

進
そ

の
他

の
議

題

34
三

重
県

三
重

断
酒

新
生

会
三

重
県

小
売

酒
販

組
合

連
合

会
、

三
重

県
酒

造
組

合

三
重

県
病

院
協

会
、産

業
医

会
、

四
日

市
ア

ル
コ

ー
ル

と
健

康
を

考
え

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
、

三
重

県
精

神
科

病
院

会
、

公
益

社
団

法
人

三
重

県
医

師
会

県
計

画
の

進
捗

状
況

に
つ

い
て

35
福

井
県

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

〇
〇

36
滋

賀
県

滋
賀

県
断

酒
同

友
会

な
し

な
し

教
育

委
員

会
事

務
局

保
健

体
育

課

滋
賀

県
障

害
者

自
立

支
援

協
議

会

滋
賀

県
酒

造
組

合
、

滋
賀

県
小

売
酒

販
組

合
連

合
会

警
察

本
部

生
活

安
全

企
画

課
、

少
年

課
、

交
通

企
画

課
、

運
転

免
許

課

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

37
京

都
府

京
都

府
断

酒
連

合
会

、
京

都
府

断
酒

平
安

会
家

族
会

、
京

都
マ

ッ
ク

京
都

大
学

大
学

院
、

京
都

文
教

大
学

京
都

弁
護

士
会

　な
し

京
都

府
社

会
福

祉
協

議
会

、
日

本
精

神
保

健
福

祉
士

協
会

京
都

支
部

、
京

都
府

民
生

児
童

委
員

協
議

会

京
都

府
酒

造
組

合
連

合
会

、
京

都
府

飲
食

業
生

活
衛

生
同

業
組

合

京
都

府
薬

剤
師

会
、

大
学

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
京

都
、

京
都

府
青

少
年

育
成

協
会

〇
〇

〇
〇

〇
計

画
の

見
直

し
に

つ
い

て

38
京

都
市

回
復

施
設

〇
〇

39
大

阪
府

N
PO

法
人

い
ち

ご
の

会
、

N
PO

法
人

大
阪

マ
ッ

ク
、

大
阪

府
断

酒
会

、
大

阪
府

断
酒

会（
家

族
会

）

関
西

ア
ル

コ
ー

ル
関

連
問

題
学

会

大
阪

精
神

保
健

福
祉

士
協

会
、

大
阪

介
護

支
援

専
門

員
協

会

大
阪

府
小

売
酒

販
組

合
連

合
会

、
大

阪
外

食
産

業
協

会

大
阪

府
医

師
会

、
大

阪
精

神
科

病
院

協
会

、
大

阪
精

神
科

診
療

所
協

会
、

事
務

局
：

大
阪

府
こ

こ
ろ

の
健

康
総

合
セ

ン
タ

ー（
精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
）、

関
係

者
：

大
阪

府
健

康
医

療
部

保
健

医
療

室
地

域
保

健
課

〇
〇

〇
〇

女
性

の
ア

ル
コ

ー
ル

関
連

問
題

の
現

状
と

課
題

40
大

阪
市



26 アルコール健康障害に係る地域医療連携等の効果検証および関係者連携会議の実態調査に関する研究

2）
20

23
年

度
の

関
係

者
連

携
会

議
の

開
催

状
況

行
政

機
関

関
係

者
連

携
会

議
の

議
題

お
よ

び
内

容

N
o

都
道

府
県

・
政

令
指

定
 

都
市

名
自

助
グ

ル
ー

プ
学

術
機

関
司

法
教

育
機

関
福

祉
関

係
酒

類
関

係
団

体
そ

の
他

教
育

の
 

振
興

不
適

切
な

飲
酒

の
誘

因
防

止

健
康

診
断

及
び

保
健

 
指

導

医
療

の
充

実

飲
酒

運
転

等
を

し
た

者
に

対
す

る
指

導

相
談

支
援

社
会

 
復

帰
の

支
援

民
間

団
体

の
活

動
に

対
す

る
支

援

人
材

の
確

保
調

査
 

研
究

の
推

進
そ

の
他

の
議

題

41
堺

市

堺
市

断
酒

連
合

会
、全

国
ギ

ャ
ン

ブ
ル

依
存

症
家

族
の

会
大

阪
、

大
阪

マ
ッ

ク
、

大
阪

ダ
ル

ク
、

ギ
ャ

ン
ブ

ル
依

存
症

当
事

者
、

薬
物

依
存

症
当

事
者

家
族

関
西

ア
ル

コ
ー

ル
関

連
問

題
学

会

大
阪

司
法

書
士

会
、

大
阪

弁
護

士
会

大
阪

精
神

保
健

福
祉

士
協

会
〇

〇
〇

42
奈

良
県

断
酒

会
大

学
中

学
校

、
高

校
福

祉
事

業
所

酒
販

組
合

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

43
和

歌
山

県
検

討
中

検
討

中
検

討
中

検
討

中
検

討
中

検
討

中
検

討
中

未
開

催
の

た
め

議
題

は
今

後
検

討

44
兵

庫
県

断
酒

会

医
師

会
、

精
神

科
病

院
協

会
、

精
神

神
経

科
診

療
所

協
会

、
看

護
協

会
、

精
神

保
健

福
祉

士
協

会
、

介
護

支
援

専
門

員
協

会
、

保
健

所
長

会
、

市
町

保
健

師
協

議
会

県
警

察
本

部
教

育
委

員
会

小
売

酒
販

組
合

連
合

会
、

全
料

飲
生

活
衛

生
同

業
組

合
連

合
会

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

45
神

戸
市

46
鳥

取
県

断
酒

会
、

G
A

、
ダ

ル
ク

、
家

族
会

鳥
取

大
学

日
本

司
法

支
援

セ
ン

タ
ー

（
な

し
）

県
老

人
福

祉
施

設
協

議
会

、
県

民
生

児
童

委
員

協
議

会
、

県
精

神
保

健
福

祉
士

会

県
酒

造
組

合
、

県
小

売
酒

販
組

合
連

合
会

産
業

看
護

研
究

会

依
存

症
に

係
る

取
組

の
予

定
又

は
実

績
に

つ
い

て
、

依
存

症
に

係
る

計
画

に
つ

い
て

、
な

ど

47
岡

山
県

県
断

酒
新

生
会

、
県

津
山

断
酒

新
生

会
、

お
か

や
ま

た
け

の
こ

会
な

し
な

し
な

し
な

し

県
酒

造
組

合
、

県
小

売
酒

販
組

合
連

合
会

、
キ

リン
ビ

ー
ル（

株
）

岡
山

工
場

県
保

険
者

協
議

会

計
画

の
策

定
及

び
変

更
、

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
対

策
に

関
す

る
施

策
の

計
画

的
な

推
進

に
係

る
事

項

48
岡

山
市

な
し

な
し

岡
山

保
護

観
察

所
山

陽
学

園
大

学

岡
山

県
医

療
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

協
会

、
岡

山
県

精
神

保
健

福
祉

士
協

会

な
し

岡
山

商
工

会
議

所
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
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2）
20

23
年

度
の

関
係

者
連

携
会

議
の

開
催

状
況

行
政

機
関

関
係

者
連

携
会

議
の

議
題

お
よ

び
内

容

N
o

都
道

府
県

・
政

令
指

定
 

都
市

名
自

助
グ

ル
ー

プ
学

術
機

関
司

法
教

育
機

関
福

祉
関

係
酒

類
関

係
団

体
そ

の
他

教
育

の
 

振
興

不
適

切
な

飲
酒

の
誘

因
防

止

健
康

診
断

及
び

保
健

 
指

導

医
療

の
充

実

飲
酒

運
転

等
を

し
た

者
に

対
す

る
指

導

相
談

支
援

社
会

 
復

帰
の

支
援

民
間

団
体

の
活

動
に

対
す

る
支

援

人
材

の
確

保
調

査
 

研
究

の
推

進
そ

の
他

の
議

題

49
島

根
県

島
根

県
断

酒
新

生
会

な
し

な
し

な
し（

庁
内

連
絡

会
に

県
教

育
委

員
会

参
加

）
島

根
県

民
生

児
童

委
員

松
江

小
売

酒
販

組
合

日
本

精
神

科
看

護
協

会
島

根
県

支
部

、
島

根
県

看
護

協
会

、
山

陰
嗜

癖
行

動
研

究
会

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

50
広

島
県

広
島

県
断

酒
会

連
合

会

広
島

県
医

師
会

、
広

島
県

精
神

科
病

院
協

会
、

広
島

県
精

神
神

経
科

診
療

所
協

会
、

広
島

県
薬

剤
師

会
、

広
島

県
看

護
協

会

広
島

県
教

育
委

員
会

広
島

県
民

生
委

員
児

童
委

員
協

議
会

、
広

島
県

精
神

保
健

福
祉

士
協

会

広
島

県
飲

食
業

生
活

衛
生

同
業

組
合

、
広

島
県

小
売

酒
販

組
合

連
合

会

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
計

画
の

策
定

、
計

画
の

進
捗

状
況

確
認

51
広

島
市

広
島

断
酒

ふ
た

ば
会

　
広

島
鯉

城
断

酒
会

　
だ

る
ま

会
　

広
島

マ
ッ

ク
　

A
A

　
ア

ラ
ノ

ン
　

広
島

ダ
ル

ク
　

N
A

広
島

グ
ル

ー
プ

　
ナ

ラ
ノ

ン
フ

ァ
ミ

リ
ー

グ
ル

ー
プ

広
島

グ
ル

ー
プ

　
ギ

ャ
マ

ノ
ン

広
島

グ
ル

ー
プ

　
G

A
ゆ

め
西

　
ギ

ャ
マ

ノ
ン

お
り

づ
る

ス
テ

ッ
プ

な
し

法
テ

ラ
ス

広
島

　
広

島
弁

護
士

会
　

広
島

司
法

書
士

会
〇

52
山

口
県

山
口

県
断

酒
会

山
口

大
学

医
学

部
山

口
県

弁
護

士
会

な
し

山
口

県
公

認
心

理
師

協
会

、
山

口
県

精
神

保
健

福
祉

士
協

会

山
口

県
小

売
酒

販
組

合
連

合
会

山
口

県
遊

技
業

協
同

組
合

、
G

A
山

口
、ギ

ャ
マ

ノ
ン

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

53
香

川
県

香
川

県
断

酒
会

高
松

保
護

観
察

所
県

警
人

身
安

全
・

少
年

課
、

交
通

企
画

課

一
般

科
と

の
連

携
、

啓
発

活
動

、
支

援
の

仕
組

み
づ

く
り

54
徳

島
県

徳
島

県
断

酒
会

徳
島

弁
護

士
会

徳
島

県
教

育
委

員
会

徳
島

県
社

会
福

祉
協

議
会

　
徳

島
県

保
険

者
協

議
会

徳
島

県
小

売
酒

販
組

合
連

合
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

55
愛

媛
県

N
PO

法
人

愛
媛

県
断

酒
会

、
コ

ス
モ

ス
の

会（
ギ

ャ
ン

ブ
ル

依
存

症
家

族
の

会
）

愛
媛

県
立

医
療

技
術

大
学

※
え

ひ
め

ダ
ル

ク
支

援
会

か
ら

の
構

成
員

が
弁

護
士

な
し

な
し

愛
媛

県
小

売
酒

販
組

合
連

合
会

愛
媛

県
遊

技
業

協
同

組
合

、
え

ひ
め

ダ
ル

ク
支

援
会

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

依
存

症
対

策
推

進
計

画
策

定
の

た
め

上
記

項
目

に
つ

い
て

協
議
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2）
20

23
年

度
の

関
係

者
連

携
会

議
の

開
催

状
況

行
政

機
関

関
係

者
連

携
会

議
の

議
題

お
よ

び
内

容

N
o

都
道

府
県

・
政

令
指

定
 

都
市

名
自

助
グ

ル
ー

プ
学

術
機

関
司

法
教

育
機

関
福

祉
関

係
酒

類
関

係
団

体
そ

の
他

教
育

の
 

振
興

不
適

切
な

飲
酒

の
誘

因
防

止

健
康

診
断

及
び

保
健

 
指

導

医
療

の
充

実

飲
酒

運
転

等
を

し
た

者
に

対
す

る
指

導

相
談

支
援

社
会

 
復

帰
の

支
援

民
間

団
体

の
活

動
に

対
す

る
支

援

人
材

の
確

保
調

査
 

研
究

の
推

進
そ

の
他

の
議

題

56
高

知
県

高
知

県
断

酒
連

合
会

高
知

県
医

師
会

、
高

知
大

学
医

学
部

、
高

知
県

立
大

学
健

康
栄

養
学

部

な
し

高
知

県
高

等
学

校
長

協
会

な
し

高
知

県
酒

造
組

合
、

高
知

県
小

売
酒

販
組

合
連

合
会

A
K

K
こ

う
ち

、
高

知
県

健
康

づ
く

り
婦

人
会

連
合

会
、

高
知

県
警

察
本

部
生

活
安

全
部

少
年

課
・

交
通

部
交

通
安

全
課

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

57
福

岡
県

県
断

酒
連

合
会

、
県

断
酒

協
議

会
、

A
A

福
岡

地
区

保
護

観
察

所
県

社
会

福
祉

協
議

会
県

小
売

酒
販

組
合

連
合

会

県
商

工
会

議
所

連
合

会
、

県
商

工
会

連
合

会
、

県
医

師
会

、
県

精
神

科
病

院
協

会
、

県
精

神
神

経
科

診
療

所
協

会
、

県
地

域
婦

人
会

連
絡

協
議

会
、

県
交

通
安

全
協

会

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

58
北

九
州

市
福

岡
県

断
酒

協
議

会
北

九
州

断
酒

友
の

会
福

岡
県

立
大

学
福

岡
県

弁
護

士
会

北
九

州
部

会
な

し
な

し
な

し

北
九

州
市

医
師

会
、

北
九

州
市

薬
剤

師
会

、
北

九
州

マ
ッ

ク
、

N
P

O
法

人
PL

A
N

ET

関
係

機
関

の
連

携
を

図
る

と
と

も
に

、
地

域
に

お
け

る
依

存
症

に
関

す
る

情
報

の
共

有
や

課
題

の
協

議
等

を
行

う
。

59
福

岡
市

60
佐

賀
県

佐
賀

県
断

酒
連

合
会

、
佐

賀
県

断
酒

連
合

会
家

族
会

、
佐

賀
D

A
RC

な
し

な
し

な
し

な
し

な
し

県
警

本
部

交
通

企
画

課
、

産
業

医
学

協
会（

健
診

機
関

）
〇

〇
〇

〇
各

機
関

の
役

割
な

ど
に

つ
い

て
情

報
共

有

61
長

崎
県

A
A

九
州

沖
縄

セ
ン

ト
ラ

ル
オ

フ
ィ

ス
、

長
崎

県
断

酒
連

合
会

な
し

な
し

長
崎

県
公

立
高

等
学

校
PT

A
連

合
会

長
崎

県
精

神
保

健
福

祉
士

協
会

な
し

な
し

第
2

期
計

画
に

つ
い

て
、

ア
デ

ィ
ク

シ
ョ

ン
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
開

催
に

つ
い

て

62
大

分
県

大
分

県
断

酒
連

合
会

、
A

A
大

分
な

し
な

し
大

分
県

立
看

護
科

学
大

学
大

分
県

社
会

福
祉

協
議

会

大
分

県
小

売
酒

販
組

合
連

合
会

、
大

分
県

飲
食

業
生

活
衛

生
同

業
組

合

大
分

県
青

少
年

育
成

県
民

会
議

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
大

分
県

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

が
い

対
策

推
進

計
画（

第
2

期
）

素
案

に
つ

い
て

63
熊

本
県

出
席

出
席

出
席

出
席

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
64

熊
本

市
な

し
な

し
な

し
な

し
な

し
な

し
な

し
開

催
し

て
い

な
い



29第2章　都道府県・政令指定都市におけるアルコール健康障害に係る地域での医療連携体制等および関係者連携会議の実態調査

2）
20

23
年

度
の

関
係

者
連

携
会

議
の

開
催

状
況

行
政

機
関

関
係

者
連

携
会

議
の

議
題

お
よ

び
内

容

N
o

都
道

府
県

・
政

令
指

定
 

都
市

名
自

助
グ

ル
ー

プ
学

術
機

関
司

法
教

育
機

関
福

祉
関

係
酒

類
関

係
団

体
そ

の
他

教
育

の
 

振
興

不
適

切
な

飲
酒

の
誘

因
防

止

健
康

診
断

及
び

保
健

 
指

導

医
療

の
充

実

飲
酒

運
転

等
を

し
た

者
に

対
す

る
指

導

相
談

支
援

社
会

 
復

帰
の

支
援

民
間

団
体

の
活

動
に

対
す

る
支

援

人
材

の
確

保
調

査
 

研
究

の
推

進
そ

の
他

の
議

題

65
宮

崎
県

宮
崎

県
断

酒
友

の
会

－
宮

崎
県

弁
護

士
会

－
－

宮
崎

県
小

売
酒

販
組

合
連

合
会

宮
崎

県
精

神
科

病
院

協
会

、
宮

崎
県

精
神

科
診

療
所

協
会

、
宮

崎
県

医
師

会
、

宮
崎

県
薬

剤
師

会
、

宮
崎

県
遊

技
業

協
同

組
合

、
宮

崎
保

護
観

察
所

〇
〇

〇
〇

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
対

策
推

進
計

画

66
鹿

児
島

県
〇

〇
〇

67
沖

縄
県

断
酒

会
、

A
A

、
N

A
、

ギ
ャ

マ
ノ

ン

那
覇

保
護

観
察

所
、

法
テ

ラ
ス

、
那

覇
地

方
検

察
庁

、
沖

縄
少

年
院

、
沖

縄
女

子
学

園
、

沖
縄

刑
務

所
、

那
覇

家
庭

裁
判

所
、

厚
生

保
護

法
人

、
九

州
厚

生
局

麻
薬

取
締

支
所

那
覇

市
教

育
委

員
会

女
性

団
体

、
女

性
相

談
所

、
パ

ー
ソ

ナ
ル

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

沖
縄

ダ
ル

ク
、

琉
球

G
A

IA
、

ア
ル

プ
ス

セ
ン

タ
ー

、
D

A
R

大
き

な
和

、
ワ

ン
ネ

ス
財

団
、

お
き

な
わ

A
SK

〇
〇

〇
〇

〇
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3）
関

係
者

間
の

連
携

に
関

す
る

工
夫

4）
地

域
に

お
け

る
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

わ
る

主
な

課
題

行
政

機
関

N
o

都
道

府
県

・
政

令
指

定
 

都
市

名

行
政

機
関

と
し

て
、

関
係

者
間

の
連

携
を

形
成

す
る

に
あ

た
り

、 
ど

の
よ

う
な

工
夫

を
し

て
い

る
か

。
行

政
機

関
と

し
て

、
関

係
者

間
の

連
携

を
維

持
す

る
に

あ
た

り
、 

ど
の

よ
う

な
工

夫
を

し
て

い
る

か
。

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
に

関
わ

る
主

な
課

題
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

わ
る

主
な

課
題

へ
の

対
策

1
北

海
道

・
 非

常
に

広
域

な
自

治
体

で
あ

る
た

め
、

各
保

健
所

が
積

極
的

に
、

そ
の

地
域

の
自

助
グ

ル
ー

プ
の

活
動

状
況

を
把

握
す

る
よ

う
、

本
庁

か
ら

発
信

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
と

考
え

る
。

・
 直

近
の

推
進

会
議

で
は

、
内

科
医

と
精

神
科

医
の

連
携

や
、

栄
養

士
と

医
師

と
の

連
携

が
不

足
し

て
い

る
と

の
内

容
が

出
た

と
こ

ろ
で

あ
り

、
各

医
療

機
関

関
係

者
の

中
で

、
改

善
へ

の
機

運
が

醸
成

さ
れ

た
と

考
え

る
。

年
に

2
回（

計
画

策
定

前
は

さ
ら

に
複

数
回

）、
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

対
策

推
進

会
議

を
実

施
し

、
意

見
交

換
等

を
行

っ
て

い
る

。
ま

た
令

和
5

年
度

は
治

療
拠

点
機

関
と

連
携

し
て

実
態

調
査

を
実

施
し

、
各

構
成

機
関

が
抱

え
て

い
る

課
題

や
現

状
等

の
把

握
を

行
っ

た
。

専
門

医
療

機
関

の
偏

在
に

よ
り

、
地

方
ほ

ど
医

療
へ

繋
が

り
に

く
い

患
者

が
多

い
。

高
齢

化
や

コ
ロ

ナ
禍

の
影

響
に

よ
る

、
自

助
グ

ル
ー

プ
の

衰
退

が
見

ら
れ

る
。

専
門

医
療

機
関

が
な

い
地

域
に

お
い

て
は

、
内

科
医

や
栄

養
士

等
に

対
し

、
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

の
問

題
性

に
つ

い
て

、
さ

ら
に

普
及

啓
発

を
行

っ
て

い
く

必
要

が
あ

る
と

考
え

る（
患

者
の

依
存

の
程

度
に

応
じ

て
、

専
門

医
療

機
関

や
自

助
グ

ル
ー

プ
に

繋
げ

る
な

ど
）

2
札

幌
市

自
他

の
機

能
や

課
題

を
理

解
し

合
う

こ
と

。
そ

の
た

め
の

、
情

報
収

集
や

情
報

発
信

等
が

う
ま

く
行

わ
れ

る
よ

う
な

ツ
ー

ル
を

活
用

し
て

、
各

機
関

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

推
進

し
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
す

る
こ

と
。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
活

動
を

推
進

す
る

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
的

役
割

の
実

践
。

・
 依

存
症

対
策

地
域

支
援

連
携

会
議

を
開

催
し

情
報

共
有

等
を

通
し

連
携

を
図

る
。

・
 家

族
セ

ミ
ナ

ー
等

の
事

業
に

お
け

る
上

記
構

成
機

関
か

ら
の

講
師

派
遣

等
の

開
催

協
力

。
・

地
域

支
援

者
向

け
研

修
の

治
療

拠
点

機
関

へ
の

委
託

。

一
次

予
防

的
活

動
が

十
分

に
行

わ
れ

て
お

ら
ず

、
市

民
向

け
に

依
存

症
に

関
す

る
正

し
い

知
識

の
普

及
啓

発
を

図
る

こ
と

も
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

健
康

教
育

で
ア

ル
コ

ー
ル

に
関

す
る

内
容

を
実

施
。

3
青

森
県

特
長

的
な

も
の

な
し

特
長

的
な

も
の

な
し

生
活

習
慣

病
高

リ
ス

ク
飲

酒
者

割
合

の
増

普
及

啓
発

、
地

域
の

連
携

等

4
秋

田
県

令
和

5
年

度
は

依
存

症
連

携
会

議
と

は
別

に
関

係
者

が
意

見
交

換
等

を
す

る
場

を
設

け
、

互
い

の
活

動
状

況
や

課
題

と
感

じ
て

い
る

こ
と

等
を

共
有

し
た

。

関
係

者
が

一
堂

に
会

す
る

機
会

は
年

1
回

の
依

存
症

連
携

会
議

に
の

み
で

あ
る

た
め

、
連

携
の

維
持

は
各

機
関

の
取

組
に

委
ね

て
い

る
部

分
が

大
き

い
。

関
係

者
主

催
の

研
修

会
等

に
つ

い
て

は
周

知
を

行
い

関
係

者
の

参
加

を
募

る
こ

と
に

よ
り

、
活

動
状

況
を

共
有

す
る

機
会

と
し

て
い

る
。

患
者

の
早

期
発

見
・

早
期

支
援

に
向

け
た

、
内

科
等

か
か

り
つ

け
医

療
機

関
と

行
政（

依
存

症
相

談
拠

点
）、

依
存

症
治

療
拠

点
機

関
・

専
門

医
療

機
関

を
は

じ
め

と
す

る
精

神
科

医
療

機
関

の
連

携
が

課
題

と
な

っ
て

い
る

。

依
存

症
治

療
拠

点
機

関
に

よ
る

医
療

機
関

向
け

研
修

等
を

通
じ

て
、

医
療

従
事

者
の

依
存

症
に

対
す

る
知

識
・

支
援

技
術

の
向

上
を

目
指

す
。

5
岩

手
県

連
携

会
議

の
開

催
の

ほ
か

、
精

神
科

救
急

医
療

体
制

協
議

会
等

で
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

対
策

の
進

捗
を

共
有

す
る

等
の

工
夫

を
し

て
い

る
。

医
療

資
源

が
乏

し
く

、
広

い
県

土
に

対
し

て
専

門
医

療
機

関
が

少
な

い
こ

と
、

相
談

支
援

等
に

携
わ

る
人

材
不

足
。

研
修

会
の

受
講

促
進

等
を

積
極

的
に

行
う

よ
う

に
し

て
い

る
。

6
山

形
県

・
 精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
、

依
存

症
専

門
医

療
機

関
と

定
期

的
に

情
報

交
換

を
行

っ
て

い
る

。（
オ

ン
ラ

イ
ン

）
・

 精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

の
相

談
事

業（
依

存
症

相
談

会
、

家
族

学
習

会
）

や
支

援
者

向
け

の
研

修
会

に
お

い
て

、
依

存
症

専
門

医
療

機
関

よ
り

職
員

を
派

遣
し

て
も

ら
い

、
事

業
に

協
力

し
て

も
ら

っ
て

い
る

。

・
 依

存
症

専
門

医
療

機
関

と
精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
で

は
、

顔
の

見
え

る
関

係
づ

く
り

を
図

る
と

と
も

に
、

依
存

症
専

門
医

療
機

関
や

自
助

グ
ル

ー
プ

の
取

組
み

を
一

覧
に

す
る

等
し

て
、

情
報

共
有

し
て

い
る

。
・

 依
存

症
に

関
す

る
研

修
会

で
は

、
自

助
グ

ル
ー

プ
メ

ン
バ

ー
よ

り
体

験
談

を
語

っ
て

も
ら

っ
た

り
、

情
報

交
換

を
行

う
な

ど
し

て
つ

な
が

り
を

持
っ

て
い

る
。

・
支

援
者

の
質

の
ば

ら
つ

き
・

一
般

内
科

と
の

連
携

・
専

門
医

療
機

関
の

偏
在

・
 精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
、

支
援

者
を

対
象

と
し

た
研

修
会

の
開

催

7
宮

城
県

日
頃

か
ら

情
報

共
有

を
行

う
こ

と
、

会
議

を
対

面
で

行
う

こ
と

。
日

頃
か

ら
情

報
共

有
を

行
う

こ
と

、
定

期
的

な
会

議
や

打
ち

合
わ

せ
を

行
う

こ
と

等
。

専
門

医
療

機
関

が
1

つ
し

か
な

い
こ

と
。

第
2

期
の

計
画

期
間

中
に

専
門

医
療

機
関

を
増

や
す

こ
と

を
目

標
に

掲
げ

て
い

る
。

8
仙

台
市

当
セ

ン
タ

ー
で

実
施

し
て

い
る

事
業

の
外

部
講

師
を

依
頼

す
る

な
ど

、
日

々
の

業
務

内
で

関
係

機
関

と
連

携
の

場
を

作
っ

て
い

る
。

毎
月

実
施

し
て

い
る

定
例

の
協

議
会

等
に

て
、

顔
の

見
え

る
関

係
づ

く
り

を
継

続
し

て
い

る
。

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
の

課
題

を
抱

え
る

当
事

者
が

、
医

療
や

相
談

に
つ

な
が

り
に

く
い

。
相

談
に

つ
な

が
り

や
す

い
家

族
か

ら
介

入
し

て
い

く
と

と
も

に
、

普
及

啓
発

活
動

を
展

開
し

て
い

る
。

9
福

島
県

特
に

な
し

県
精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
年

4
回

、
関

係
者

間
に

よ
る「

ア
デ

ィ
ク

シ
ョ

ン
ス

タ
ッ

フ
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
」

を
開

催
し

、
交

流
を

行
っ

て
い

る
。

専
門

医
療

機
関

の
不

足
専

門
医

療
機

関
選

定
要

件
充

足
状

況
の

把
握

、
及

び
候

補
医

療
機

関
へ

の
働

き
か

け

10
新

潟
県

連
携

会
議

を
年

に
1

回
参

集
開

催
す

る
こ

と
に

よ
り

、
顔

の
見

え
る

関
係

づ
く

り
を

図
っ

て
い

る
。

同
左

・
一

般
医

療
機

関
と

専
門

医
療

機
関

の
連

携
  

・
専

門
医

療
機

関
の

不
足

・
 相

談
拠

点
機

関
が

開
催

す
る

研
修

の
テ

ー
マ

や
講

師
に

、
一

般
医

療
機

関
に

お
け

る
対

応
や

、
連

携
の

あ
る

内
科

医
等

に
依

頼
し

、
一

般
医

療
機

関
へ

周
知

し
て

い
る

。
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3）
関

係
者

間
の

連
携

に
関

す
る

工
夫

4）
地

域
に

お
け

る
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

わ
る

主
な

課
題

行
政

機
関

N
o

都
道

府
県

・
政

令
指

定
 

都
市

名

行
政

機
関

と
し

て
、

関
係

者
間

の
連

携
を

形
成

す
る

に
あ

た
り

、 
ど

の
よ

う
な

工
夫

を
し

て
い

る
か

。
行

政
機

関
と

し
て

、
関

係
者

間
の

連
携

を
維

持
す

る
に

あ
た

り
、  

ど
の

よ
う

な
工

夫
を

し
て

い
る

か
。

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
に

関
わ

る
主

な
課

題
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

わ
る

主
な

課
題

へ
の

対
策

11
新

潟
市

従
来

よ
り

、依
存

症
対

策
に

関
わ

る
支

援
者

に
よ

る
任

意
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
あ

り
、

定
期

的
な

情
報

共
有

を
行

う
こ

と
で

関
係

者
間

の
連

携
が

構
築

さ
れ

て
き

た
経

緯
が

あ
る

。
こ

れ
に

加
え

、
連

携
会

議
に

て
連

携
強

化
や

課
題

の
共

有
等

を
目

的
と

し
た

事
例

検
討

や
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
行

っ
て

い
る

。
連

携
会

議
へ

は
依

存
症

対
策

に
直

接
か

か
わ

る
以

外
の

支
援

者
か

ら
も

出
席

い
た

だ
い

い
る

こ
と

か
ら

、
よ

り
幅

広
い

立
場

の
支

援
者

と
も

連
携

を
形

成
で

き
る

よ
う

工
夫

を
し

て
い

る
。

左
記

の
回

答
内

容
に

よ
り

、
連

携
の

維
持

も
期

待
で

き
る

と
考

え
る

。
市

民
に

対
す

る
依

存
症

に
関

す
る

正
し

い
知

識
の

普
及

啓
発

。
市

内
の

公
共

施
設

に
て

依
存

症
に

関
す

る
パ

ネ
ル

展
示

を
行

う
等

の
普

及
啓

発
事

業
の

実
施

。

12
東

京
都

連
携

会
議

の
開

催
等

を
は

じ
め

と
し

て
、

顔
の

見
え

る
関

係
を

つ
く

り
、

相
談

や
連

携
し

や
す

い
環

境
づ

く
り

を
行

っ
て

い
る

。
連

携
会

議
の

定
期

開
催

等
に

よ
り

関
係

性
を

維
持

。
生

活
習

慣
病

の
リ

ス
ク

を
高

め
る

量
を

飲
酒

し
て

い
る

人
の

割
合

を
い

か
に

し
て

減
少

さ
せ

て
い

く
か

が
課

題
だ

と
捉

え
て

い
る

。
普

及
啓

発
・

相
談

対
応

等
を

進
め

て
い

る
。

13
群

馬
県

相
談

拠
点

と
な

っ
て

い
る

こ
こ

ろ
の

健
康

セ
ン

タ
ー

を
中

心
に

、
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

対
策

に
関

わ
る

関
係

者
が

意
見

交
換

を
す

る
機

会
と

し
て

、
ア

ル
コ

ー
ル

依
存

症
・

薬
物

依
存

症
に

特
化

し
た

、
関

係
者

連
携

会
議（

依
存

症
対

策
推

進
協

議
会

）
の

分
科

会
を

開
催

し
て

い
る

。

相
談

拠
点

と
な

っ
て

い
る

こ
こ

ろ
の

健
康

セ
ン

タ
ー

を
中

心
に

、
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

対
策

に
関

わ
る

関
係

者
が

意
見

交
換

を
す

る
機

会
と

し
て

、
ア

ル
コ

ー
ル

依
存

症
・

薬
物

依
存

症
に

特
化

し
た

、
関

係
者

連
携

会
議（

依
存

症
対

策
推

進
協

議
会

）
の

分
科

会
を

開
催

し
て

い
る

。

令
和

5
年

度
中

に
策

定
予

定
の

「
県

依
存

症
対

策
推

進
計

画
」

に
お

い
て

は
、「

20
歳

未
満

の
飲

酒
を

な
く

す
」「

妊
娠

中
・

授
乳

中
の

飲
酒

を
な

く
す

」「
生

活
習

慣
病

の
リ

ス
ク

を
高

め
る

量
を

飲
酒

し
て

い
る

者
の

割
合

を
減

ら
す

」
こ

と
を

重
点

課
題

と
し

て
い

る
。

「
発

生
予

防
」「

進
行

予
防

」「
再

発
予

防
」「

基
盤

整
備

」
の

4
つ

の
観

点
か

ら
、

普
及

啓
発

、
早

期
介

入
の

た
め

の
取

組
、

社
会

復
帰

の
た

め
の

支
援

等
を

行
っ

て
い

る
。

14
栃

木
県

相
談

拠
点

機
関

で
あ

る
精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
を

中
心

と
し

た
連

携
支

援
体

制
の

構
築

を
図

っ
て

い
る

。
定

期
的

に
関

連
機

関
に

お
け

る
連

携
会

議
を

実
施

し
、

担
当

者
同

士
の

顔
の

見
え

る
関

係
性

の
構

築
・

維
持

を
図

っ
て

い
る

。

・
地

域
住

民
に

対
す

る
相

談
支

援
窓

口
の

周
知

が
不

十
分

  
・

 地
域

住
民

に
対

す
る

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
に

関
す

る
正

し
い

理
解

の
啓

発
が

不
十

分
  

・
専

門
的

な
医

療
を

提
供

で
き

る
医

療
機

関
の

数
が

少
な

い
。

・
 ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
係

る
相

談
支

援
窓

口
に

つ
い

て
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
等

を
活

用
し

、
広

く
周

知
を

図
っ

て
い

く
。

  
・

 ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
に

係
る

正
し

い
知

識
や

飲
酒

の
リ

ス
ク

等
に

関
す

る
普

及
啓

発
を

引
き

続
き

推
進

し
て

い
く

。
 

 ・
 専

門
医

療
機

関
と

連
携

し
、

地
域

の
医

療
機

関
に

対
し

て
、

研
修

等
を

行
っ

て
い

く
。

15
茨

城
県

地
域

連
携

会
議

や
研

修・
セ

ミ
ナ

ー
の

共
同

開
催

等
を

実
施

し
、

依
存

症
に

つ
い

て
の

情
報

や
課

題
等

の
共

有
や

、
方

向
性

の
統

一
を

図
り

、
よ

り
良

い
連

携
体

制
の

形
成

づ
く

り
を

行
っ

て
い

る
。

会
議

等
を

は
じ

め
、

研
修

や
セ

ミ
ナ

ー
を

定
期

的
に

実
施

し
、

実
際

に
関

わ
る

機
会

を
設

け
る

こ
と

で
、

現
状

の
課

題
や

連
携

体
制

に
つ

い
て

の
相

互
理

解
、

連
携

の
維

持
を

図
っ

て
い

る
。

ア
ル

コ
ー

ル
依

存
症

者
、

ま
た

ア
ル

コ
ー

ル
依

存
症

の
疑

い
が

あ
る

方
が

医
療

機
関

へ
の

受
診

に
繋

が
ら

な
い

点
。

SN
S

や
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

ラ
ジ

オ
等

の
広

報
媒

体
を

用
い

て
ア

ル
コ

ー
ル

依
存

症
に

つ
い

て
の

理
解

促
進

や
、

相
談

拠
点

機
関

で
あ

る
精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
へ

の
相

談
案

内
を

行
っ

て
い

る
。

16
埼

玉
県

ア
ル

コ
ー

ル
に

関
連

す
る

事
業

組
合

に
、

事
業

等
に

か
か

る
説

明
を

行
い

、理
解

を
得

る
と

こ
ろ

か
ら

始
め

て
い

る
。

  そ
の

後
、

委
員（

現
時

点
で

は
オ

ブ
ザ

ー
バ

ー
）

と
し

て
会

議
に

参
加

す
る

よ
う

に
提

案
し

て
い

る
。

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
問

題
に

か
か

る
研

修
会

や
そ

の
他

情
報

を
適

宜
共

有
し

、
関

係
を

維
持

し
て

い
る

。
・

治
療

ギ
ャ

ッ
プ

  
・

 20
歳

未
満

の
飲

酒
防

止
に

つ
い

て
、

酒
類

提
供

者
と

20
歳

未
満

と
疑

わ
れ

る
者

の
間

に
生

じ
る

ト
ラ

ブ
ル

懸
念

・
減

少
傾

向
で

は
あ

る
も

の
の

、
妊

婦
の

飲
酒

17
さ

い
た

ま
市

・
 ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議（
連

携
会

議
）

で
の

意
見

交
換

の
場

を
設

け
る

・
支

援
者

研
修

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

等
実

施
・

自
助

グ
ル

ー
プ

へ
の

参
加

・
研

修
・

案
内

等
の

周
知

・
左

記
の

継
続

的
な

実
施

・
治

療
ギ

ャ
ッ

プ
を

減
ら

す
取

り
組

み
の

具
体

化
が

難
し

い
こ

と
・

 ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
に

理
解

の
あ

る
一

般
医

療
機

関
の

把
握

と
関

係
づ

く
り

・
 ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議（
連

携
会

議
）

へ
の

一
般

医
療

機
関

や
予

防
に

取
り

組
む

機
関

の
参

画
が

進
ま

な
い

こ
と

・
 ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
理

解
の

あ
る

一
般

医
療

機
関

の
把

握
と

関
係

づ
く

り
・

 ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

会
議（

連
携

会
議

）
へ

の
一

般
医

療
機

関
や

予
防

に
取

り
組

む
機

関
の

参
画

に
つ

い
て

模
索

す
る

18
千

葉
県

・
 タ

イ
ム

リ
ー

な
話

題
の

講
演

会
や

顔
の

見
え

る
連

携
づ

く
り

  ・
啓

発
週

間
中

に
お

け
る

取
組

と
し

て
、

研
修

会
や

相
談

会
を

開
催

し
、

相
談

拠
点

機
関

、
治

療
拠

点
機

関
、

自
助

グ
ル

ー
プ

で
連

携
を

し
取

り
組

ん
で

い
る

。

・
 電

話
連

絡
で

の
情

報
交

換
や

、
自

助
グ

ル
ー

プ
の

例
会

や
ア

ル
コ

ー
ル

啓
発

関
連

の
イ

ベ
ン

ト
へ

の
参

加
を

し
て

い
る

。
・

 専
門

医
療

機
関

が
あ

る
地

域
と

な
い

地
域

の
地

域
差

が
大

き
い

。
  

・
医

療
機

関（
精

神
科

の
な

い
医

療
機

関
）

と
の

連
携

。

・
 専

門
医

療
機

関
の

拡
充

や
、

医
療

機
関

職
員

向
け

の
研

修
の

実
施

。
・

 医
療

機
関（

精
神

科
の

な
い

医
療

機
関

）で
の

、出
張

相
談（

相
談

拠
点

機
関

に
て

主
催

）
の

実
施

。

19
千

葉
市

セ
ン

タ
ー

で
開

催
し

て
い

る
ア

ル
コ

ー
ル

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ（

当
事

者・
家

族
対

象
）

を
病

院
、

断
酒

会
、

A
A

、
ダ

ル
ク

と
協

力
し

て
運

営
す

る
。

研
修

、
講

演
会

を
企

画
し

声
掛

け
す

る
。

左
記

と
同

じ
市

内
に

治
療

拠
点

病
院

、
専

門
医

療
機

関
が

な
い

。
近

隣
市

に
あ

る
治

療
拠

点
医

療
機

関
と

連
携

を
強

化
す

る
。
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3）
関

係
者

間
の

連
携

に
関

す
る

工
夫

4）
地

域
に

お
け

る
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

わ
る

主
な

課
題

行
政

機
関

N
o

都
道

府
県

・
政

令
指

定
 

都
市

名

行
政

機
関

と
し

て
、

関
係

者
間

の
連

携
を

形
成

す
る

に
あ

た
り

、 
ど

の
よ

う
な

工
夫

を
し

て
い

る
か

。
行

政
機

関
と

し
て

、
関

係
者

間
の

連
携

を
維

持
す

る
に

あ
た

り
、  

ど
の

よ
う

な
工

夫
を

し
て

い
る

か
。

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
に

関
わ

る
主

な
課

題
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

わ
る

主
な

課
題

へ
の

対
策

20
神

奈
川

県

上
記

協
議

会
に

お
い

て
関

係
機

関
間

の
情

報
共

有
を

行
う

と
と

も
に

、
依

存
症

対
策

と
い

う
観

点
で

は
依

存
症

専
門

医
療

機
関

等
連

携
会

議
、

依
存

症
相

談
拠

点
機

関
連

携
会

議
、

市
町

村
自

殺
・

依
存

症
対

策
主

管
課

長
会

議
な

ど
を

実
施

し
、

連
携

を
進

め
て

い
る

。

上
記

各
種

会
議

で
の

議
論

が
漫

然
と

し
た

も
の

と
な

ら
な

い
よ

う
、

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
に

関
す

る
課

題
の

掘
り

起
こ

し
や

、
先

進
事

例
の

報
告

な
ど

を
構

成
機

関
と

協
力

し
実

施
し

て
い

る
。

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
に

関
す

る
正

し
い

知
識

の
普

及
が

進
ん

で
い

な
い

。
飲

酒
の

リ
ス

ク
や

依
存

症
に

関
す

る
正

し
い

知
識

に
つ

い
て

、
ア

ル
コ

ー
ル

関
連

問
題

啓
発

週
間

な
ど

に
お

い
て

普
及

啓
発

を
進

め
て

い
る

。

21
川

崎
市

ア
ル

コ
ー

ル
対

応
力

向
上

研
修

等
、

関
係

機
関（

支
援

者
）

に
向

け
た

研
修

や
事

例
検

討
会

を
実

施
し

て
い

る
。

専
門

医
療

機
関

の
医

師
や

回
復

支
援

機
関

の
当

事
者

ス
タ

ッ
フ

な
ど

を
招

き
、

顔
つ

な
ぎ

の
機

会
と

も
し

て
い

る
。

回
復

支
援

機
関

や
自

助
グ

ル
ー

プ
が

一
同

に
集

う
ア

デ
ィ

ク
シ

ョ
ン

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

年
に

1
回

実
施

し
て

お
り

、そ
の

後
援

を
行

い
、

毎
月

行
わ

れ
る

実
行

委
員

会
へ

も
参

加
し

て
い

る
。

①
市

内
に

依
存

症
専

門
医

療
機

関
が

な
い

。
②

市
民

へ
の

普
及

啓
発

が
広

が
っ

て
い

な
い

。

①
へ

の
対

応
と

し
て

、
市

中
の

医
療

機
関

で
も

依
存

症
者

へ
の

対
応

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
て

も
ら

う
機

会
を

増
や

し
て

い
る

。
具

体
的

に
は

下
記

の
事

項
を

実
施

し
た

。
・

 医
療

機
関（

一
般

精
神

科
・

ク
リ

ニ
ッ

ク
）

へ
の

依
存

症
治

療
に

関
す

る
ヒ

ア
リ

ン
グ

調
査

の
実

施
。

・
 医

療
機

関（
一

般
精

神
科・

ク
リ

ニ
ッ

ク
）

に
向

け
た

ア
ル

コ
ー

ル
依

存
症

対
応

力
向

上
研

修
の

実
施

。
専

門
医

療
機

関
の

医
師

や
回

復
支

援
機

関
の

当
事

者
ス

タ
ッ

フ
な

ど
を

招
き

、
顔

つ
な

ぎ
の

機
会

と
も

し
て

い
る

。

22
横

浜
市

横
浜

市
で

は
、

精
神

保
健

福
祉

審
議

会
の

部
会

と
し

て
依

存
症

検
討

部
会

を
設

置
し

て
い

る
。

ま
た

、
依

存
症

相
談

拠
点

の
事

業
と

し
て

依
存

症
関

連
機

関
連

携
会

議
を

令
和

2
年

度
か

ら
実

施
し

て
い

る
。

本
市

で
は

、
関

係
機

関
の

連
携

形
成

の
場

と
し

て
2

つ
の

会
議

を
並

走
さ

せ
て

お
り

、
い

ず
れ

の
会

議
も

ア
ル

コ
ー

ル
・

薬
物

・
ギ

ャ
ン

ブ
ル

等
を

分
け

る
こ

と
な

く
総

合
し

て
開

催
し

て
い

る
。

  
依

存
症

検
討

部
会

で
は

本
市

の
「

依
存

症
対

策
地

域
支

援
計

画
」

の
施

策
に

つ
い

て
医

療
、

司
法

、
支

援
団

体
な

ど
様

々
な

機
関

か
ら

評
価

し
て

い
た

だ
い

て
い

る
。

  依
存

症
関

係
機

関
連

携
会

議
で

は
、

地
域

の
各

機
関

で
の

相
談

状
況

や
治

療
、

回
復

支
援

の
実

態
や

課
題

等
に

つ
い

て
共

有
し

、
相

互
に

理
解

を
深

め
、

相
談

か
ら

医
療

や
回

復
支

援
へ

つ
な

げ
る

体
制

を
よ

り
強

固
に

構
築

で
き

る
よ

う
、

医
療

機
関

や
自

助
グ

ル
ー

プ
、

依
存

症
回

復
支

援
団

体
の

他
に

、
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

連
し

た
生

活
の

困
り

事
の

窓
口

と
な

り
う

る
地

域
ケ

ア
プ

ラ
ザ

な
ど

地
域

の
支

援
機

関
に

も
参

加
し

て
も

ら
っ

て
い

る
。

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

で
実

施
し

て
い

る
家

族
教

室
、

回
復

プ
ロ

グ
ラ

ム
、

支
援

者
向

け
研

修
等

に
お

い
て

、
医

療
機

関
の

医
師

や
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

、
自

助
グ

ル
ー

プ
や

回
復

支
援

施
設

な
ど

依
存

症
回

復
支

援
団

体
の

メ
ン

バ
ー

や
ス

タ
ッ

フ
に

講
師

や
体

験
談

の
ス

ピ
ー

カ
ー

な
ど

協
力

し
て

も
ら

っ
た

り
、

依
存

症
回

復
支

援
団

体
の

活
動

に
対

し
て

後
援

や
補

助
金

な
ど

に
よ

る
団

体
支

援
な

ど
、

そ
れ

ぞ
れ

の
機

関
の

活
動

に
お

い
て

相
互

に
協

力
す

る
こ

と
で

連
携

体
制

が
維

持
で

き
て

い
る

。
  

ま
た

、
依

存
症

に
関

連
し

た
様

々
な

生
活

上
の

課
題

を
抱

え
た

人
を

専
門

機
関

等
か

ら
必

要
な

支
援

に
つ

な
ぐ

た
め

、
依

存
症

回
復

支
援

に
お

い
て

大
切

な
こ

と
等

を
関

係
者

間
で

共
有

す
る

こ
と

を
目

的
に「

依
存

症
支

援
者

向
け

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
も

作
成

し
た

こ
と

で
、

関
係

者
間

の
連

携
体

制
が

強
化

で
き

て
い

る
。

・
 女

性
が

安
心

し
て

参
加

で
き

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

や
、

女
性

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
し

た
啓

発
な

ど
女

性
の

飲
酒

問
題

に
特

化
し

た
取

り
組

み
が

少
な

い
。

  
・

 中
高

年
の

ア
ル

コ
ー

ル
依

存
症

が
増

加
し

て
い

る
が

、
体

力
的

に
従

来
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

乗
れ

な
い

等
地

域
で

対
応

に
苦

慮
す

る
事

例
が

増
え

て
い

る
。

・
 女

性
特

有
の

健
康

課
題

や
生

活
課

題
に

焦
点

を
し

ぼ
っ

た
啓

発
や

支
援

者
に

向
け

た
研

修
を

実
施

す
る

。
・

 主
に

高
齢

者
の

支
援

等
を

担
当

し
て

い
る

支
援

者
に

向
け

て
、

高
齢

者
の

ア
ル

コ
ー

ル
依

存
を

テ
ー

マ
と

し
た

研
修

を
実

施
す

る
。

23
相

模
原

市
依

存
症

回
復

プ
ロ

グ
ラ

ム（
週

1
回

）
に

相
模

原
ダ

ル
ク

ス
タ

ッ
フ

を
リ

カ
バ

リ
ン

グ
ス

タ
ッ

フ
と

し
て

依
頼

し
て

い
る

。
ま

た
支

援
者

を
対

象
と

し
た

研
修

会
に

自
助

グ
ル

ー
プ

や
回

復
施

設
と

い
っ

た
民

間
団

体
に

も
参

加
し

て
も

ら
い

、
紹

介
を

し
て

い
る

。

・
顔

の
見

え
る

関
係

づ
く

り
・

 研
修

の
講

師
や

ス
タ

ッ
フ

と
し

て
依

頼
。

関
係

者
の

行
事

等
に

参
加

。

・
 関

係
者

会
議

を
設

け
て

い
な

い
た

め
、

地
域

の
情

報
が

一
元

化
さ

れ
て

い
な

い
事

・
 地

域
の

課
題

に
つ

い
て

、
関

係
者

が
話

し
合

う
場

や
共

有
が

出
来

て
い

な
い

事

・
今

後
連

携
会

議
の

設
置

に
つ

い
て

検
討

し
て

い
く

こ
と

・
 研

修
会

や
そ

の
ほ

か
の

会
議

等
の

場
を

活
用

し
、

情
報

共
有

や
連

携
に

務
め

て
い

く
こ

と

24
山

梨
県

酒
類

の
製

造
・

販
売

を
生

業
と

し
て

い
る

人
に

も
配

慮
し

、
ア

ル
コ

ー
ル

・
酒

類
が

悪
と

な
ら

な
い

対
策

と
す

る
こ

と
。

啓
発

週
間

を
含

め
、

定
期

的
に

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
関

連
の

普
及

啓
発

物
品

等
を

関
係

者
間

で
共

有
し

て
い

る
。

当
事

者
の

高
齢

化
に

よ
る

福
祉

サ
ー

ビ
ス

等
の

導
入

の
困

難
さ

  
総

合
病

院
含

む
身

体
科

と
の

連
携

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

を
中

心
と

し
た

事
例

検
討

に
よ

る
顔

の
見

え
る

関
係

の
構

築
  

断
酒

会
と

協
働

し
た

SB
IR

TS
普

及
促

進
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

25
静

岡
県

関
係

機
関

の
取

り
組

み
が

な
ぜ

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
対

策
に

資
す

る
か

を
直

接
説

明
に

伺
っ

て
い

る
。

各
種

研
修

の
参

加
案

内
や

啓
発

週
間

時
に

お
け

る
啓

発
物

の
配

布
治

療
ギ

ャ
ッ

プ
の

解
消

専
門

医
療

機
関

を
増

や
す

。

26
静

岡
市

市
民

か
ら

の
相

談
等

を
通

じ
て

、
医

療
機

関
等

の
関

係
機

関
と

の
連

携
構

築
に

努
め

て
い

る
。

酒
害

相
談

に
お

い
て

断
酒

会
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

定
期

開
催

し
て

い
る

。
市

内
に

お
い

て
、

依
存

症
の

専
門

的
な

治
療

が
受

け
ら

れ
る

医
療

機
関

が
少

な
い

。
地

域
の

医
療

機
関

と
市

外
の

専
門

医
療

機
関

と
の

連
携

強
化

。
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3）
関

係
者

間
の

連
携

に
関

す
る

工
夫

4）
地

域
に

お
け

る
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

わ
る

主
な

課
題

行
政

機
関

N
o

都
道

府
県

・
政

令
指

定
 

都
市

名

行
政

機
関

と
し

て
、

関
係

者
間

の
連

携
を

形
成

す
る

に
あ

た
り

、 
ど

の
よ

う
な

工
夫

を
し

て
い

る
か

。
行

政
機

関
と

し
て

、
関

係
者

間
の

連
携

を
維

持
す

る
に

あ
た

り
、  

ど
の

よ
う

な
工

夫
を

し
て

い
る

か
。

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
に

関
わ

る
主

な
課

題
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

わ
る

主
な

課
題

へ
の

対
策

27
浜

松
市

現
在

、
支

援
者

を
集

め
た

会
議

の
場

は
設

定
し

て
い

な
い

が
、

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

は
、断

酒
会

や
A

A
と

い
っ

た
自

助
グ

ル
ー

プ
と

一
緒

に
市

民
を

対
象

と
し

た
自

助
グ

ル
ー

プ
を

紹
介

す
る

場
を

開
催

し
、

日
頃

か
ら

顔
の

見
え

る
関

係
づ

く
り

を
行

っ
て

い
る

。

日
頃

か
ら

ケ
ー

ス
会

議
な

ど
を

通
し

て
関

係
機

関
と

顔
の

見
え

る
関

係
を

つ
く

っ
て

い
く

よ
う

心
が

け
て

い
る

。
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

す
る

普
及

啓
発

、相
談

先
の

周
知

、
支

援
機

関
へ

の
研

修
実

施
な

ど
、

力
を

入
れ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

健
康

増
進

課
が

策
定

し
て

い
る

市
民

の
健

康
づ

く
り

指
針

「
健

康
は

ま
ま

つ
21

」
ア

ル
コ

ー
ル

の
適

正
飲

酒
量

や
浜

松
市

に
お

け
る

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
に

関
す

る
取

り
組

み
を

掲
載

し
て

い
る

。
支

援
機

関
へ

の
研

修
に

つ
い

て
は

、
精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
が

支
援

者
向

け
に

実
施

し
て

い
る

研
修

で
ア

ル
コ

ー
ル

依
存

を
取

り
上

げ
る

、
検

討
協

働
で

選
定

し
て

い
る

治
療

拠
点

医
療

機
関

で
支

援
者

向
け

研
修

を
実

施
し

て
い

る
。

28
長

野
県

・
 依

存
症

関
連

の
会

議
に

お
い

て
、

関
係

者
間

で
取

組
や

課
題

等
を

共
有

・
検

討
し

て
い

る
。

  
・

 依
存

症
相

談
拠

点
機

関
を

中
心

に
地

域
の

支
援

者
を

対
象

と
し

た
地

域
連

携
会

議
を

開
催

し
、

顔
の

見
え

る
関

係
づ

く
り

を
目

指
し

て
い

る
。

・
 関

係
者

間
で

支
援

の
方

向
性

を
確

認
で

き
る

よ
う

に
す

る
た

め
、

依
存

症
対

策
に

係
る

計
画

や
支

援
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
策

定
す

る
。

  
・

 行
政

機
関

職
員

の
異

動
に

よ
り

連
携

が
途

切
れ

な
い

よ
う

、
引

継
ぎ

を
徹

底
す

る
。

①
 依

存
症

専
門

医
療

機
関

の
不

足
に

よ
り

、
医

療
へ

の
ア

ク
セ

ス
の

ハ
ー

ド
ル

が
高

い
地

域
が

あ
る

。
②

 受
診

患
者

数
と

潜
在

患
者

数
に

大
き

な
乖

離
が

あ
る（

治
療

ギ
ャ

ッ
プ

の
問

題
）。

 
③

 か
か

り
つ

け
医

と
依

存
症

専
門

医
療

機
関

、
自

助
グ

ル
ー

プ
と

の
連

携
が

不
十

分
。

SB
IR

TS
が

浸
透

し
て

い
な

い
。

  
④

断
酒

会
の

高
齢

化
、

会
員

不
足

。
  

①
 県

内
精

神
科

病
院

に
対

し
選

定
に

つ
い

て
意

向
調

査
を

複
数

回
実

施
。

意
向

が
あ

り
、

か
つ

国
の

基
準

を
満

た
す

医
療

機
関

を
順

次
選

定
。

②
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

等
に

よ
り

、
県

民
に

依
存

症
の

正
し

い
知

識
を

啓
発

。
 

③
 か

か
り

つ
け

医
向

け
の

研
修

会
の

開
催

。
断

酒
会

主
催

の
SB

IR
TS

普
及

啓
発

セ
ミ

ナ
ー

へ
の

協
力

。
 

④
 断

酒
会

か
ら

の
相

談
対

応
、補

助
金（

地
域

生
活

支
援

事
業

）
の

交
付

に
よ

る
財

政
的

な
支

援
。

29
富

山
県

富
山

県
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

対
策

関
係

者
会

議
を

設
置

し
、

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
対

策
に

係
る

関
係

機
関

及
び

関
係

団
体

と
の

連
携

に
関

す
る

こ
と

や
、

そ
の

他
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

対
策

の
施

策
の

推
進

に
必

要
な

事
項

に
関

す
る

こ
と

に
つ

い
て

協
議

し
て

い
る

。
  

富
山

県
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

対
策

関
係

者
会

議
を

年
1

回
程

度
開

催
し

、
心

の
健

康
セ

ン
タ

ー（
精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
）

に
お

い
て

も
依

存
症

支
援

関
係

機
関

連
絡

会
を

開
催

し
、

関
係

機
関

同
士

の
顔

が
見

え
る

関
係

性
構

築
を

図
っ

て
い

る
。

生
活

習
慣

病
の

リ
ス

ク
を

高
め

る
量

を
飲

酒
し

て
い

る
者

の
割

合
が

全
国

値
と

比
較

し
て

高
い

。
保

険
者

協
議

会
等

と
連

携
し

、
ア

ル
コ

ー
ル

の
リ

ス
ク

に
着

目
し

た
保

健
指

導
な

ど
、

効
果

的
な

特
定

保
健

指
導

を
実

施
で

き
る

人
材

の
確

保
・

育
成

の
た

め
の

研
修

会
を

開
催

。

30
石

川
県

依
存

症
対

策
連

携
会

議
の

開
催

に
よ

り
、

情
報

共
有

、
課

題
の

検
討

等
を

実
施

  県
事

業（
会

議
、

研
修

会
、

普
及

啓
発

等
）

へ
の

参
画

、
協

力
等

に
よ

り
連

携
強

化
左

記
と

同
じ

・
自

助
グ

ル
ー

プ
の

支
援

が
不

十
分

 
・

身
近

な
相

談
窓

口
の

充
実

強
化

が
必

要
 

・
気

づ
き

を
促

す
た

め
の

普
及

啓
発

が
不

十
分

・
 自

助
グ

ル
ー

プ
の

活
動

へ
の

協
力

、
県

事
業

へ
の

参
画

を
促

進
等

・
 支

援
者

研
修

会（
市

町
だ

け
で

な
く

、
相

談
支

援
事

業
所

、
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
等

に
も

周
知

）
・

当
事

者
・

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

の
作

成
・

配
布

31
岐

阜
県

分
科

会（
令

和
3

年
度

設
置

。
年

1
回

開
催

）
は

、
依

存
症

支
援

に
携

わ
る「

実
務

担
当

者
」

を
構

成
員

と
し

て
お

り
、

支
援

の
事

例
検

討
や

多
機

関
・

多
職

種
連

携
に

よ
る

包
括

的
支

援
の

実
践

共
有

、
学

習
会

等
を

通
じ

、
参

加
者

及
び

機
関

ご
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

形
成

に
役

立
て

て
い

る
。

連
携

会
議

及
び

分
科

会
を

毎
年

定
期

的
に

開
催

す
る

こ
と

で
、

関
係

者
間

の
連

携
の

維
持

を
期

待
し

て
い

る
。（

※
連

携
の「

維
持

」
に

着
眼

点
を

お
い

た
取

組
は

行
っ

て
い

な
い

。

【
ヘ

ル
ス

プ
ラ

ン
に

お
け

る
現

状
と

課
題

】
・

 生
活

習
慣

病
の

リ
ス

ク
を

高
め

る
量

を
飲

酒
し

て
い

る
人

の
割

合
は

、
男

性
で

僅
か

に
改

善
し

て
い

る
が

、
女

性
で

は
改

善
が

見
ら

れ
て

い
な

い
。2

0歳
未

満
の

者
や

妊
婦

の
飲

酒
率

は
、

減
少

傾
向

に
あ

る
が

、
0％

に
は

達
し

て
い

な
い

。
・

 20
歳

未
満

者
の

飲
酒

は
成

長
発

達
に

、
ま

た
妊

娠
中

は
、

い
か

な
る

時
期

に
お

い
て

も
た

と
え

少
量

の
飲

酒
で

も
胎

児
に

影
響

を
及

ぼ
す

可
能

性
が

あ
る

こ
と

、
さ

ら
に

は
出

産
後

の
飲

酒
が

授
乳

中
の

乳
児

へ
及

ぼ
す

影
響

も
含

め
、（

適
切

な
機

会
を

利
用

し
）

普
及

啓
発

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

【
ヘ

ル
ス

プ
ラ

ン
に

お
け

る
課

題
及

び
方

針
】

○
 生

活
習

慣
病

の
リ

ス
ク

を
高

め
る

量
を

飲
酒

し
て

い
る

人（
多

量
に

飲
酒

す
る

者
又

は
日

常
的

に
飲

酒
す

る
者

）
の

減
少

・
 適

度
な

飲
酒（

週
1

～
2

日
の

休
肝

日
の

設
定

を
含

む
。）

に
関

す
る

知
識

の
普

及
啓

発
の

充
実

・
 多

量
飲

酒
者

等
へ

の
保

健
指

導
に

お
い

て
減

酒
支

援
の

実
施

促
進

。
ま

た
、

保
健

指
導

に
お

け
る

減
酒

支
援

普
及

の
た

め
の

保
健

医
療

従
事

者
の

育
成

○
20

歳
未

満
の

者
及

び
妊

婦
の

飲
酒

を
な

く
す

・
 20

歳
未

満
の

者
や

妊
婦

及
び

教
育

者
や

保
護

者
に

対
し

て
、

飲
酒

が
20

未
満

の
者

や
胎

児
・

乳
児

に
及

ぼ
す

健
康

影
響

に
つ

い
て

の
啓

発
に

取
り

組
む

。



34 アルコール健康障害に係る地域医療連携等の効果検証および関係者連携会議の実態調査に関する研究

3）
関

係
者

間
の

連
携

に
関

す
る

工
夫

4）
地

域
に

お
け

る
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

わ
る

主
な

課
題

行
政

機
関

N
o

都
道

府
県

・
政

令
指

定
 

都
市

名

行
政

機
関

と
し

て
、

関
係

者
間

の
連

携
を

形
成

す
る

に
あ

た
り

、 
ど

の
よ

う
な

工
夫

を
し

て
い

る
か

。
行

政
機

関
と

し
て

、
関

係
者

間
の

連
携

を
維

持
す

る
に

あ
た

り
、  

ど
の

よ
う

な
工

夫
を

し
て

い
る

か
。

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
に

関
わ

る
主

な
課

題
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

わ
る

主
な

課
題

へ
の

対
策

32
愛

知
県

本
庁

で
開

催
す

る「
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

対
策

推
進

会
議

」
に

お
い

て
、

県
全

体
の

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
対

策
に

つ
い

て
構

成
員

と
意

見
交

換
等

を
実

施
し

、
連

携
体

制
の

構
築

の
方

向
性

を
検

討
す

る
と

と
も

に
、

各
保

健
所

単
位

で
ア

ル
コ

ー
ル

関
連

問
題

に
関

わ
る

地
域

の
支

援
者

を
構

成
員

と
す

る「
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

対
策

地
域

連
携

会
議

」
を

開
催

し
、

連
携

体
制

の
構

築
を

推
進

し
て

い
る

。

継
続

的
に

本
庁

及
び

各
保

健
所

単
位

の
会

議
を

開
催

し
、

各
地

域
の

実
情

に
応

じ
た

関
係

者
間

の
連

携
維

持
に

努
め

て
い

る
。

・
女

性
の

飲
酒

リ
ス

ク
に

関
す

る
知

識
の

普
及

　
 （
女

性
の

「
生

活
習

慣
病

の
リ

ス
ク

を
高

め
る

量
を

飲
酒

し
て

い
る

者
の

割
合

」
が

悪
化

し
て

い
る

た
め

）
・

 ア
ル

コ
ー

ル
依

存
症

の
推

計
者

数
と

精
神

科
医

療
機

関
の

受
診

者
数

の
乖

離（
治

療
ギ

ャ
ッ

プ
）

・
 飲

酒
に

伴
う

リ
ス

ク
に

つ
い

て
、

女
性

に
対

し
て

効
果

的
に

周
知

・
啓

発
す

る
た

め
に

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

広
告

を
利

用
し

た
プ

ッ
シ

ュ
型

の
情

報
発

信
の

実
施

・
 SB

IR
TS

の
普

及
促

進
に

よ
る

内
科

・
救

急
等

の
一

般
医

療
機

関
と

専
門

医
療

機
関

、
自

助
グ

ル
ー

プ
等

の
連

携
強

化

33
名

古
屋

市

依
存

症
相

談
拠

点
機

関
が

主
催

す
る

連
携

会
議

の
開

催
や

研
修

の
実

施
を

通
し

て
、

関
係

者
間

の
連

携
を

形
成

し
て

い
る

。
ま

た
、

依
存

症
相

談
拠

点
機

関
の

周
知

や
依

存
症

治
療

拠
点

機
関

に
委

託
し

て
い

る
医

療
従

事
者

等
技

術
援

助
事

業
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

個
別

支
援

に
困

難
や

課
題

が
生

じ
た

際
に

相
談

で
き

る
機

会
を

設
け

て
い

る
。

左
記

の
取

組
を

継
続

し
て

い
る

。
・

依
存

症
専

門
医

療
機

関
の

増
加

や
人

材
育

成
  

・
内

科
な

ど
の

一
般

科
と

の
連

携

・
 医

療
機

関
職

員
を

対
象

と
し

た
研

修
や

支
援

者
向

け
研

修
の

実
施

・
 連

携
会

議
で

検
討

し
た

り
、

会
議

に
一

般
科

の
医

療
機

関
に

参
加

し
て

も
ら

う
働

き
か

け

34
三

重
県

・
関

係
者

連
携

会
議

を
開

催
し

、
互

い
の

情
報

共
有

を
行

う
・

 各
機

関
が

実
施

す
る

啓
発

イ
ベ

ン
ト

な
ど

を
県

が
周

知
す

る
、

な
ど

・
関

係
者

連
携

会
議

の
活

用
・

イ
ベ

ン
ト

の
協

働
開

催
な

ど
・

取
り

組
み

方
や

進
み

具
合

に
地

域
差

が
あ

る
。

・
進

ん
で

い
る

取
組

を
他

圏
域

に
紹

介
す

る
な

ど

35
福

井
県

今
後

、
関

係
者

連
携

会
議

を
開

催
し

て
い

き
た

い
特

に
な

し
治

療
拠

点
病

院
の

設
置

治
療

拠
点

病
院

の
設

置
に

向
け

医
療

機
関

と
調

整

36
滋

賀
県

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
対

策
推

進
会

議
を

実
施

し
、

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
対

策
に

関
す

る
関

係
機

関
・

団
体

お
よ

び
行

政
部

局
間

の
情

報
共

有
や

連
携

に
向

け
て

協
議

を
図

る
。

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
対

策
推

進
会

議
を

継
続

実
施

生
活

習
慣

病
の

リ
ス

ク
を

高
め

る
量

を
飲

酒
し

て
い

る
者

の
割

合
の

う
ち

女
性

の
割

合
や

多
量

飲
酒

の
割

合
に

お
い

て
前

回
調

査
か

ら
悪

化
し

て
お

り
、

女
性

特
有

の
飲

酒
や

多
量

飲
酒

の
リ

ス
ク

へ
の

認
識

が
十

分
に

広
ま

っ
て

い
な

い
。

  
こ

れ
ま

で
、

地
域

で
相

談
対

応
を

行
う

関
係

者
が

適
切

な
支

援
が

で
き

る
よ

う
、

研
修

等
を

行
っ

て
き

た
が

、「
個

別
相

談
へ

の
後

方
支

援
」

を
求

め
て

お
り

、
引

き
続

き
支

援
者

の
資

質
向

上
や

相
談

体
制

の
強

化
が

必
要

。
  依

存
症

相
談

拠
点（

県
立

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

や
保

健
所

）
や

依
存

症
専

門
医

療
機

関
を

設
置

し
て

い
る

が
、

依
存

症
が

疑
わ

れ
る

推
計

者
数

と
相

談
者

数
・

受
診

者
数

に
乖

離
が

あ
る

。
  

依
存

症
に

対
応

し
て

い
る

医
療

機
関

は
、

県
内

で
1

割
程

度
で

あ
り

、
依

存
症

の
診

療
可

能
な

医
療

機
関

を
求

め
る

声
が

あ
る

。

・
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
や

動
画

等
を

活
用

し
た

情
報

発
信

  
・

 健
診

受
診

者
の

う
ち

生
活

習
慣

病
の

リ
ス

ク
を

高
め

る
量

を
飲

酒
し

て
い

る
者

へ
の

減
酒

指
導

等
  

・
 県

立
精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
に

対
し

、
研

修
会

の
企

画
、

技
術

協
力

を
実

施
 

・
保

健
所

の
相

談
拠

点
化

　
・

窓
口

の
周

知
  

・
 他

問
題

で
繋

が
っ

た
関

係
機

関
と

の
連

携
に

向
け

た
仕

組
み

検
討

 
・

医
療

機
関

等
を

対
象

と
し

た
研

修
の

実
施

37
京

都
府

・
 依

存
症

専
門

医
療

機
関

医
師

の
内

科
な

ど
へ

の
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン（

委
託

事
業

）
・

 医
療

機
関

が
少

な
い

地
域

に
お

い
て

ア
ル

コ
ー

ル
依

存
症

の
人

が
早

期
発

見
・

早
期

支
援

に
つ

な
が

る
た

め
に

、
ま

ず
は

地
域

の
支

援
者（

制
度

上
の

支
援

機
関

や
断

酒
会

等
の

自
助

団
体

）
が

繋
が

り
、

地
域

課
題

等
を

話
し

合
い

、
関

係
を

構
築

す
る

場
を

設
け

る（
委

託
事

業
）

・
定

期
的

、
継

続
的

に
顔

を
合

わ
せ

る
機

会
を

設
け

る
・

 地
域

に
ア

ル
コ

ー
ル

依
存

症
の

専
門

医
療

機
関

が
な

く
、

治
療

に
つ

な
げ

る
先

が
な

い
こ

と
。

 
・

 支
援

者
側

で
も

ア
ル

コ
ー

ル
依

存
症

に
つ

い
て

正
し

い
知

識
が

不
足

し
て

い
る

こ
と

。

・
 関

係
者

に
対

し
、

ア
ル

コ
ー

ル
依

存
症

の
正

し
い

知
識

の
普

及
、

啓
発

を
行

う
。

38
京

都
市

専
門

機
関

の
情

報
共

有
・

連
携

を
目

的
に

、
会

議
等

を
実

施
・

参
加

し
、

顔
を

合
わ

せ
る

機
会

、
各

機
関

を
知

る
機

会
を

設
定

す
る

。

・
連

携
会

議
の

継
続

実
施

・
 ア

ル
コ

ー
ル

関
連

問
題

に
関

す
る

セ
ミ

ナ
ー

の
関

係
機

関
と

の
共

催
実

施
・

引
き

続
き

依
存

症
や

そ
の

相
談

窓
口

の
周

知
、

啓
発

・
ス

ム
ー

ズ
な

連
携

を
通

し
て

の
治

療
や

支
援

の
促

進
・

関
係

機
関

へ
の

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

や
チ

ラ
シ

の
配

布
、

配
架

・
市

民
啓

発
の

セ
ミ

ナ
ー

等
実

施
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3）
関

係
者

間
の

連
携

に
関

す
る

工
夫

4）
地

域
に

お
け

る
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

わ
る

主
な

課
題

行
政

機
関

N
o

都
道

府
県

・
政

令
指

定
 

都
市

名

行
政

機
関

と
し

て
、

関
係

者
間

の
連

携
を

形
成

す
る

に
あ

た
り

、 
ど

の
よ

う
な

工
夫

を
し

て
い

る
か

。
行

政
機

関
と

し
て

、
関

係
者

間
の

連
携

を
維

持
す

る
に

あ
た

り
、  

ど
の

よ
う

な
工

夫
を

し
て

い
る

か
。

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
に

関
わ

る
主

な
課

題
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

わ
る

主
な

課
題

へ
の

対
策

39
大

阪
府

・
 依

存
症

の
本

人
及

び
家

族
等

の
相

談
、

治
療

、
回

復
を

途
切

れ
な

く
支

援
す

る
た

め
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

で
あ

る
大

阪
ア

デ
ィ

ク
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー（

O
A

C）
の

事
務

局
と

し
て

、
関

係
機

関・
団

体
同

士
の

情
報

共
有

を
行

っ
て

い
る

。
  

・
関

係
機

関
・

団
体

と
の

O
A

C
加

盟
機

関
・

 団
体

を
は

じ
め

と
す

る
依

存
症

の
本

人
及

び
家

族
を

支
援

す
る

機
関

・
団

体
の

職
員

等
が

、
一

堂
に

会
し

、
体

験
談

を
聞

い
た

り
、

対
話

を
通

し
て

、
お

互
い

を
知

り
、

顔
の

見
え

る
関

係
づ

く
り

を
目

指
し

O
A

C
交

流
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

。
 

・
 未

成
年

飲
酒

防
止

対
策

と
し

て
、

経
年

に
わ

た
り

教
育

関
係

機
関

と
連

携
し

た
研

修
会

を
実

施
。

  
・

 身
体

科
・

精
神

科
医

療
機

関
と

ア
ル

コ
ー

ル
専

門
医

療
機

関
の

連
携

促
進

の
た

め
、

簡
易

介
入

法
や

連
携

方
法

に
つ

い
て

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

活
用

の
周

知
を

行
う

。

・
左

記
項

目
内

容
を

経
年

に
わ

た
り

実
施

し
て

い
る

。

①
 妊

娠
中

の
者

の
飲

酒
状

況
が

全
国

平
均

を
上

回
っ

て
い

る
。

 
②

 保
健

所
や

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

等
に

お
け

る
ア

ル
コ

ー
ル

問
題

に
関

す
る

相
談

者
数（

R4
年

度
:1

,9
11

件
）

と
、

府
内

の
ア

ル
コ

ー
ル

依
存

症
が

疑
わ

れ
る

者
の

推
計

者
数

（
約

22
万

人
）

に
乖

離
が

あ
る

。
③

 専
門

医
療

機
関

を
受

診
し

た
患

者
数（

R4
年

度
:7

,2
24

人
）

と
、府

内
の

ア
ル

コ
ー

ル
依

存
症

を
有

す
る

者
の

推
計

数（
約

2
万

人
）

に
乖

離
が

あ
る

。

①
 妊

娠
中

の
飲

酒
の

リ
ス

ク
に

関
す

る
啓

発
パ

ネ
ル

を
作

成
し

、
市

町
村

へ
の

周
知

や
H

P
へ

の
掲

載
を

行
っ

て
い

る
。

 
②

 相
談

窓
口

に
関

す
る

チ
ラ

シ
や

動
画

を
作

成
し

、周
知

を
行

っ
て

い
る

。
ま

た
、

依
存

症
に

関
す

る
各

種
情

報
を

集
約

し
た

お
お

さ
か

依
存

症
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

を
今

年
度

よ
り

開
設

し
て

い
る

。
そ

の
他

、
若

年
層

等
、

SN
S

の
活

用
に

な
じ

み
が

あ
る

人
に

も
対

応
で

き
る

よ
う

、
SN

S
相

談
「

大
阪

依
存

症
ほ

っ
と

ラ
イ

ン
」

を
今

年
度

よ
り

通
年

で
開

設
し

て
い

る
。

  
③

 身
体

科
・

精
神

科
医

療
機

関
と

ア
ル

コ
ー

ル
専

門
医

療
機

関
の

連
携

強
化

を
目

的
に

、
身

体
科

に
お

け
る

簡
易

介
入

法
や

連
携

方
法

に
つ

い
て

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
の

う
え

、
研

修
等

の
機

会
を

活
用

し
、

周
知

を
図

っ
て

い
る

。

40
大

阪
市

大
阪

市
の

ア
ル

コ
ー

ル
関

連
問

題
に

か
か

わ
る

医
療

機
関

、
回

復
施

設
、

自
助

グ
ル

ー
プ

な
ど

地
域

の
社

会
資

源
と

行
政

が
連

携
し

、
現

状
把

握
や

情
報

収
集・

交
換

及
び

意
見

交
換

を
行

い
、

各
々

の
取

り
組

み
に

つ
な

げ
る

と
と

も
に

、
正

し
い

知
識

等
の

啓
発

や
普

及
活

動
を

協
働

し
て

行
う

た
め

、
大

阪
市

ア
ル

コ
ー

ル
関

連
問

題
ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ
ン

グ
会

議
を

設
置

し
、

定
期

的
に

参
加

し
て

い
る

。

大
阪

市
ア

ル
コ

ー
ル

関
連

問
題

ネ
ッ

ト
ワ

ー
キ

ン
グ

会
議

に
定

期
的

に
参

加
。（

令
和

4
年

度
11

回
開

催
）

行
政

機
関

が
実

施
す

る
研

修
の

講
師

と
し

て
関

係
者

に
依

頼
、

回
復

施
設

や
自

助
グ

ル
ー

プ
が

実
施

す
る

セ
ミ

ナ
ー

や
研

修
、

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

、
例

会
等

に
不

定
期

に
参

加
。

家
族

が
一

般
病

院
へ

の
受

診
に

つ
な

げ
て

も
、

医
師

よ
り

多
少

の
飲

酒
は

問
題

な
い

と
言

わ
れ

る
こ

と
が

あ
り

、
依

存
症

の
認

識
不

足
が

考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

一
般

病
院

に
対

し
て

の
ア

ル
コ

ー
ル

関
連

問
題

、
依

存
症

に
関

し
て

更
な

る
啓

発
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

る
。

大
阪

府
・

堺
市

と
共

同
で

医
療

機
関

向
け

研
修

を
実

施
し

、
理

解
促

進
に

努
め

て
い

る
。

41
堺

市

大
阪

府
で

は
、

依
存

症
支

援
に

関
わ

る
関

係
機

関
・

団
体

同
士

が
情

報
共

有
・

連
携

し
な

が
ら

、
依

存
症

の
本

人
及

び
家

族
当

の
相

談
・

治
療

・
回

復
を

途
切

れ
な

く
支

援
す

る
た

め
に

大
阪

ア
デ

ィ
ク

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー（
O

A
C）

と
い

う
加

盟
式

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

あ
る

。
そ

の
中

で
各

地
域

ご
と

に
交

流
を

深
め

る
目

的
で

、
ミ

ニ
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
実

施
し

て
い

る
。

堺
市

に
お

い
て

も
O

A
C

ミ
ニ

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

実
施

し
、

ア
ル

コ
ー

ル
依

存
症

を
初

め
薬

物
依

存
症

や
ギ

ャ
ン

ブ
ル

等
依

存
症

、
依

存
症

支
援

に
関

わ
り

の
な

い
関

係
機

関
も

含
め

て
交

流
で

き
る

よ
う

な
形

で
実

施
し

て
い

る
。

上
記

回
答

の
内

容
を

継
続

し
な

が
ら

関
係

機
関

の
状

況
や

ニ
ー

ズ
を

確
認

し
、

連
携

の
強

化
に

む
け

て
模

索
し

て
い

る
。

①
ブ

リ
ー

フ
イ

ン
タ

ー
ベ

ン
シ

ョ
ン

の
普

及
②

若
年

層
へ

の
ア

ル
コ

ー
ル

予
防

啓
発

③
 保

健
セ

ン
タ

ー
で

の
精

神
保

健
福

祉
相

談
に

関
す

る
ア

ル
コ

ー
ル

相
談

件
数

の
減

少

①
 か

か
り

つ
け

医
を

対
象

に
行

う
研

修
や

、
保

健
師

を
含

め
た

地
域

の
支

援
者

に
対

す
る

研
修

の
中

で
、

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
に

つ
い

て
を

扱
っ

て
い

る
②

 庁
内

外
関

係
機

関
と

連
携

を
は

か
り

、
様

々
な

機
会

を
と

ら
え

、
特

に
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

SN
S

等
を

活
用

し
て

ア
ル

コ
ー

ル
関

連
問

題
に

関
す

る
啓

発
を

実
施

。
③

 相
談

窓
口

の
周

知
の

た
め

に
、

様
々

な
困

り
ご

と
な

ど
に

対
応

し
た「

相
談

機
関

一
覧

」
を

周
知

し
て

い
る

。

42
奈

良
県

連
係

会
議

の
開

催
連

係
会

議
の

開
催

専
門

医
療

機
関

と
一

般
医

療
機

関
の

連
係

等
連

係
会

議
の

開
催

43
和

歌
山

県
身

体
科

と
精

神
科

の
連

携
す

る
た

め
の

一
歩

と
し

て
、ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

を
考

え
る

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

開
催

し
、

相
互

の
診

療
科

に
お

け
る

課
題

を
共

有
し

て
い

る
。

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
に

係
る

県
民

向
け

講
演

会
に

自
助

グ
ル

ー
プ

の
方

 の
体

験
談

を
話

し
て

い
た

だ
く

な
ど

の
関

係
性

を
構

築
し

て
い

る
。

医
療

機
関

の
受

診
に

つ
な

が
っ

て
い

な
い

ア
ル

コ
ー

ル
依

存
症

の
方

の
把

握
お

よ
び

自
助

グ
ル

ー
プ

の
高

齢
化

身
体

科
と

精
神

科
の

連
携

44
兵

庫
県

連
携

協
議

会
の

開
催

、
関

係
研

修
案

内
連

携
協

議
会

の
開

催
、

関
係

研
修

案
内

依
存

症
の

理
解

不
足

、
相

談
窓

口
の

情
報

不
足

、
関

係
機

関
間

の
連

携
不

足
、

医
療

機
関

や
相

談
機

関
の

不
足

普
及

啓
発

、
研

修
の

開
催

、
連

携
協

議
会

の
開

催

45
神

戸
市

医
療

機
関

や
自

助
グ

ル
ー

プ
の

方
等

を
講

師
に

迎
え

、
医

療
従

事
者

・
支

援
者

向
け

の
学

習
会

や
研

修
を

開
催

学
習

会
や

研
修

の
開

催
や

酒
害

教
室

の
啓

発
の

た
め

に
各

区
の

窓
口

職
員（

生
活

保
護

の
C

W
、

児
童

福
祉

関
連

、
あ

ん
し

ん
す

こ
や

か
セ

ン
タ

ー
、

社
協

等
）

を
対

象
と

し
た

モ
デ

ル
酒

害
教

室
の

開
催

依
存

症
と

気
づ

く
タ

イ
ミ

ン
グ

が
遅

く
、

悪
化

し
な

い
と

相
談

に
つ

な
が

り
に

く
い

第
一

義
的

な
窓

口
と

し
て

依
存

症
対

策
セ

ン
タ

ー
の

設
置（

兵
庫

県
と

共
同

）
精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
や

区
役

所
で

の
相

談
窓

口
や

健
康

障
害

の
普

及
啓

発
46

鳥
取

県
・

定
期

的
な

会
議

の
開

催
・

定
期

的
な

会
議

の
開

催
正

し
い

知
識

の
普

及
啓

発
と

相
談

窓
口

の
周

知
フ

ォ
ー

ラ
ム

等
の

開
催
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3）
関

係
者

間
の

連
携

に
関

す
る

工
夫

4）
地

域
に

お
け

る
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

わ
る

主
な

課
題

行
政

機
関

N
o

都
道

府
県

・
政

令
指

定
 

都
市

名

行
政

機
関

と
し

て
、

関
係

者
間

の
連

携
を

形
成

す
る

に
あ

た
り

、 
ど

の
よ

う
な

工
夫

を
し

て
い

る
か

。
行

政
機

関
と

し
て

、
関

係
者

間
の

連
携

を
維

持
す

る
に

あ
た

り
、 

ど
の

よ
う

な
工

夫
を

し
て

い
る

か
。

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
に

関
わ

る
主

な
課

題
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

わ
る

主
な

課
題

へ
の

対
策

47
岡

山
県

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

で
は

顔
の

見
え

る
関

係
づ

く
り

を
大

切
に

し
て

お
り

、
例

え
ば

相
談

者
を

市
町

村
の

担
当

窓
口

に
繋

ぐ
時

に
は

可
能

な
限

り
同

席
す

る
等

、
相

談
者

が
新

た
な

相
談

機
関

に
安

心
し

て
繋

が
れ

る
よ

う
配

慮
し

て
い

る
。

地
域

に
よ

っ
て

関
係

者
間

の
連

携
に

差
が

あ
る

た
め

、
精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
が

必
要

に
応

じ
て

連
絡

会
を

設
定

す
る

等
、

担
当

者
が

変
更

し
て

も
連

携
が

維
持

さ
れ

る
よ

う
努

め
て

い
る

。

・
 生

活
習

慣
病

の
リ

ス
ク

を
高

め
る

量
を

飲
酒

し
て

い
る

者
の

割
合

に
つ

い
て

、
男

性
は

低
下

し
た

も
の

の
、

女
性

は
増

加
傾

向
に

転
じ

た
。

  
・

 20
歳

未
満

の
者

及
び

妊
娠

中
の

飲
酒

が
ゼ

ロ
と

な
っ

て
い

な
い

。
・

 専
門

医
療

機
関

を
未

整
備

の
医

療
圏

で
整

備
す

る
必

要
が

あ
る

。

・
正

し
い

知
識

の
普

及
啓

発
・

相
談

体
制

及
び

必
要

な
支

援
体

制
の

構
築

・
 依

存
症

者
が

円
滑

に
回

復
、

社
会

復
帰

す
る

た
め

の
社

会
づ

く
り

48
岡

山
市

平
成

23
年

に「
岡

山
ア

ル
コ

ー
ル

依
存

症
早

期
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
」

を
立

ち
上

げ
、

関
係

者
の

顔
が

見
え

る
関

係
づ

く
り

や
、

早
期

発
見

・
早

期
介

入
を

目
指

し
た

活
動

を
継

続
し

て
い

る
。

定
期

的
な

事
例

検
討

会
や

講
演

会
を

開
催

し
た

り
、

オ
ン

ラ
イ

ン
で

情
報

共
有

・
相

談
が

で
き

る
仕

組
み

づ
く

り
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

ア
ル

コ
ー

ル
依

存
症

を
診

る
こ

と
が

で
き

る
医

療
機

関
、

医
師

が
限

ら
れ

て
い

る
。

内
科

医
に

関
心

を
持

っ
て

も
ら

え
る

よ
う

に
、

研
修

会
を

企
画

・
実

施
し

て
い

る
。

49
島

根
県

県
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
が

い
対

策
連

絡
協

議
会

の
な

か
で

で
き

る
だ

け
意

見
交

換
、

情
報

交
換

す
る

場
を

設
け

て
い

る

新
型

コ
ロ

ナ
の

た
め

対
面

の
連

絡
協

議
会

が
開

催
で

き
な

い
場

合
で

も
書

面
開

催
や

オ
ン

ラ
イ

ン
の

併
用

な
ど

に
よ

り
会

議
を

開
催

し
、

各
機

関
と

の
つ

な
が

り
が

途
切

れ
な

い
よ

う
に

し
て

い
る

20
歳

未
満

の
者

、
妊

婦
な

ど
不

適
切

な
飲

酒
が

な
く

な
ら

な
い

生
活

習
慣

病
の

リ
ス

ク
を

高
め

る
量

を
飲

酒
し

て
い

る
者

が
増

加
し

、
特

に
女

性
で

は
そ

の
割

合
が

有
意

に
増

加
当

事
者

や
そ

の
家

族
が

支
援

に
つ

な
が

り
に

く
い

こ
と

不
適

切
飲

酒
の

未
然

防
止

、
健

康
リ

ス
ク

を
高

め
る

飲
酒

習
慣

や
一

時
多

量
飲

酒
の

リ
ス

ク
な

ど
正

し
い

知
識

の
普

及
啓

発
ア

ル
コ

ー
ル

依
存

症
に

対
す

る
正

し
い

知
識

、
理

解
の

促
進

と
相

談
か

ら
治

療
、

回
復

支
援

が
切

れ
目

な
く

実
施

で
き

る
よ

う
関

係
者

会
議

の
定

期
的

な
開

催
に

よ
る

連
携

体
制

の
構

築

50
広

島
県

専
門

医
療

機
関

へ
地

域
の

関
係

機
関

の
連

携
促

進
事

業
を

担
っ

て
い

た
だ

い
て

い
る

。
専

門
医

療
機

関
が

行
う

連
携

促
進

事
業

の
継

続

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
を

有
し

て
い

る
者

が
受

診
し

て
い

る
こ

と
が

多
い

と
考

え
ら

れ
る

か
か

り
つ

け
医

等
と

ア
ル

コ
ー

ル
依

存
症

の
専

門
医

療
機

関
が

連
携

す
る

仕
組

み
が

で
き

つ
つ

あ
る

が
、

重
症

化
す

る
ま

で
専

門
医

療
機

関
を

受
診

し
な

い
こ

と
が

多
い

。

か
か

り
つ

け
医

等
か

ら
ア

ル
コ

ー
ル

依
存

症
の

専
門

医
療

機
関

へ
の

連
携

を
促

進
す

る
。

51
広

島
市

・
 連

携
会

議
を

開
催

す
る

こ
と

で
、

お
互

い
の

活
動

を
知

り
、

顔
の

見
え

る
関

係
を

作
る

機
会

を
作

っ
て

い
る

。
・

 他
機

関
が

開
催

す
る

連
携

会
議

へ
積

極
的

に
出

席
し

、
情

報
交

換
を

行
っ

て
い

る
。

・
 支

援
者

向
け

研
修

会
の

中
に

自
助

グ
ル

ー
プ

の
活

動
紹

介
の

機
会

を
設

け
て

周
知

を
図

っ
て

い
る

。

・
 行

政
機

関（
相

談
拠

点
）が

自
助

グ
ル

ー
プ

の
一

覧
を

作
成

し
、

毎
年

窓
口

を
各

団
体

に
確

認
す

る
こ

と
で

連
携

関
係

を
維

持
し

て
い

る
。

・
 連

携
会

議
を

開
催

す
る

こ
と

で
、

お
互

い
の

活
動

を
知

り
、

顔
の

見
え

る
関

係
を

作
る

機
会

を
作

っ
て

い
る

。
・

 他
機

関
が

開
催

す
る

連
携

会
議

へ
積

極
的

に
出

席
し

、
情

報
交

換
を

行
っ

て
い

る
。

・
 支

援
者

向
け

研
修

会
の

中
に

自
助

グ
ル

ー
プ

の
活

動
紹

介
の

機
会

を
設

け
て

周
知

を
図

っ
て

い
る

。

・
 重

症
の

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

障
害

と
な

っ
て

か
ら

医
療

や
相

談
機

関
と

つ
な

が
る

事
例

が
多

い
。

・
 ア

ル
コ

ー
ル

に
つ

い
て

は
、

予
防

よ
り

依
存

症
対

策
と

い
う

意
識

が
ま

だ
根

強
い

。
・

 治
療

動
機

が
高

ま
っ

て
い

な
い（

医
療

機
関

に
つ

な
が

ら
な

い
）

対
象

者
に

対
し

て
、

時
間

を
か

け
て

動
機

づ
け

支
援

を
行

う
支

援
者

の
マ

ン
パ

ワ
ー

が
不

足
し

て
い

る
。

・
 ア

ル
コ

ー
ル

を
含

む
依

存
症

に
つ

い
て

、
相

談
機

関
や

家
族

向
け

に
正

し
い

知
識

の
普

及（
本

人
の

理
解

の
重

要
性

や
動

機
づ

け
に

つ
な

が
る

対
応

法
）

を
学

ぶ
研

修
会

を
企

画
す

る
。

・
 精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
は

、
本

人
・

家
族

だ
け

で
な

く
支

援
者

の
相

談
先

と
し

て
も

情
報

収
集

や
情

報
提

供
を

行
う

。

52
山

口
県

異
な

る
依

存
症

の
自

助
グ

ル
ー

プ
が

合
同

で
開

催
す

る
ア

デ
ィ

ク
シ

ョ
ン

フ
ォ

ー
ラ

ム
等

の
イ

ベ
ン

ト
を

支
援

・
参

加
し

て
い

る
関

係
者

連
携

会
議

の
構

成
団

体
以

外
の

医
療

機
関

・
自

助
グ

ル
ー

プ
が

参
加

す
る

県
内

の
地

域
依

存
症

対
策

検
討

会
を

開
催

す
る

等
し

て
い

る
県

と
し

て
独

自
に

設
定

し
て

い
る

地
域

に
お

け
る

重
点

課
題

は
な

い
。

県
と

し
て

独
自

に
設

定
し

て
い

る
地

域
に

お
け

る
重

点
課

題
は

な
い

。

53
香

川
県

連
携

会
議

で
は

、
で

き
る

だ
け

直
接

対
面

で
き

る
よ

う
現

地
開

催
し

、
会

議
外

で
も

少
し

話
を

し
て

い
た

だ
け

る
よ

う
に

し
た

。
ど

う
し

て
も

出
席

が
難

し
い

機
関

に
つ

い
て

は
オ

ン
ラ

イ
ン

で
繋

い
で

参
加

し
て

い
た

だ
い

た
。

・
 精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
で

実
施

し
て

い
る

ア
ル

コ
ー

ル
等

健
康

障
害

対
策

出
前

講
座

等
の

利
用

を
提

案
、

実
施

し
て

い
る

。

①
一

般
科

と
の

連
携（

内
科

等
） 

 
②

 啓
発

活
動

・
・

・
若

年
層

に
向

け
て

の
教

育
、

相
談

窓
口

の
周

知
等

  ③
支

援
者

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
 

④
 支

援
の

仕
組

み
づ

く
り

・
・

・
早

期
支

援
の

た
め

の
仕

組
み

づ
く

り
、

警
察

や
救

急
と

医
療

と
の

連
携

強
化

②
に

つ
い

て
は

、
ア

ル
コ

ー
ル

関
連

問
題

啓
発

週
間

等
に

併
せ

て
発

信
を

行
っ

て
い

る
。

③
に

つ
い

て
は

、
研

修
会

を
実

施
し

、
支

援
者

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
を

図
っ

て
い

る
。

①
、

④
に

つ
い

て
は

ま
だ

具
体

的
な

対
策

を
取

れ
て

い
な

い
。

54
徳

島
県

対
面

で
の

会
議

開
催

に
よ

る
顔

の
見

え
る

関
係

性
の

構
築

会
議

等
の

定
期

的
な

開
催

、
情

報
共

有
治

療
ギ

ャ
ッ

プ
の

解
消（

地
域

性
は

不
明

）
普

及
啓

発
の

推
進
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3）
関

係
者

間
の

連
携

に
関

す
る

工
夫

4）
地

域
に

お
け

る
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

わ
る

主
な

課
題

行
政

機
関

N
o

都
道

府
県

・
政

令
指

定
 

都
市

名

行
政

機
関

と
し

て
、

関
係

者
間

の
連

携
を

形
成

す
る

に
あ

た
り

、  
ど

の
よ

う
な

工
夫

を
し

て
い

る
か

。
行

政
機

関
と

し
て

、
関

係
者

間
の

連
携

を
維

持
す

る
に

あ
た

り
、  

ど
の

よ
う

な
工

夫
を

し
て

い
る

か
。

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
に

関
わ

る
主

な
課

題
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

わ
る

主
な

課
題

へ
の

対
策

55
愛

媛
県

・
各

機
関

が
開

催
す

る
研

修
会

等
へ

の
参

加
  

・
 関

係
者

会
議

の
開

催
、

各
機

関
が

主
催

す
る

研
修

会
等

の
情

報
共

有
  

・
 県

か
ら

関
係

機
関

へ
、

各
機

関
が

主
催

す
る

研
修

会
等

の
周

知

・
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

よ
る

自
助

グ
ル

ー
プ

の
活

動
低

下
  ・

医
療

機
関

と
の

連
携

・
 県

か
ら

断
酒

会
へ

啓
発

活
動

等
の

業
務

委
託

に
よ

り
支

援
を

行
っ

て
い

る
  

・
 専

門
医

療
機

関
、

依
存

症
治

療
拠

点
機

関
だ

け
で

な
く

、
県

内
の

精
神

科
病

院
へ

自
助

グ
ル

ー
プ

が
開

催
す

る
研

修
会

等
を

周
知

し
て

い
る

56
高

知
県

・
ア

デ
ィ

ク
シ

ョ
ン

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

開
催（

年
1

回
）

・
自

助
グ

ル
ー

プ
見

学
ツ

ア
ー

の
開

催
ア

デ
ィ

ク
シ

ョ
ン

フ
ォ

ー
ラ

ム
実

行
委

員
会

の
開

催
に

よ
り

定
期

的
な

意
見

交
換

の
場

を
持

つ
生

活
習

慣
病

の
リ

ス
ク

を
高

め
る

量
を

飲
酒

し
て

い
る

者
の

割
合

が
目

標
値

に
届

い
て

い
な

い（
目

標
：

男
性

15
.0

％
、

女
性

7.
0％

。
実

績
：

男
性

16
.8

％
、

女
性

9.
6％

）
・

若
者

向
け

の
出

前
講

座
の

実
施

・
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
推

進
事

業
の

実
施

57
福

岡
県

関
係

者
連

携
会

議
で

各
機

関
が

抱
え

て
い

る
課

題
な

ど
の

共
有

を
図

る
。

関
係

者
連

携
会

議
で

各
機

関
が

抱
え

て
い

る
課

題
な

ど
の

共
有

を
図

る
と

と
も

に
、

広
報

活
動

や
研

修
会

・
講

演
会

を
実

施
す

る
際

に
協

働
で

行
う

。

①
 ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
が

い
の

発
生

や
進

行
、

再
発

を
防

止
す

る
た

め
の

知
識

の
普

及
 

②
 ア

ル
コ

ー
ル

に
関

す
る

問
題

を
抱

え
る

本
人

や
家

族
を

必
要

な
支

援
に

つ
な

げ
る

取
組

み
③

 飲
酒

行
動

に
問

題
が

あ
る

者
が

、
専

門
医

療
機

関
の

受
診

に
つ

な
が

り
や

す
く

な
る

環
境

の
整

備

①
 ア

ル
コ

ー
ル

に
関

す
る

正
し

い
知

識
の

普
及

啓
発

（
若

い
世

代
の

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

の
作

成
及

び
研

修
等

）　
　

　
　

　
　

　
　

②
 飲

酒
運

転
違

反
者

等
の

う
ち

、
ア

ル
コ

ー
ル

に
関

す
る

問
題

を
有

す
る

者
の

受
診

等
適

正
な

飲
酒

指
導

の
促

進
と

治
療

へ
の

誘
導（

飲
酒

運
転

違
反

者
等

へ
の

指
導

等
）

③
 ア

ル
コ

ー
ル

に
関

す
る

問
題

を
有

す
る

者
に

対
す

る
支

援
体

制
の

整
備（

内
科

等
の

一
般

医
療

と
専

門
医

療
の

連
携

等
）

58
北

九
州

市
「

北
九

州
市

依
存

症
対

策
連

携
会

議
」

に
て

情
報

共
有

を
行

っ
て

い
る

。
「

北
九

州
市

依
存

症
対

策
連

携
会

議
」を

毎
年

開
催

し
て

い
る

。
男

性
で

は
、

ほ
と

ん
ど

毎
日

飲
酒

す
る

人
の

割
合

が
高

く（
約

3
割

）、
1日

の
基

準
量

の
2

倍
以

上
飲

む
人

の
割

合
も

高
い

。
・

 適
正

飲
酒

指
導

の
実

施
  ・

生
活

習
慣

病
予

防
に

か
か

る
健

康
教

育
や

健
康

相
談

の
中

で
の

ア
ル

コ
ー

ル
指

導

59
福

岡
市

国
等

か
ら

関
係

情
報

の
提

供
が

あ
っ

た
際

、
必

要
に

応
じ

て
相

談
拠

点
で

あ
る

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

や
市

内
保

健
所

へ
情

報
を

共
有

し
て

お
り

ま
す

。

各
部

署
が

所
管

す
る

業
務

に
関

す
る

内
容

だ
け

で
は

な
く

、
関

連
す

る
内

容
で

あ
れ

ば
関

係
各

所
へ

情
報

共
有

す
る

こ
と

と
し

て
お

り
ま

す
。

福
岡

県
飲

酒
運

転
撲

滅
条

例
に

基
づ

き
当

市
保

健
所

に
て

適
正

飲
酒

指
導

を
対

象
者

に
実

施
し

て
お

り
ま

す
が

、
指

導
後

の
対

象
者

の
改

善
状

況
が

把
握

で
き

な
い

た
め

、
指

導
が

効
果

的
で

あ
っ

た
か

ど
う

か
の

検
証

が
難

し
い

で
す

。

課
題

と
し

て
認

識
は

し
て

い
る

も
の

の
、

効
果

的
な

対
策

を
講

じ
る

こ
と

が
で

き
て

い
な

い
。

60
佐

賀
県

・
 ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

対
策

連
携

会
議

を
開

催
す

る
。

ま
た

、
不

参
加

の
関

係
機

関
等

に
対

し
て

も
報

告
書

を
共

有
す

る
。

 
・

 県
、

市
町

、
関

係
機

関
等

の
連

携
リ

ス
ト

を
作

成
し

、
関

係
者

間
で

共
有

す
る

。

左
記

の
継

続
に

加
え

、
連

携
リ

ス
ト

の
活

用
状

況
等

に
つ

い
て

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

し
、

課
題

等
を

抽
出

し
て

次
年

度
の

連
携

会
議

に
つ

な
げ

る
と

と
も

に
、

依
存

症
対

策
推

進
会

議
に

お
い

て
も

報
告

を
行

う
。

・
支

援
者

自
身

が
連

携
先

を
把

握
で

き
て

い
な

い
。

  
・

 対
象

者
の

背
景

に
ア

ル
コ

ー
ル

関
連

問
題

が
あ

っ
た

と
し

て
も

、
そ

の
ニ

ー
ズ

を
拾

い
上

げ
る

意
識

付
け

が
十

分
に

な
さ

れ
て

い
な

い
。

・
 関

係
機

関
等

へ
つ

な
い

だ
つ

も
り

で
も

、
一

方
向

的
な

情
報

提
供

で
終

わ
っ

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

る
。

 
・

 当
事

者
や

家
族

の
意

向
で

支
援

が
途

切
れ

る
場

合
が

あ
り

、
相

談
を

つ
な

い
で

い
く

こ
と

の
難

し
さ

が
あ

る
。

関
係

者
間

の
連

携
の

工
夫

内
容

に
加

え
、

行
政

の
専

門
職

や
、

特
定

保
健

指
導

に
従

事
す

る
コ

メ
デ

ィ
カ

ル
、

職
域

の
保

健
指

導
の

従
事

者
な

ど
を

対
象

に
研

修
会

を
開

催
し

、
ア

ル
コ

ー
ル

相
談

対
応

力
の

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
を

と
お

し
て

参
加

者
同

士
の

顔
の

見
え

る
関

係
づ

く
り

を
行

っ
て

い
る

。

61
長

崎
県

会
議

の
開

催
や

事
業

を
通

し
て

連
携

体
制

の
構

築
を

図
っ

て
い

る
。

ま
た

、
関

係
機

関
と

の
連

携
構

築
等

を
目

的
に

令
和

7
年

度
に

ア
デ

ィ
ク

シ
ョ

ン
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
開

催
を

予
定

し
て

お
り

、
開

催
に

向
け

た
実

行
委

員
会（

構
成

メ
ン

バ
ー：

自
助

グ
ル

ー
プ

、
医

療
機

関
、

行
政

、
大

学
）

を
立

ち
上

げ
準

備
を

進
め

て
い

る
。

ま
た

、
治

療
拠

点
機

関
を

中
心

に
、

事
例

検
討

会
を

通
じ

た
連

携
体

制
の

構
築

を
図

っ
て

い
る

。

日
頃

か
ら

連
絡

を
取

り
合

い
、

お
互

い
に

困
っ

た
こ

と
が

あ
れ

ば
相

談
し

合
え

る
関

係
を

構
築

し
て

い
る

。
ま

た
、

治
療

拠
点

期
間

を
中

心
に

、
事

例
検

討
会

を
毎

月
開

催
い

た
だ

き
、

連
携

の
維

持
を

図
っ

て
い

る
。

・
 ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

の
早

期
発

見
・

早
期

対
応

を
行

う
た

め
、

内
科

と
精

神
科

と
の

連
携

・
 離

島
地

区
や

専
門

医
療

機
関

の
な

い
地

域
で

の
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

対
策

の
推

進

・
 内

科
と

精
神

科
の

連
携

を
図

る
た

め
モ

デ
ル

事
業

を
実

施
し

、
効

果
検

証
を

行
っ

て
い

る
。

・
 民

間
団

体
に

補
助

金
を

交
付

し
、

離
島

地
区

や
専

門
医

療
機

関
の

な
い

地
域

で
研

修
会

の
開

催
及

び
相

談
会

を
開

催
い

た
だ

い
て

い
る

。
ま

た
、

民
間

団
体

へ
委

託
を

行
い

専
門

医
療

機
関

の
な

い
地

域
に

お
い

て
、

相
談

室
を

開
設

い
た

だ
き

対
応

い
た

だ
い

て
い

る
。
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3）
関

係
者

間
の

連
携

に
関

す
る

工
夫

4）
地

域
に

お
け

る
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

わ
る

主
な

課
題

行
政

機
関

N
o

都
道

府
県

・
政

令
指

定
 

都
市

名

行
政

機
関

と
し

て
、

関
係

者
間

の
連

携
を

形
成

す
る

に
あ

た
り

、 
ど

の
よ

う
な

工
夫

を
し

て
い

る
か

。
行

政
機

関
と

し
て

、
関

係
者

間
の

連
携

を
維

持
す

る
に

あ
た

り
、  

ど
の

よ
う

な
工

夫
を

し
て

い
る

か
。

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
に

関
わ

る
主

な
課

題
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

わ
る

主
な

課
題

へ
の

対
策

62
大

分
県

協
議

会
を

開
催

し
、

各
分

野
の

団
体

か
ら

の
取

組
報

告
を

行
い

、
お

互
い

の
役

割
や

取
組

内
容

に
つ

い
て

共
有

し
て

い
る

。

・
 依

存
症

支
援

者
連

絡
会

を
開

催
し

、
事

例
を

と
お

し
て

各
機

関
の

役
割

に
つ

い
て

情
報

交
換

し
、

顔
の

見
え

る
つ

な
が

り
の

構
築

・
維

持
に

努
め

て
い

る
。

  
・

 精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

が
自

助
グ

ル
ー

プ
の

実
行

委
員

会
主

催
の

ア
デ

ィ
ク

シ
ョ

ン
フ

ォ
ー

ラ
ム

に
お

い
て

、
行

政
機

関
へ

の
周

知
等

の
支

援
を

行
っ

て
い

る
。

・
 地

域
で

相
談

対
応

す
る

支
援

者
の

相
談

ス
キ

ル
の

さ
ら

な
る

向
上

。
  ・

一
般

医
療

機
関（

か
か

り
つ

け
医

）
が

専
門

医
療

機
関

を
紹

介
し

て
も

、
当

事
者

が
つ

な
が

り
に

く
い

。
  

・
 当

事
者

が
精

神
科

等
に

受
診

し
て

も
、通

院
や

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

維
持

・
継

続
が

難
し

い
。

  
・

家
族

の
相

談
先

が
限

ら
れ

て
し

ま
う

。

・
 地

域
で

相
談

対
応

す
る

支
援

者
と

専
門

機
関

の
役

割
分

担
や

連
携

、
支

援
者

が
使

え
る

相
談

ス
キ

ル
等

を
テ

ー
マ

と
し

た
研

修
を

、
精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
に

集
合

す
る

形
で

年
に

1
回

開
催

し
て

い
る

ほ
か

、
適

宜
保

健
所

に
巡

回
研

修
を

実
施

し
て

い
る

。
 

・
 支

援
者

の
連

携
体

制
の

構
築

・
促

進
を

目
的

と
し

て
、

依
存

症
支

援
者

連
絡

会
を

年
に

1
回

開
催

し
て

い
る

。
  

・
 内

科
医

向
け

に
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
が

い（
依

存
症

）
に

関
す

る
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

作
成

し
、

医
師

会
あ

て
送

付
。

63
熊

本
県

依
存

症
業

務
に

携
わ

る
医

療
及

び
福

祉
ス

タ
ッ

フ
の

ス
タ

ッ
フ

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

を
定

期
的

に
開

催
し

、
互

い
に

顔
の

見
え

る
関

係
づ

く
り

を
構

築
し

て
い

る
。

専
門

医
療

機
関

や
治

療
拠

点
機

関
が

選
定

で
き

て
い

な
い

圏
域

が
あ

る
。

対
策

ま
で

は
実

施
し

て
い

な
い

が
、

今
後

未
選

定
の

圏
域

に
つ

い
て

は
依

存
症

専
門

医
療

機
関

の
選

定
の

必
要

性
等

の
説

明
を

行
政

か
ら

医
療

機
関

に
対

し
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
る

。

64
熊

本
市

熊
本

県
主

催
で

行
わ

れ
る

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
対

策
に

関
す

る
会

議
等

へ
参

加
し

、
顔

の
見

え
る

関
係

づ
く

り
に

努
め

て
い

る
。

各
関

係
者

か
ら

の
協

力
依

頼
に

対
し

て
協

力
し

た
り

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

っ
て

連
携

維
持

に
努

め
て

い
る

。
ア

ル
コ

ー
ル

に
関

す
る

正
し

い
知

識
の

普
及

啓
発

が
不

足
し

て
い

る
。

市
民

向
け

講
演

会
の

開
催

、
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

啓
発

週
間

に
お

け
る

パ
ネ

ル
展

示
等

。

65
宮

崎
県

担
当

者
レ

ベ
ル

で
の

普
段

か
ら

の
連

絡
を

こ
ま

め
に

行
う

こ
と

定
期

的
な

会
議

を
開

催
す

る
こ

と
飲

酒
運

転
に

関
す

る
こ

と
飲

酒
運

転
を

行
っ

た
者

へ
の

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
検

査
や

受
診

勧
奨

を
警

察
･保

健
所

･依
存

症
専

門
医

療
機

関
が

連
携

し
て

行
っ

て
い

る

66
鹿

児
島

県
昨

年
度

か
ら

、
オ

ン
ラ

イ
ン

で
実

務
者

連
携

会
議

を
行

っ
て

い
て

、
関

係
者

間
で

顔
が

見
え

る
関

係
の

構
築

に
努

め
て

い
る

。
実

務
者

の
業

務
量

を
な

る
べ

く
増

や
さ

ず
、

参
加

す
る

こ
と

を
苦

に
感

じ
な

い
よ

う
に

す
る

こ
と

。
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
悩

む
方

を
医

療
へ

繋
ぎ

、
社

会
復

帰
に

つ
な

げ
て

い
く

こ
と

。
  専

門
機

関
が

鹿
児

島
県

本
土

の
み

で
あ

り
、

離
島

に
お

け
る

支
援

体
制

。
課

題
へ

の
対

策
に

つ
い

て
は

、
検

討
中

で
あ

り
、

ま
だ

着
手

で
き

て
い

な
い

状
況

で
あ

る
。

67
沖

縄
県

・
 保

健
所

管
轄

内
の

市
町

村
、

包
括

、
社

協
、

相
談

支
援

事
業

所
を

対
象

に
ア

ル
コ

ー
ル

関
連

問
題

相
談

に
関

す
る

支
援

者
研

修
会

を
実

施
。

事
前

に
各

機
関

の
相

談
窓

口
の

設
置

状
況

や
、

人
員

体
制

、
ア

ル
コ

ー
ル

相
談

に
関

す
る

困
り

ご
と

を
取

集
し

管
内

関
係

機
関

の
実

態
把

握
に

努
め

、
研

修
会

の
中

で
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

を
共

有
し

た
。

ま
た

、
保

健
所

の
相

談
対

応
状

況
や

事
業

の
周

知
を

行
っ

た
。（

南
部

保
健

所
）

・
 市

町
村

主
催

の
ア

ル
コ

ー
ル

に
関

す
る

会
議

に
依

頼
を

受
け

参
加（

中
部

保
健

所
）

・
 ア

デ
ィ

ク
シ

ョ
ン

連
絡

会
議

に
お

い
て

実
際

に
顔

な
じ

み
に

な
る

こ
と

で
話

し
合

い
や

す
い

関
係

に
な

る
た

め
の

集
合

開
催

と
、

会
議

へ
の

参
加

の
し

易
さ

を
目

的
に

オ
ン

ラ
ン

開
催

の
2

回
開

催
と

し
て

い
る

。（
総

合
精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
）

・
管

内
支

援
者

向
け

研
修

会
の

継
続（

各
保

健
所

）
・

 ア
デ

ィ
ク

シ
ョ

ン
連

携
会

議
へ

の
参

加
を

継
続（

各
保

健
所

）
・

 会
議

に
参

加
さ

れ
た

機
関

の
連

絡
先

を
取

り
ま

と
め

了
承

を
得

た
う

え
で

、
各

機
関

の
ア

ナ
ウ

ン
ス

を
都

度
共

有
し

て
い

る
。

ま
た

、
個

別
の

相
談

を
受

け
た

際
に

関
係

機
関

を
紹

介
し

て
い

る
。（

総
合

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

）

・
 地

域
柄

行
事

も
多

く
、

若
い

頃
か

ら
お

酒
の

席
が

多
い

。
飲

む
こ

と
が

普
通

で
飲

ま
な

い
こ

と
で

お
か

し
い

と
思

わ
れ

る
と

い
う

気
持

ち
か

ら
ア

ル
コ

ー
ル

関
連

の
問

題
も

見
逃

し
が

ち
と

な
っ

て
い

る
よ

う
に

思
わ

れ
る

。
知

人
に

知
ら

れ
て

し
ま

う
か

も
し

れ
な

い
と

い
う

気
持

ち
か

ら
保

健
所

へ
の

相
談

や
自

助
グ

ル
ー

プ
の

参
加

に
積

極
的

に
な

れ
な

い
。（

八
重

山
保

健
所

）

・
 管

内
相

談
機

関
の

ア
ル

コ
ー

ル
相

談
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

を
目

的
と

し
た

支
援

者
向

け
研

修
会

の
開

催（
各

保
健

所
）
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4）
地

域
に

お
け

る
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

わ
る

主
な

課
題

5）
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

わ
る

相
談

拠
点

と
医

療
機

関
と

の
連

携
体

制

行
政

機
関

②
「

把
握

し
て

い
る

」
と

回
答

し
た

機
関

へ
の

質
問

「
把

握
し

て
い

な
い

」
と

回
答

し
た

機
関

へ
の

質
問

N
o

都
道

府
県

・
政

令
指

定
 

都
市

名
対

策
の

評
価

評
価

理
由

①
行

政
機

関
と

し
て

、
相

談
拠

点
ま

た
は

、
そ

の
他

の
相

談
支

援
機

関
と

連
携

し
て

い
る

医
療

機
関

の
把

握

②
行

政
機

関
と

し
て

、
相

談
拠

点
ま

た
は

、
そ

の
他

の
相

談
支

援
機

関
か

ら
医

療
機

関
へ

の
受

診
勧

奨
や

医
療

機
関

か
ら

の
情

報
提

供
の

把
握

具
体

的
に

ど
の

よ
う

な
方

法
で

医
療

機
関

へ
の

 
受

診
勧

奨
や

医
療

機
関

か
ら

の
情

報
提

供
を

 
把

握
し

て
い

る
か

今
後

、
医

療
機

関
へ

の
受

診
勧

奨
や

 
医

療
機

関
か

ら
の

情
報

提
供

を
把

握
す

る
 

予
定

や
計

画
が

あ
る

か
行

政
機

関
と

医
療

機
関

と
の

連
携

に
あ

た
り

、 
ど

の
よ

う
な

課
題

が
あ

る
か

1
北

海
道

あ
ま

り
順

調
で

は
な

い

推
進

会
議

で
は

、
身

体
科

か
ら

専
門

医
療

機
関

に
繋

げ
よ

う（
転

院
さ

せ
よ

う
）

と
し

て
も

、
な

か
な

か
う

ま
く

い
か

な
い

と
い

う
意

見
が

出
て

い
る

。
ま

た
自

助
グ

ル
ー

プ
の

衰
退

に
つ

い
て

は
、

行
政

側
か

ら
ど

の
よ

う
な

支
援

が
具

体
的

に
で

き
る

か
、

不
明

な
点

が
あ

る
。

把
握

し
て

い
る

把
握

し
て

い
な

い
未

定
地

域
に

よ
り

、
連

携
の

重
要

性
に

対
す

る
理

解
度

、
連

携
状

況
に

差
が

あ
る

状
況

。

2
札

幌
市

あ
ま

り
順

調
で

は
な

い

健
康

教
育

の
開

催
回

数
や

参
加

延
人

数
が

些
少

で
あ

る
た

め
。

※
 健

康
教

育
実

績
値

：
R

1 
33

回（
延

2,
52

8
人

）、
R

2 
4

回（
延

37
回

）、
R

3 
12

回（
延

10
8

人
）、

R4
 2

3
回（

延
1,

38
6

人
）

把
握

し
て

い
る

把
握

し
て

い
る

相
談

拠
点（

当
セ

ン
タ

ー
）

で
は

、
電

話
や

来
所

に
よ

る
相

談
等

に
お

い
て

受
診

勧
奨

や
医

療
機

関
情

報
の

提
供

を
行

っ
て

い
る

。
ま

た
、

本
人

向
け

の
個

別
プ

ロ
グ

ラ
ム

や
家

族
向

け
の

勉
強

会
や

個
別

プ
ロ

グ
ラ

ム
等

を
通

し
て

受
診

勧
奨

や
医

療
機

関
情

報
の

提
供

し
て

い
る

。
情

報
提

供
の

際
に

は
、

札
幌

市
依

存
症

専
門

医
療

機
関

と
専

門
相

談
窓

口
の

周
知

チ
ラ

シ
を

作
成

し
活

用
し

て
い

る
。

上
記

、
周

知
チ

ラ
シ

を
市

内
相

談
支

援
事

業
所

に
配

布
す

る
と

と
も

に
、

当
セ

ン
タ

ー
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

も
掲

載
。

ま
た

、
相

談
支

援
事

業
所

等
の

支
援

者
を

対
象

と
し

た
依

存
症

支
援

に
関

す
る

研
修

会
を

開
催

し
、

専
門

医
療

機
関

や
相

談
拠

点
に

つ
い

て
周

知
し

て
い

る
。

し
か

し
、

個
々

の
相

談
支

援
機

関
の

受
診

勧
奨

や
医

療
機

関
の

情
報

提
供

に
つ

い
て

把
握

は
で

き
て

お
ら

ず
、今

後
検

討
し

て
い

き
た

い
。

各
機

関
が

既
に

取
り

組
ん

で
い

る
良

い
取

組
を

相
互

に
把

握・
理

解
し

合
い

、
依

存
症

者
本

人・
相

談
者

の
状

況
に

合
せ

て
そ

れ
ら

の
取

組
が

有
機

的
に

つ
な

が
る

よ
う

な
連

携
。

3
青

森
県

あ
ま

り
順

調
で

は
な

い
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

で
取

組
が

低
調

だ
っ

た
た

め
把

握
し

て
い

る
把

握
し

て
い

な
い

な
し

圏
域

間
格

差

4
秋

田
県

あ
ま

り
順

調
で

は
な

い
令

和
5

年
度

に
依

存
症

治
療

拠
点

機
関

を
選

定
し

た
ば

か
り

で
あ

り
、

対
策

に
つ

い
て

は
今

後
協

議
を

深
め

て
い

く
段

階
に

あ
る

。
把

握
し

て
い

な
い

把
握

し
て

い
な

い
予

定
や

計
画

は
な

い
。

医
療

機
関

に
行

政
の

取
組

に
つ

い
て

理
解

し
て

も
ら

う
段

階
に

あ
る

。
医

療
機

関（
特

に
か

か
り

つ
け

医
）

に
と

っ
て

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
を

感
じ

る
も

の
で

な
け

れ
ば

、
A

U
D

IT
の

実
施

等
早

期
介

入
の

た
め

の
事

業
展

開
が

難
し

い
。

5
岩

手
県

概
ね

順
調

で
あ

る
完

璧
な

取
組

は
難

し
い

が
、

関
係

機
関

に
御

協
力

い
た

だ
き

な
が

ら
進

め
て

い
る

。
把

握
し

て
い

る
把

握
し

て
い

る
毎

年
度

末
に

関
係

機
関

へ
1

年
間

の
取

組
状

況
の

報
告

を
求

め
、

把
握

し
て

い
る

。
身

体
科

の
医

療
機

関
の

状
況

を
把

握
す

る
機

会
が

少
な

い
。

6
山

形
県

概
ね

順
調

で
あ

る

・
 精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
の

様
な々

事
業

を
通

し
て

依
存

症
専

門
医

療
機

関
と

の
連

携
は

あ
る

程
度

で
き

て
い

る
と

感
じ

る
が

、
内

科
医

療
機

関
と

の
連

携
や

、
地

域
の

相
談

支
援

機
関

の
相

談
支

援
技

術
の

向
上

に
つ

い
て

は
、

ま
だ

ま
だ

課
題

が
あ

る
と

感
じ

る
。

把
握

し
て

い
る

把
握

し
て

い
な

い
・

現
在

、
実

態
等

に
つ

い
て

把
握

の
予

定
は

な
い

・
依

存
症

専
門

医
療

機
関

と
は

研
修

や
ケ

ー
ス

を
通

し
て

連
携

が
取

れ
て

い
る

が
、

そ
の

他
の

精
神

科
医

療
機

関
と

は
ほ

と
ん

ど
接

点
が

な
い

た
め

に
連

携
の

取
り

に
く

さ
が

あ
る

。

7
宮

城
県

あ
ま

り
順

調
で

は
な

い
医

療
機

関
の

選
定

、
調

整
を

今
後

実
施

予
定

で
あ

る
た

め
。

把
握

し
て

い
る

把
握

し
て

い
る

保
健

所
、

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

と
の

担
当

者
会

議
や

打
合

せ
等

を
通

じ
て

把
握

し
て

い
る

。
専

門
医

療
機

関
だ

け
で

な
く

、
内

科
等

の
一

般
医

療
機

関
と

の
連

携
が

十
分

で
な

い
こ

と
が

課
題

。

8
仙

台
市

概
ね

順
調

で
あ

る
家

族
向

け
の

講
演

会
や

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

、
若

年
層

を
対

象
と

し
た

講
話

な
ど

、
目

的
に

沿
っ

た
事

業
を

展
開

で
き

て
い

る
た

め
。

把
握

し
て

い
る

把
握

し
て

い
る

当
セ

ン
タ

ー
自

体
が

相
談

拠
点

で
あ

る
た

め
セ

ン
タ

ー
内

の
状

況
を

把
握

で
き

て
い

る
こ

と
に

加
え

て
、

各
区

の
相

談
窓

口
に

お
い

て
も

個
別

支
援

を
通

し
て

情
報

共
有

を
行

う
な

ど
、

実
態

を
把

握
で

き
て

い
る

。

医
療

機
関

内
で

行
わ

れ
て

い
る

依
存

症
関

連
の

デ
イ

ケ
ア

な
ど

、
活

動
詳

細
を

互
い

に
把

握
し

き
れ

て
い

な
い

。
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4）
地

域
に

お
け

る
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

わ
る

主
な

課
題

5）
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

わ
る

相
談

拠
点

と
医

療
機

関
と

の
連

携
体

制

行
政

機
関

②
「

把
握

し
て

い
る

」
と

回
答

し
た

機
関

へ
の

質
問

「
把

握
し

て
い

な
い

」
と

回
答

し
た

機
関

へ
の

質
問

N
o

都
道

府
県

・
政

令
指

定
 

都
市

名
対

策
の

評
価

評
価

理
由

①
行

政
機

関
と

し
て

、
相

談
拠

点
ま

た
は

、
そ

の
他

の
相

談
支

援
機

関
と

連
携

し
て

い
る

医
療

機
関

の
把

握

②
行

政
機

関
と

し
て

、
相

談
拠

点
ま

た
は

、
そ

の
他

の
相

談
支

援
機

関
か

ら
医

療
機

関
へ

の
受

診
勧

奨
や

医
療

機
関

か
ら

の
情

報
提

供
の

把
握

具
体

的
に

ど
の

よ
う

な
方

法
で

医
療

機
関

へ
の

 
受

診
勧

奨
や

医
療

機
関

か
ら

の
情

報
提

供
を

 
把

握
し

て
い

る
か

今
後

、
医

療
機

関
へ

の
受

診
勧

奨
や

 
医

療
機

関
か

ら
の

情
報

提
供

を
把

握
す

る
 

予
定

や
計

画
が

あ
る

か
行

政
機

関
と

医
療

機
関

と
の

連
携

に
あ

た
り

、 
ど

の
よ

う
な

課
題

が
あ

る
か

9
福

島
県

順
調

で
は

な
い

マ
ン

パ
ワ

ー
不

足
に

よ
り

対
応

で
き

て
い

な
い

状
況

に
あ

る
た

め
。

把
握

し
て

い
る

把
握

し
て

い
な

い
地

域
に

お
け

る
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

わ
る

主
な

課
題

と
同

じ

10
新

潟
県

あ
ま

り
順

調
で

は
な

い
・

一
般

医
療

機
関

か
ら

の
参

加
は

限
定

的
で

あ
っ

た
。

把
握

し
て

い
る

把
握

し
て

い
な

い
な

し
医

療
機

関
受

診
の

ハ
ー

ド
ル

が
高

い

11
新

潟
市

概
ね

順
調

で
あ

る
把

握
し

て
い

る
把

握
し

て
い

る
当

セ
ン

タ
ー

は
、

精
神

保
健

福
祉

主
管

課
、

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

、
保

健
所（

精
神

保
健

部
門

）
を

兼
ね

て
お

り
、

依
存

症
相

談
拠

点
で

あ
る

。
特

に
課

題
に

感
じ

て
い

る
こ

と
は

な
い

。

12
東

京
都

概
ね

順
調

で
あ

る
一

部
減

少
も

見
ら

れ
て

い
る

た
め

。
把

握
し

て
い

る
把

握
し

て
い

る
東

京
都

で
は

、
精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
を

相
談

拠
点

と
し

て
い

る
た

め
。

相
談

件
数

が
少

な
い

行
政

機
関

で
は

、
医

療
機

関
と

の
関

係
性

が
薄

く
、

連
携

が
進

み
に

く
い

こ
と

を
課

題
と

し
て

捉
え

て
い

る
。

13
群

馬
県

概
ね

順
調

で
あ

る

「
20

歳
未

満
の

飲
酒

を
な

く
す

」「
妊

娠
中

・
授

乳
中

の
飲

酒
を

な
く

す
」「

生
活

習
慣

病
の

リ
ス

ク
を

高
め

る
量

を
飲

酒
し

て
い

る
者

の
割

合
を

減
ら

す
」

と
い

う
そ

れ
ぞ

れ
の

課
題

に
つ

い
て

、
指

標
と

な
る

統
計

値
が

改
善

傾
向

に
あ

る
た

め
。

把
握

し
て

い
る

把
握

し
て

い
る

こ
こ

ろ
の

健
康

セ
ン

タ
ー（

相
談

拠
点

）、
保

健
所

等
と

は
、

県
の

機
関

同
士

で
日

常
的

に
情

報
共

有
を

行
っ

て
い

る
。

ア
ル

コ
ー

ル
の

問
題

を
背

景
と

し
た

身
体

疾
患

等
に

よ
る

医
療

機
関

へ
の

受
診

や
相

談
を

機
に

、
当

事
者

を
適

切
な

診
断

や
対

応
に

つ
な

ぐ
こ

と
な

ど
が

課
題

で
あ

る
。

14
栃

木
県

概
ね

順
調

で
あ

る
関

係
機

関
同

士
に

お
け

る
連

携
体

制
は

概
ね

で
き

つ
つ

あ
る

た
め

。
把

握
し

て
い

る
把

握
し

て
い

る
精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
会

議
に

お
い

て
、

各
保

健
所

の
支

援
実

績
等

を
共

有
し

て
い

る
。

・
 医

療
機

関
を

紹
介

し
た

と
し

て
も

、
相

談
者

の
拒

否
感

も
あ

り
、

実
際

に
医

療
機

関
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
で

き
な

い
、

ま
た

は
、

多
く

の
時

間
を

要
す

る
場

合
が

多
い

。
・

 ア
ル

コ
ー

ル
依

存
症

の
場

合
、

医
療

機
関

側
が

受
け

入
れ

な
い

場
合

が
あ

る
。

15
茨

城
県

あ
ま

り
順

調
で

は
な

い
実

施
し

て
い

る
が

、
医

療
機

関
の

受
診

へ
と

中
々

繋
が

ら
な

い
。

把
握

し
て

い
る

把
握

し
て

い
る

毎
年

度
、

相
談

拠
点

機
関

の
実

績
報

告
を

基
に

、
医

療
機

関
へ

の
受

診
勧

奨
、

情
報

提
供

の
実

態
を

把
握

し
て

い
る

。

依
存

症
の

専
門

的
治

療
を

行
う

医
療

機
関

が
限

ら
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

専
門

医
療

機
関

と
地

域
の

一
般（

身
体

科
）

の
か

か
り

つ
け

医
等

と
の

連
携

確
保

が
必

要
。

16
埼

玉
県

あ
ま

り
順

調
で

は
な

い
昨

年
度

末
に

1
か

所
専

門
医

療
機

関
が

指
定

を
辞

退
し

、
治

療
ギ

ャ
ッ

プ
へ

の
課

題
が

環
境

的
に

十
分

と
は

言
え

な
い

た
め

。
把

握
し

て
い

る
把

握
し

て
い

る
会

議
に

お
け

る
報

告
と

と
も

に
、

年
1

回
実

績
報

告
を

得
て

い
る

。
現

時
点

で
連

携
に

関
す

る
特

段
の

課
題

は
な

い
。

17
さ

い
た

ま
市

あ
ま

り
順

調
で

は
な

い
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

対
策

に
関

わ
る

主
な

課
題

へ
の

対
策

で
回

答
し

た
対

策
が

進
ん

で
い

な
い

た
め

把
握

し
て

い
る

把
握

し
て

い
る

・
 ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議（
連

携
会

議
）

や
個

々
の

や
り

取
り

で
確

認
し

て
い

る
・

 本
調

査
回

答
機

関
が

、
依

存
症

相
談

拠
点

の
た

め

・
 ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
理

解
の

あ
る

一
般

医
療

機
関

の
把

握
と

関
係

づ
く

り
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4）
地

域
に

お
け

る
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

わ
る

主
な

課
題

5）
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

わ
る

相
談

拠
点

と
医

療
機

関
と

の
連

携
体

制

行
政

機
関

②
「

把
握

し
て

い
る

」
と

回
答

し
た

機
関

へ
の

質
問

「
把

握
し

て
い

な
い

」
と

回
答

し
た

機
関

へ
の

質
問

N
o

都
道

府
県

・
政

令
指

定
 

都
市

名
対

策
の

評
価

評
価

理
由

①
行

政
機

関
と

し
て

、
相

談
拠

点
ま

た
は

、
そ

の
他

の
相

談
支

援
機

関
と

連
携

し
て

い
る

医
療

機
関

の
把

握

②
行

政
機

関
と

し
て

、
相

談
拠

点
ま

た
は

、
そ

の
他

の
相

談
支

援
機

関
か

ら
医

療
機

関
へ

の
受

診
勧

奨
や

医
療

機
関

か
ら

の
情

報
提

供
の

把
握

具
体

的
に

ど
の

よ
う

な
方

法
で

医
療

機
関

へ
の

 
受

診
勧

奨
や

医
療

機
関

か
ら

の
情

報
提

供
を

 
把

握
し

て
い

る
か

今
後

、
医

療
機

関
へ

の
受

診
勧

奨
や

 
医

療
機

関
か

ら
の

情
報

提
供

を
把

握
す

る
 

予
定

や
計

画
が

あ
る

か
行

政
機

関
と

医
療

機
関

と
の

連
携

に
あ

た
り

、 
ど

の
よ

う
な

課
題

が
あ

る
か

18
千

葉
県

概
ね

順
調

で
あ

る

・
 専

門
医

療
機

関（
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

）
が

、
今

年
度

1
カ

所
増

加
し

た
。

  
・

 啓
発

週
間

に
お

け
る

取
組

を
充

実
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
た（

オ
ン

デ
マ

ン
ド

配
信

で
の

講
演

や
、

治
療

拠
点

機
関

で
の

相
談

会
を

開
催

し
た

）。

把
握

し
て

い
る

把
握

し
て

い
る

連
携

会
議

で
の

各
機

関
の

報
告

や
電

話
連

絡
な

ど
で

把
握

し
て

い
る

。
特

に
な

し

19
千

葉
市

概
ね

順
調

で
あ

る
隣

接
す

る
市

に
は

治
療

拠
点

病
院

が
あ

り
、

所
の

事
業

に
も

協
力

し
て

い
た

だ
い

て
い

る
の

で
連

携
は

ス
ム

ー
ズ

に
と

れ
て

い
る

。
把

握
し

て
い

る
把

握
し

て
い

な
い

無
市

内
に

治
療

拠
点

病
院

な
ら

び
に

専
門

医
療

機
関

が
な

い
。

20
神

奈
川

県
概

ね
順

調
で

あ
る

例
年

交
通

広
告

や
W

eb
広

告
な

ど
を

行
い

、
多

く
の

方
に

情
報

が
届

く
よ

う
に

努
め

て
い

る
。

た
だ

、
県

民
ニ

ー
ズ

調
査

の
結

果
や

、「
生

活
習

慣
病

の
リ

ス
ク

を
高

め
る

量
を

飲
酒

し
て

い
る

者
の

割
合

」、
「

20
歳

未
満

の
者

の
飲

酒
割

合
」、

「
妊

娠
中

の
飲

酒
割

合
」

な
ど

を
見

る
と

、
一

部
改

善
し

て
い

る
が

目
標

を
達

成
し

て
い

る
と

は
い

え
ず

、
引

き
続

き
普

及
啓

発
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。

把
握

し
て

い
る

把
握

し
て

い
る

相
談

拠
点

機
関

で
あ

る
精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
の

所
報

な
ど

に
よ

り
、

相
談

の
対

応
状

況
を

把
握

し
て

い
る

。
ま

た
、

専
門

医
療

機
関

、
治

療
拠

点
機

関
か

ら
の

報
告

な
ど

か
ら

把
握

に
努

め
て

い
る

。

連
携

先
と

し
て

の
、

依
存

症
専

門
医

療
機

関
の

選
定

が
進

ん
で

い
な

い
。

21
川

崎
市

あ
ま

り
順

調
で

は
な

い
十

分
な

正
し

い
知

識
の

理
解

・
普

及
に

は
至

っ
て

い
な

い
た

め
把

握
し

て
い

る
把

握
し

て
い

る
年

に
一

度
実

施
す

る
依

存
症

情
報

交
換

会（
前

述
）

で
共

有
し

て
い

る
。

市
内

に
依

存
症

専
門

医
療

機
関

が
な

い
。

22
横

浜
市

あ
ま

り
順

調
で

は
な

い
現

時
点

で
は

計
画

段
階

で
あ

り
、

実
施

し
て

い
な

い
た

め
。

把
握

し
て

い
る

把
握

し
て

い
な

い
実

態
に

つ
い

て
把

握
す

る
予

定
や

計
画

は
な

く
、

現
時

点
で

統
計

の
収

集
も

し
て

い
な

い
。

内
科

な
ど

依
存

症
専

門
で

な
い

医
療

機
関

に
お

け
る

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
の

早
期

発
見

と
、

相
談

・
治

療
勧

奨
の

課
題

。

23
相

模
原

市
あ

ま
り

順
調

で
は

な
い

・
 顔

の
見

え
る

関
係

づ
く

り
は

出
来

て
い

る
が

、
地

域
の

関
係

者
と

協
働

で
課

題
の

抽
出

や
共

有
、

検
討

が
出

来
て

い
な

い
た

め
。

把
握

し
て

い
る

把
握

し
て

い
な

い
特

に
な

し
依

存
症

治
療

拠
点

や
専

門
医

療
機

関
の

情
報

は
得

や
す

い
が

、
そ

の
他

の
医

療
機

関
に

専
門

医
が

い
る

か
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

し
て

い
る

か
等

の
情

報
が

得
に

く
い

。

24
山

梨
県

概
ね

順
調

で
あ

る
関

係
機

関
へ

の
拡

が
り

を
見

せ
て

き
て

い
る

た
め

。
把

握
し

て
い

な
い

把
握

し
て

い
な

い
現

時
点

で
の

予
定

は
な

し
。

依
存

症
に

関
す

る
理

解
の

普
及（

身
体

科
だ

け
で

な
く

、
精

神
科

含
む

）

25
静

岡
県

概
ね

順
調

で
あ

る
治

療
拠

点
機

関
と

の
連

携
に

よ
り

、
そ

の
他

精
神

科
の

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
に

関
す

る
研

修
参

加
者

が
少

し
ず

つ
増

え
て

い
る

。
把

握
し

て
い

る
把

握
し

て
い

る
県

の
保

健
医

療
計

画
上

で
疾

患
ご

と
の

医
療

提
供

体
制

に
つ

い
て

把
握

し
て

い
る

。
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

す
る

取
り

組
み

の
認

知
不

足

26
静

岡
市

概
ね

順
調

で
あ

る
静

岡
県

と
政

令
市（

静
岡

市
、浜

松
市

）
と

で
協

議
し

、
依

存
症

対
策

地
域

支
援

事
業

を
共

同
で

実
施

で
き

て
い

る
た

め
。

把
握

し
て

い
る

把
握

し
て

い
る

相
談

ケ
ー

ス
や

他
の

支
援

機
関

へ
の

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
を

通
し

て
、

医
療

機
関

や
支

援
機

関
と

連
携

し
て

い
く

中
で

実
態

把
握

を
し

い
る

。
特

に
な

し
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4）
地

域
に

お
け

る
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

わ
る

主
な

課
題

5）
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

わ
る

相
談

拠
点

と
医

療
機

関
と

の
連

携
体

制

行
政

機
関

②
「

把
握

し
て

い
る

」
と

回
答

し
た

機
関

へ
の

質
問

「
把

握
し

て
い

な
い

」
と

回
答

し
た

機
関

へ
の

質
問

N
o

都
道

府
県

・
政

令
指

定
 

都
市

名
対

策
の

評
価

評
価

理
由

①
行

政
機

関
と

し
て

、
相

談
拠

点
ま

た
は

、
そ

の
他

の
相

談
支

援
機

関
と

連
携

し
て

い
る

医
療

機
関

の
把

握

②
行

政
機

関
と

し
て

、
相

談
拠

点
ま

た
は

、
そ

の
他

の
相

談
支

援
機

関
か

ら
医

療
機

関
へ

の
受

診
勧

奨
や

医
療

機
関

か
ら

の
情

報
提

供
の

把
握

具
体

的
に

ど
の

よ
う

な
方

法
で

医
療

機
関

へ
の

 
受

診
勧

奨
や

医
療

機
関

か
ら

の
情

報
提

供
を

 
把

握
し

て
い

る
か

今
後

、
医

療
機

関
へ

の
受

診
勧

奨
や

 
医

療
機

関
か

ら
の

情
報

提
供

を
把

握
す

る
 

予
定

や
計

画
が

あ
る

か
行

政
機

関
と

医
療

機
関

と
の

連
携

に
あ

た
り

、 
ど

の
よ

う
な

課
題

が
あ

る
か

27
浜

松
市

あ
ま

り
順

調
で

は
な

い
本

市
と

し
て

は
、

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
対

策
推

進
計

画
が

未
策

定
の

た
め

把
握

し
て

い
な

い
把

握
し

て
い

な
い

現
時

点
で

把
握

の
予

定
は

な
い

。

市
内

に
依

存
症

専
門

医
療

機
関

が
な

い
た

め
、

専
門

治
療

を
受

け
た

い
と

希
望

す
る

市
民

は
市

外
へ

の
通

院
が

必
要

で
あ

る
。

市
街

の
医

療
機

関
か

ら
地

域
の

支
援

機
関

の
つ

な
ぎ

が
ス

ム
ー

ズ
に

で
き

な
い

場
合

も
あ

る
。

28
長

野
県

あ
ま

り
順

調
で

は
な

い

・
 依

存
症

専
門

医
療

機
関

の
選

定
が

進
ん

で
い

る
一

方
で

、
情

報
が

県
民

に
行

き
届

い
て

い
な

い
。

  
・

 か
か

り
つ

け
医

向
け

の
研

修
会

等
を

開
催

す
る

が
参

加
者

数
が

少
な

く
、

関
心

の
低

さ
を

感
じ

る
。

 
・

 第
2

期
都

道
府

県
計

画
や

支
援

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

策
定

を
行

っ
て

お
り

、
今

後
更

な
る

依
存

症
対

策
の

推
進

が
期

待
さ

れ
る

と
こ

ろ
。

  

把
握

し
て

い
な

い
把

握
し

て
い

な
い

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

と
連

携
し

な
が

ら
実

態
把

握
に

努
め

た
い

。

専
門

医
療

機
関

以
外

の
医

療
機

関
と

の
連

携
実

績
が

ほ
と

ん
ど

な
く

、
ど

の
よ

う
な

場
面

で
ど

の
よ

う
に

連
携

す
る

か
イ

メ
ー

ジ
が

湧
き

に
く

い
。

  

29
富

山
県

概
ね

順
調

で
あ

る

県
第

1
期

計
画

に
お

け
る

基
本

施
策

に
つ

い
て

は
、

概
ね

各
種

事
業

が
実

施
で

き
て

お
り

、
重

点
目

標
の

1
つ

で
あ

る「
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

す
る

予
防

及
び

相
談

か
ら

治
療

、
回

復
支

援
に

至
る

切
れ

目
の

な
い

支
援

体
制

の
整

備
」

に
つ

い
て

は
、

達
成

で
き

て
い

る
状

況
で

あ
る

た
め

。

把
握

し
て

い
る

把
握

し
て

い
る

相
談

機
関

か
ら

の
実

績
報

告
や

情
報

提
供

等

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
に

係
る

相
談

か
ら

治
療

、
回

復
支

援
に

至
る

中
で

、
医

療
機

関
を

は
じ

め
と

す
る

様
な々

関
係

機
関

が
関

わ
る

必
要

が
あ

る
が

、
連

携
や

情
報

の
共

有
が

適
切

に
行

わ
れ

て
お

ら
ず

、
当

事
者

や
家

族
が

必
要

な
支

援
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

な
い

と
い

う
指

摘
も

あ
る

。

30
石

川
県

概
ね

順
調

で
あ

る
課

題
解

決
に

向
け

た
取

り
く

み
を

推
進（

自
助

グ
ル

ー
プ

と
の

連
携

強
化

、
研

修
対

象
者

の
拡

大
等

）
把

握
し

て
い

る
把

握
し

て
い

る
県

機
関（

精
保

C、
保

健
所

）
か

ら
の

実
績

報
告（

相
談

支
援

件
数

等
）

特
に

な
し

31
岐

阜
県

あ
ま

り
順

調
で

は
な

い
「

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
に

関
わ

る
主

な
課

題
」

に
記

載
の

と
お

り
。

把
握

し
て

い
る

把
握

し
て

い
な

い
行

政
機

関
と

医
療

機
関

を
含

む
関

係
機

関
に

お
け

る
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

す
る

予
防

及
び

相
談

か
ら

の
治

療
、

回
復

支
援

に
至

る
切

れ
目

な
い

支
援

体
制

の
整

備

32
愛

知
県

概
ね

順
調

で
あ

る
今

年
度

、
次

期
計

画
の

策
定

作
業

を
行

っ
て

お
り

、
上

記
の

課
題

に
対

す
る

対
策

は
次

年
度

以
降

に
実

施
す

る
予

定
で

あ
る

た
め

把
握

し
て

い
る

把
握

し
て

い
る

相
談

拠
点

は
県

の
機

関
で

あ
る

た
め

把
握

し
て

い
る

。
な

お
、

そ
の

他
の

相
談

支
援

機
関

か
ら

の
医

療
機

関
へ

の
受

診
勧

奨
や

情
報

提
供

の
実

態
は

地
域

連
携

会
議

等
で

把
握

す
る

よ
う

努
め

て
い

る
。

連
携

に
対

す
る

認
識

・
温

度
差

の
違

い
＜

連
携

に
対

す
る

認
識（

例
）

＞
・

 行
政

機
関

・
・

・
医

療
機

関
に

繋
ぐ

こ
と

が
目

的
で

あ
り

、
繋

い
だ

ら
終

了
・

 医
療

機
関

・
・

・
治

療
後

も
引

き
続

き
地

域
で

支
援

が
必

要

33
名

古
屋

市
あ

ま
り

順
調

で
は

な
い

・
専

門
医

療
機

関
は

令
和

2
年

か
ら

増
加

し
て

い
な

い
  ・

連
携

会
議

に
内

科
の

医
師

に
参

加
し

て
も

ら
う

こ
と

は
で

き
て

い
る

が
、

具
体

的
な

連
携

や
取

組
等

ま
で

は
至

っ
て

い
な

い
把

握
し

て
い

る
把

握
し

て
い

な
い

特
に

な
し

・
相

互
理

解
  

・
人

材
不

足

34
三

重
県

あ
ま

り
順

調
で

は
な

い
・

地
域

差
が

あ
る

た
め

把
握

し
て

い
る

把
握

し
て

い
な

い
必

要
が

あ
れ

ば
把

握
す

る
専

門
医

療
機

関
以

外
の

医
療

機
関

と
の

連
携

が
弱

い
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4）
地

域
に

お
け

る
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

わ
る

主
な

課
題

5）
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

わ
る

相
談

拠
点

と
医

療
機

関
と

の
連

携
体

制

行
政

機
関

②
「

把
握

し
て

い
る

」
と

回
答

し
た

機
関

へ
の

質
問

「
把

握
し

て
い

な
い

」
と

回
答

し
た

機
関

へ
の

質
問

N
o

都
道

府
県

・
政

令
指

定
 

都
市

名
対

策
の

評
価

評
価

理
由

①
行

政
機

関
と

し
て

、
相

談
拠

点
ま

た
は

、
そ

の
他

の
相

談
支

援
機

関
と

連
携

し
て

い
る

医
療

機
関

の
把

握

②
行

政
機

関
と

し
て

、
相

談
拠

点
ま

た
は

、
そ

の
他

の
相

談
支

援
機

関
か

ら
医

療
機

関
へ

の
受

診
勧

奨
や

医
療

機
関

か
ら

の
情

報
提

供
の

把
握

具
体

的
に

ど
の

よ
う

な
方

法
で

医
療

機
関

へ
の

 
受

診
勧

奨
や

医
療

機
関

か
ら

の
情

報
提

供
を

 
把

握
し

て
い

る
か

今
後

、
医

療
機

関
へ

の
受

診
勧

奨
や

 
医

療
機

関
か

ら
の

情
報

提
供

を
把

握
す

る
 

予
定

や
計

画
が

あ
る

か
行

政
機

関
と

医
療

機
関

と
の

連
携

に
あ

た
り

、 
ど

の
よ

う
な

課
題

が
あ

る
か

35
福

井
県

あ
ま

り
順

調
で

は
な

い
治

療
拠

点
病

院
未

設
置

の
た

め
把

握
し

て
い

な
い

把
握

し
て

い
な

い
関

係
者

連
携

会
議

を
開

催
し

情
報

共
有

し
て

い
き

た
い

関
係

者
連

携
会

議
を

開
催

し
確

認
し

て
い

き
た

い

36
滋

賀
県

概
ね

順
調

で
あ

る

第
1

期
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

対
策

推
進

計
画

で
は

、
「

20
歳

未
満

の
飲

酒
の

割
合

を
な

く
す

」「
妊

娠
中

の
者

の
飲

酒
を

な
く

す
」

と
目

標
を

設
定

し
て

お
り

、各
々

目
標

の
未

達
成

で
あ

る
が

、
改

善
傾

向
に

あ
る

。
  

し
か

し
、

上
記

の
課

題
が

あ
り

引
き

続
き

対
策

が
必

要
で

あ
る

。

把
握

し
て

い
る

把
握

し
て

い
る

年
2

回
定

期
で

実
施

さ
れ

る「
依

存
症

対
策

担
当

者
会

議
」

に
お

い
て

、
県

内
全

保
健

所
か

ら
、

医
療

機
関

へ
の

受
診

勧
奨

や
連

携
に

つ
い

て
、

そ
の

効
果

や
問

題
を

聴
取

し
て

い
る

。
加

え
て

、
精

神
科

医
が

保
健

所
に

出
向

い
て

当
事

者
の

相
談

を
行

う
精

神
保

健
相

談
に

セ
ン

タ
ー

職
員

が
同

席
し

た
り

、
オ

ン
ラ

イ
ン

を
用

い
た

依
存

症
相

談
に

参
加

し
た

り
す

る
こ

と
に

よ
り

地
域

の
実

情
を

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
て

い
る

。

依
存

症
の

専
門

医
療

機
関

は
県

内
で

一
か

所
で

あ
り

、
依

存
症

の
診

療
可

能
な

医
療

機
関

と
連

携
を

図
ろ

う
と

し
て

も
医

療
機

関
が

限
ら

れ
て

い
る

状
況

で
あ

る
。

  
ま

た
、

一
般

診
療

科
も

し
く

は
精

神
科

に
繋

ご
う

と
す

る
が

、
タ

イ
ム

リ
ー

に
繋

ぐ
こ

と
が

難
し

い
。

37
京

都
府

概
ね

順
調

で
あ

る

・
 今

年
度

よ
り

、
地

域
の

支
援

者（
制

度
上

の
支

援
機

関
や

断
酒

会
等

の
自

助
団

体
）

が
繋

が
り

、
地

域
課

題
等

を
話

し
合

い
、

関
係

を
構

築
す

る
場

を
設

け
て

い
る

。
ま

だ
手

探
り

の
状

態
で

は
あ

る
が

、
お

互
い

の
関

係
を

構
築

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。

把
握

し
て

い
な

い
把

握
し

て
い

な
い

検
討

中
。

行
政

機
関

側
で

は
、

ど
の

よ
う

な
医

療
機

関
が

あ
る

の
か

、
医

療
機

関
側

で
は

、
行

政
側

の
窓

口
が

ど
こ

な
の

か
、

お
互

い
に

把
握

で
き

て
い

な
い

と
考

え
ら

れ
る

。

38
京

都
市

あ
ま

り
順

調
で

は
な

い

・
 継

続
し

て
セ

ミ
ナ

ー
等

実
施

し
て

い
る

も
の

の
、

治
療

に
つ

な
が

る
迄

時
間

が
か

か
る

方
も

多
く

、
今

後
も

引
き

続
き

啓
発

が
必

要
と

思
わ

れ
る

。
・

 治
療

を
受

け
た

い
と

思
っ

て
も

、
医

療
機

関
の

待
機

が
数

か
月

あ
り

、
タ

イ
ム

リ
ー

に
つ

な
ぐ

こ
と

が
で

き
な

い
。

把
握

し
て

い
る

把
握

し
て

い
る

各
関

係
機

関
や

相
談

者
か

ら
の

情
報

提
供

に
よ

り
把

握
。

・
 依

存
症

を
担

当
す

る
職

員
の

数
も

少
な

く
、

各
機

関
の

現
場

の
職

員
が

顔
を

合
わ

せ
る

機
会

を
持

ち
に

く
い

。

39
大

阪
府

概
ね

順
調

で
あ

る

　
SN

S
相

談
「

大
阪

依
存

症
ほ

っ
と

ラ
イ

ン
」

で
は

、
週

に
3

回
、

17
:3

0
～

22
:3

0
の

時
間

で
相

談
を

受
け

付
け

て
お

り
、

相
談

件
数

月
平

均
は

11
8

件（
R

5.
4

～
9

月
）

と
気

軽
に

相
談

し
や

す
い

体
制

の
充

実
に

繋
が

っ
て

い
る

。
  
　

医
師

を
対

象
と

し
た

ア
ル

コ
ー

ル
関

連
研

修
の

中
で

、
一

部
研

修
等

で
身

体
科

に
お

け
る

簡
易

介
入

法
や

連
携

方
法

に
関

す
る

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

周
知

を
実

施
し

て
お

り
、

研
修

受
講

者
数

は
、

R4
年

度
末

時
点

で
81

7
名

と
多

く
の

方
に

参
加

い
た

だ
い

て
い

る
。

  
　

一
方

、
特

に
配

慮
を

要
す

る
20

歳
未

満
の

者
や

妊
産

婦
な

ど
の

女
性

、
若

い
世

代
、

高
齢

者
の

飲
酒

に
関

す
る

啓
発

の
強

化
が

必
要

で
あ

る
。

把
握

し
て

い
る

把
握

し
て

い
な

い

大
阪

府
で

は
精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
と

大
阪

府
保

健
所

を
相

談
拠

点
と

し
て

設
定

し
て

お
り

、
受

診
勧

奨
や

情
報

提
供

に
つ

い
て

は
、

各
相

談
拠

点
に

お
い

て
日

報
等

で
の

把
握

を
し

て
い

る
。

  た
だ

し
、

現
時

点
で

は
問

題
別

支
援

内
容（

受
療

支
援

等
含

む
）

の
把

握
で

あ
り

、
個

別
医

療
機

関
へ

つ
な

が
っ

た
実

績
等

を
本

庁
で

集
約

な
ど

は
行

っ
て

い
な

い
。

内
科

等
の

身
体

科
医

療
機

関
と

相
談

拠
点

と
の

連
携

に
お

い
て

、
ア

ル
コ

ー
ル

関
連

問
題

に
つ

い
て

の
啓

発
や

相
談

拠
点

の
機

能
の

周
知

が
十

分
で

は
な

い
た

め
、

内
科

等
の

身
体

科
医

療
機

関
で

見
つ

か
る

ア
ル

コ
ー

ル
関

連
問

題
の

あ
る

ケ
ー

ス
が

、
適

切
に

相
談

拠
点

に
つ

な
が

っ
て

い
な

い
こ

と
が

あ
る

。
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4）
地

域
に

お
け

る
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

わ
る

主
な

課
題

5）
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

わ
る

相
談

拠
点

と
医

療
機

関
と

の
連

携
体

制

行
政

機
関

②
「

把
握

し
て

い
る

」
と

回
答

し
た

機
関

へ
の

質
問

「
把

握
し

て
い

な
い

」
と

回
答

し
た

機
関

へ
の

質
問

N
o

都
道

府
県

・
政

令
指

定
 

都
市

名
対

策
の

評
価

評
価

理
由

①
行

政
機

関
と

し
て

、
相

談
拠

点
ま

た
は

、
そ

の
他

の
相

談
支

援
機

関
と

連
携

し
て

い
る

医
療

機
関

の
把

握

②
行

政
機

関
と

し
て

、
相

談
拠

点
ま

た
は

、
そ

の
他

の
相

談
支

援
機

関
か

ら
医

療
機

関
へ

の
受

診
勧

奨
や

医
療

機
関

か
ら

の
情

報
提

供
の

把
握

具
体

的
に

ど
の

よ
う

な
方

法
で

医
療

機
関

へ
の

 
受

診
勧

奨
や

医
療

機
関

か
ら

の
情

報
提

供
を

 
把

握
し

て
い

る
か

今
後

、
医

療
機

関
へ

の
受

診
勧

奨
や

 
医

療
機

関
か

ら
の

情
報

提
供

を
把

握
す

る
 

予
定

や
計

画
が

あ
る

か
行

政
機

関
と

医
療

機
関

と
の

連
携

に
あ

た
り

、 
ど

の
よ

う
な

課
題

が
あ

る
か

40
大

阪
市

あ
ま

り
順

調
で

は
な

い

医
療

機
関

向
け

研
修

に
お

い
て

、
依

存
症

専
門

医
療

機
関

の
参

加
が

多
く

を
占

め
、

一
般

病
院

の
参

加
が

少
な

い
。

一
般

病
院

の
参

加
を

促
す

た
め

に
も

、
継

続
し

て
医

療
機

関
に

研
修

案
内

の
周

知
を

行
っ

て
い

く
こ

と
必

要
で

あ
る

と
考

え
る

。

把
握

し
て

い
る

把
握

し
て

い
る

各
区

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

の
相

談（
相

談
件

数
や

情
報

提
供

状
況

）
は

、
こ

こ
ろ

の
健

康
セ

ン
タ

ー
へ

の
報

告
に

よ
り

把
握

し
て

い
る

。
市

内
に

専
門

医
療

機
関

が
少

な
い

。

41
堺

市
概

ね
順

調
で

あ
る

啓
発

及
び

周
知

に
関

し
て

は
様

々
な

機
会

や
媒

体
を

通
じ

て
実

施
出

来
て

い
る

た
め

。
把

握
し

て
い

る
把

握
し

て
い

な
い

堺
市

で
は

こ
こ

ろ
の

健
康

セ
ン

タ
ー

を
依

存
症

相
談

拠
点

と
し

て
い

る
が

、
ア

ル
コ

ー
ル

問
題

に
つ

い
て

は
よ

り
身

近
な

各
区

保
健

セ
ン

タ
ー

で
相

談
対

応
を

行
っ

て
い

る
。

受
診

勧
奨

や
情

報
提

供
な

ど
は

個
別

の
状

況
に

応
じ

て
行

わ
れ

る
も

の
で

あ
り

集
計

が
困

難
と

考
え

る
た

め
集

約
を

行
っ

て
い

な
い

内
科

等
の

身
体

科
医

療
機

関
と

相
談

拠
点

及
び

各
保

健
セ

ン
タ

ー
の

連
携

に
お

い
て

、
ア

ル
コ

ー
ル

関
連

問
題

に
つ

い
て

の
啓

発
や

相
談

拠
点

及
び

各
保

健
セ

ン
タ

ー
の

相
談

機
能

の
周

知
が

十
分

で
は

な
い

た
め

、
内

科
等

の
身

体
科

医
療

機
関

で
見

つ
か

る
ア

ル
コ

ー
ル

関
連

問
題

の
あ

る
ケ

ー
ス

が
、

適
切

に
相

談
に

つ
な

が
っ

て
い

な
い

こ
と

が
あ

る
。

42
奈

良
県

概
ね

順
調

で
あ

る
回

答
の

と
お

り
把

握
し

て
い

る
把

握
し

て
い

る
詳

細
は

把
握

し
て

い
な

い
実

態
把

握
等

43
和

歌
山

県
あ

ま
り

順
調

で
は

な
い

ア
ル

コ
ー

ル
依

存
症（

ま
た

は
疑

い
の

あ
る

者
）

の
数

は
減

っ
て

い
な

い
こ

と
把

握
し

て
い

な
い

把
握

し
て

い
な

い
連

携
会

議
の

開
催

を
通

じ
て

、
今

後
対

応
を

検
討

す
る

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
の

あ
る

方
に

係
る

身
体

科
か

ら
精

神
科

へ
の

つ
な

ぎ
及

び
依

存
症

専
門

医
療

機
関

の
確

保

44
兵

庫
県

概
ね

順
調

で
あ

る
計

画
に

お
け

る
指

標
の

改
善

状
況

把
握

し
て

い
る

把
握

し
て

い
る

相
談

拠
点

機
関（

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

）
か

ら
の

実
績

報
告

行
政

機
関

の
相

談
窓

口
で

専
門

医
療

機
関

を
紹

介
す

る
こ

と
で

、
医

療
機

関
の

初
診

が
増

加
し

、
初

診
や

集
団

指
導

等
へ

の
参

加
が

制
限

さ
れ

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

る

45
神

戸
市

あ
ま

り
順

調
で

は
な

い
医

療
等

が
必

要
な

患
者

の
早

期
発

見
・

早
期

介
入

が
出

来
て

い
る

と
は

言
い

難
い

把
握

し
て

い
る

把
握

し
て

い
る

相
談

拠
点

機
関

、
専

門
医

療
機

関
や

治
療

拠
点

機
関

の
実

績
報

告
に

よ
る

家
族

や
周

囲
か

ら
の

相
談

は
あ

っ
て

も
依

存
症

者
が

否
認

し
て

い
る

こ
と

が
多

い
。

そ
の

た
め

、
行

政
か

ら
医

療
機

関
へ

つ
な

ぐ
こ

と
が

難
し

い
ケ

ー
ス

が
多

い

46
鳥

取
県

あ
ま

り
順

調
で

は
な

い
県

の
依

存
症

計
画

で
設

定
し

て
い

る
目

標
に

つ
い

て
、

達
成

し
て

い
な

い
項

目
が

あ
る

た
め

把
握

し
て

い
る

把
握

し
て

い
る

各
圏

域
に

お
け

る
会

議
の

開
催

等
支

援
拠

点
機

関（
治

療
拠

点
機

関
）

以
外

の
医

療
機

関
と

の
連

携
強

化

47
岡

山
県

概
ね

順
調

で
あ

る
県

の
ア

ル
コ

ー
ル

計
画

に
定

め
た

数
値

目
標

に
つ

い
て

、
達

成
で

き
て

い
な

い
項

目
が

あ
る

も
の

の
、

概
ね

減
少

傾
向

に
あ

る
た

め
。

把
握

し
て

い
る

把
握

し
て

い
な

い
な

し
な

し

48
岡

山
市

概
ね

順
調

で
あ

る
研

修
会

参
加

者
に

占
め

る
内

科
医

の
割

合
が

増
加

し
て

い
る

。
ま

た
、

内
科

医
か

ら
治

療
拠

点
専

門
医

療
機

関
へ

の
紹

介
が

入
る

よ
う

に
な

っ
て

き
た

。
把

握
し

て
い

る
把

握
し

て
い

る
個

別
相

談
と

機
関

相
談

は
す

べ
て

記
録

、
集

計
し

て
い

る
。

ま
た

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議
に

て
医

療
機

関
か

ら
の

報
告

を
受

け
て

い
る

。
公

的
な

相
談

先
の

認
知

度
が

不
十

分
。
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4）
地

域
に

お
け

る
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

わ
る

主
な

課
題

5）
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

わ
る

相
談

拠
点

と
医

療
機

関
と

の
連

携
体

制

行
政

機
関

②
「

把
握

し
て

い
る

」
と

回
答

し
た

機
関

へ
の

質
問

「
把

握
し

て
い

な
い

」
と

回
答

し
た

機
関

へ
の

質
問

N
o

都
道

府
県

・
政

令
指

定
 

都
市

名
対

策
の

評
価

評
価

理
由

①
行

政
機

関
と

し
て

、
相

談
拠

点
ま

た
は

、
そ

の
他

の
相

談
支

援
機

関
と

連
携

し
て

い
る

医
療

機
関

の
把

握

②
行

政
機

関
と

し
て

、
相

談
拠

点
ま

た
は

、
そ

の
他

の
相

談
支

援
機

関
か

ら
医

療
機

関
へ

の
受

診
勧

奨
や

医
療

機
関

か
ら

の
情

報
提

供
の

把
握

具
体

的
に

ど
の

よ
う

な
方

法
で

医
療

機
関

へ
の

 
受

診
勧

奨
や

医
療

機
関

か
ら

の
情

報
提

供
を

 
把

握
し

て
い

る
か

今
後

、
医

療
機

関
へ

の
受

診
勧

奨
や

 
医

療
機

関
か

ら
の

情
報

提
供

を
把

握
す

る
 

予
定

や
計

画
が

あ
る

か
行

政
機

関
と

医
療

機
関

と
の

連
携

に
あ

た
り

、 
ど

の
よ

う
な

課
題

が
あ

る
か

49
島

根
県

順
調

で
は

な
い

新
型

コ
ロ

ナ
感

染
症

の
た

め
こ

の
数

年
間

、
取

組
が

停
滞

し
て

い
る

た
め

把
握

し
て

い
な

い
把

握
し

て
い

な
い

基
本

的
に

は
各

圏
域

ご
と

に
社

会
資

源
も

異
な

る
た

め
、

圏
域

単
位

で
連

携
の

強
化

に
む

け
た

取
組

が
必

要
と

考
え

て
は

い
る

が
、

具
体

策
は

な
い

医
療

機
関

の
実

態
や

課
題

等
に

つ
い

て
、

実
務

者
レ

ベ
ル

で
の

情
報

共
有

が
必

要

50
広

島
県

概
ね

順
調

で
あ

る
か

か
り

つ
け

医
、

産
業

医
等

を
対

象
に

講
習

会
を

実
施

し
、

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
に

関
し

て
相

談
で

き
る

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
サ

ポ
ー

ト
医

等
を

養
成

し
た

。
把

握
し

て
い

る
把

握
し

て
い

る
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
係

る
相

談
拠

点
で

あ
る

保
健

所
か

ら
の

実
績

報
告

51
広

島
市

あ
ま

り
順

調
で

は
な

い

・
 講

演
会

を
早

期
介

入
に

つ
い

て
の

タ
イ

ト
ル

で
企

画
し

た
が

、
重

症
例

に
対

応
し

て
い

る
支

援
者

や
家

族
の

参
加

が
ほ

と
ん

ど
で

あ
っ

た
。

依
存

症
に

つ
い

て
現

在
関

わ
っ

て
い

る
支

援
者

の
た

め
の

研
修

も
継

続
し

て
実

施
を

す
る

が
、

生
活

習
慣

病
・

子
育

て
支

援
・

介
護

に
関

わ
る

支
援

者
へ

の
普

及
啓

発
に

つ
い

て
方

法
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

把
握

し
て

い
る

把
握

し
て

い
る

・
連

携
会

議
に

て
情

報
収

集
し

て
い

る
。

・
 依

存
症

専
門

医
療

機
関

の
情

報
の

把
握

は
し

て
い

る
が

、
広

島
県

が
養

成
し

て
い

る「
広

島
県

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
サ

ポ
ー

ト
医

」
や

「
広

島
県

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
サ

ポ
ー

ト
医（

専
門

）」
の

状
況

把
握

に
つ

い
て

は
数

も
多

い
こ

と
か

ら
情

報
収

集
が

難
し

い
。

52
山

口
県

概
ね

順
調

で
あ

る
第

一
次

推
進

計
画

の
重

点
目

標
は

お
お

む
ね

達
成

し
た

た
め

把
握

し
て

い
る

把
握

し
て

い
な

い
今

後
検

討
し

て
い

き
た

い
断

酒
会

と
A

A
な

ど
、

同
じ

依
存

症
の

自
助

グ
ル

ー
プ

と
の

関
係

。

53
香

川
県

あ
ま

り
順

調
で

は
な

い

既
に

連
携

が
と

ら
れ

て
い

る
機

関
同

士
は

問
題

な
い

が
、

そ
う

で
は

な
い

関
係

機
関

と
の

連
携

が
課

題
。

  
関

係
機

関
内

で
課

題
に

対
し

て
検

討
す

る
時

間
が

と
れ

て
い

な
い

。
把

握
し

て
い

る
把

握
し

て
い

る
網

羅
的

に
把

握
し

て
い

る
わ

け
で

は
な

い
が

、
会

議
の

中
等

で
出

さ
れ

た
取

組
等

に
つ

い
て

把
握

し
て

い
る

。

そ
れ

ぞ
れ

の
役

割
、

で
き

る
こ

と
、

で
き

な
い

こ
と

を
し

っ
か

り
と

共
有

す
る

。
そ

れ
を

踏
ま

え
た

う
え

で
何

が
で

き
る

か
を

検
討

す
る

こ
と

が
必

要
。

54
徳

島
県

概
ね

順
調

で
あ

る
取

組
は

行
っ

て
い

る
が

、
効

果
の

数
値

化
、

評
価

が
困

難
で

あ
る

た
め

把
握

し
て

い
る

把
握

し
て

い
な

い
今

後
検

討
す

る
特

に
な

し

55
愛

媛
県

あ
ま

り
順

調
で

は
な

い
・

 関
係

機
関

同
士

の
情

報
共

有
や

周
知

に
と

ど
ま

っ
て

お
り

、
具

体
的

な
取

組
が

で
き

て
い

な
い

現
状

で
あ

る
。

把
握

し
て

い
な

い
把

握
し

て
い

な
い

治
療

拠
点

機
関

、
専

門
医

療
機

関
以

外
の

医
療

機
関

と
の

情
報

共
有

や
課

題
の

認
識

共
有

が
あ

ま
り

で
き

て
い

な
い

。

56
高

知
県

あ
ま

り
順

調
で

は
な

い
目

標
値

に
届

い
て

い
な

い
た

め
把

握
し

て
い

る
把

握
し

て
い

な
い

な
し

専
門

医
療

機
関

及
び

そ
の

他
の

精
神

科
病

院
が

県
中

央
部

に
集

中
し

て
お

り
、

そ
の

他
の

地
域

の
市

町
村

は
こ

れ
ら

の
医

療
機

関
と

連
携

が
取

り
づ

ら
い

。

57
福

岡
県

あ
ま

り
順

調
で

は
な

い

・
 関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
課

題
へ

の
対

策
を

進
め

て
い

る
が

、
県

が
掲

げ
て

い
る

数
値

目
標

の
一

つ
で

あ
る「

生
活

習
慣

病
の

リ
ス

ク
を

高
め

る
量

を
飲

酒
し

て
い

る
者

の
割

合
」

等
に

、
対

策
が

反
映

し
て

い
る

か
は

不
明

の
た

め

把
握

し
て

い
る

把
握

し
て

い
る

各
保

健
所

や
相

談
拠

点
か

ら
“相

談
か

ら
医

療
へ

つ
な

が
っ

た
者

”の
件

数
の

報
告

で
把

握
し

て
い

る
。

・
連

携
す

る
シ

ス
テ

ム
の

構
築

  
・

専
門

職
の

資
質

向
上

58
北

九
州

市
あ

ま
り

順
調

で
は

な
い

実
態

調
査

の
結

果
が

悪
化

し
て

い
る

た
め

把
握

し
て

い
る

把
握

し
て

い
る

日
常

の
業

務
の

中
で

医
師

会
等

と
連

携
し

て
い

る
。

特
に

な
し
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4）
地

域
に

お
け

る
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

わ
る

主
な

課
題

5）
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

わ
る

相
談

拠
点

と
医

療
機

関
と

の
連

携
体

制

行
政

機
関

②
「

把
握

し
て

い
る

」
と

回
答

し
た

機
関

へ
の

質
問

「
把

握
し

て
い

な
い

」
と

回
答

し
た

機
関

へ
の

質
問

N
o

都
道

府
県

・
政

令
指

定
 

都
市

名
対

策
の

評
価

評
価

理
由

①
行

政
機

関
と

し
て

、
相

談
拠

点
ま

た
は

、
そ

の
他

の
相

談
支

援
機

関
と

連
携

し
て

い
る

医
療

機
関

の
把

握

②
行

政
機

関
と

し
て

、
相

談
拠

点
ま

た
は

、
そ

の
他

の
相

談
支

援
機

関
か

ら
医

療
機

関
へ

の
受

診
勧

奨
や

医
療

機
関

か
ら

の
情

報
提

供
の

把
握

具
体

的
に

ど
の

よ
う

な
方

法
で

医
療

機
関

へ
の

 
受

診
勧

奨
や

医
療

機
関

か
ら

の
情

報
提

供
を

 
把

握
し

て
い

る
か

今
後

、
医

療
機

関
へ

の
受

診
勧

奨
や

 
医

療
機

関
か

ら
の

情
報

提
供

を
把

握
す

る
 

予
定

や
計

画
が

あ
る

か
行

政
機

関
と

医
療

機
関

と
の

連
携

に
あ

た
り

、 
ど

の
よ

う
な

課
題

が
あ

る
か

59
福

岡
市

順
調

で
は

な
い

課
題

へ
の

対
策

に
記

載
の

と
お

り
で

あ
る

。
把

握
し

て
い

る
把

握
し

て
い

る

電
話

相
談

窓
口

に
お

い
て

、
受

診
が

必
要

と
思

わ
れ

る
方

に
対

し
依

存
症

専
門

医
療

機
関

へ
の

受
診

勧
奨

を
行

っ
て

い
る

。
　

ま
た

、
専

門
医

師
に

よ
る

面
談

を
定

期
的

に
行

っ
て

お
り

、
依

存
症

専
門

医
療

機
関

へ
の

受
診

勧
奨

、
医

療
機

関
の

情
報

提
供

の
実

態
に

つ
い

て
把

握
し

て
い

る
。

現
在

の
と

こ
ろ

特
記

す
べ

き
課

題
は

認
識

し
て

い
な

い

60
佐

賀
県

概
ね

順
調

で
あ

る

依
存

症
拠

点
医

療
機

関
、

依
存

症
治

療
機

関
、

依
存

症
相

談
拠

点
機

関
を

中
心

に
、

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
問

題
の

対
策

は
実

施
で

き
て

い
る

。
一

方
、

軽
症

ア
ル

コ
ー

ル
依

存
症

患
者

な
ど

、
専

門
機

関
に

つ
な

が
り

に
く

い
ケ

ー
ス

に
つ

い
て

は
、

十
分

に
フ

ォ
ロ

ー
で

き
て

い
な

い
可

能
性

が
あ

る
。

把
握

し
て

い
る

把
握

し
て

い
る

当
県

で
は

、
相

談
拠

点
の

役
割

を
精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
と

肥
前

精
神

医
療

セ
ン

タ
ー

が
担

っ
て

お
り

、
通

常
業

務
と

し
て

医
療

機
関

へ
の

受
診

勧
奨

や
情

報
提

供
を

実
施

し
て

い
る

。
ま

た
、

相
談

件
数

や
対

応
状

況
等

に
つ

い
て

も
実

績
報

告
を

と
お

し
て

把
握

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
に

関
わ

る
主

な
課

題
と

同
じ

61
長

崎
県

概
ね

順
調

で
あ

る
関

係
機

関
に

ご
協

力
い

た
だ

き
、

課
題

の
検

証
及

び
対

応
が

で
き

つ
つ

あ
る

た
め

。
把

握
し

て
い

る
把

握
し

て
い

る
・

 全
件

を
把

握
し

て
い

る
わ

け
で

は
な

い
が

、
各

保
健

所
で

実
施

し
て

い
る

連
絡

会
や

県
主

催
の

協
議

会
を

通
じ

て
そ

の
状

況
を

把
握

し
て

い
る

。

・
 専

門
医

療
機

関
、

治
療

拠
点

機
関

以
外

の
精

神
科

と
の

連
携

・
内

科
と

の
連

携
体

制
構

築

62
大

分
県

概
ね

順
調

で
あ

る

・
 相

談
機

関
や

相
談

拠
点

機
関

が
少

し
ず

つ
認

知
さ

れ
て

き
て

い
る

。
  

・
 支

援
者

同
士

の
相

互
理

解
が

深
ま

り
、

互
い

に
相

談
し

あ
う

よ
う

な
関

係
の

構
築

が
み

ら
れ

て
き

て
い

る
。

把
握

し
て

い
る

把
握

し
て

い
な

い

地
域

の
相

談
支

援
者

、
か

か
り

つ
け

医
、

救
急

医
療

、
一

般
精

神
科

、
専

門
医

療
機

関
の

相
互

の
橋

渡
し

に
お

い
て

、
対

象
機

関
に

啓
発

し
て

い
く

こ
と

に
加

え
て

、
行

政
機

関
も

ハ
ブ

の
役

割
を

担
え

る
よ

う
、

一
層

の
窓

口
の

周
知

や
対

応
ノ

ウ
ハ

ウ
を

蓄
積

し
て

い
く

こ
と

。

63
熊

本
県

あ
ま

り
順

調
で

は
な

い
ま

だ
、

対
策

を
講

じ
て

い
な

い
た

め
把

握
し

て
い

る
把

握
し

て
い

る
前

段
で

記
述

し
た

依
存

症
ス

タ
ッ

フ
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
等

で
の

情
報

共
有

64
熊

本
市

概
ね

順
調

で
あ

る
毎

年
度

、
講

演
会

等
を

開
催

出
来

て
お

り
、

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
も

概
ね

良
好

で
あ

る
た

め
。

把
握

し
て

い
る

把
握

し
て

い
る

当
セ

ン
タ

ー
が

相
談

拠
点

機
関

で
あ

る
た

め
、

当
セ

ン
タ

ー
の

相
談

業
務

を
通

し
て

把
握

し
て

い
る

。
医

療
機

関
を

紹
介

し
て

か
ら

、
受

診
す

る
ま

で
に

時
間

を
要

す
る

。

65
宮

崎
県

概
ね

順
調

で
あ

る
依

存
症

専
門

医
療

機
関

の
活

用
等

、
工

夫
し

な
が

ら
進

め
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

把
握

し
て

い
な

い
把

握
し

て
い

な
い

来
年

度
以

降
、

一
般

医
療

機
関

と
専

門
医

療
機

関
の

連
携

を
進

め
て

い
く

予
定

で
あ

る
一

般
医

療
機

関
に

対
す

る
依

存
症

の
普

及
啓

発
が

進
ん

で
い

な
い

こ
と

66
鹿

児
島

県
あ

ま
り

順
調

で
は

な
い

既
存

事
業

を
執

行
す

る
の

み
で

、
新

た
な

取
り

組
み

が
な

か
な

か
で

き
て

い
な

い
た

め
。

把
握

し
て

い
な

い
把

握
し

て
い

な
い

現
在

、
検

討
中

で
あ

る
。

現
在

行
っ

て
い

る
実

務
者

連
携

会
議

以
外

で
、

連
携

し
て

行
う

事
業

が
な

い
こ

と
。
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4）
地

域
に

お
け

る
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

わ
る

主
な

課
題

5）
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

わ
る

相
談

拠
点

と
医

療
機

関
と

の
連

携
体

制

行
政

機
関

②
「

把
握

し
て

い
る

」
と

回
答

し
た

機
関

へ
の

質
問

「
把

握
し

て
い

な
い

」
と

回
答

し
た

機
関

へ
の

質
問

N
o

都
道

府
県

・
政

令
指

定
 

都
市

名
対

策
の

評
価

評
価

理
由

①
行

政
機

関
と

し
て

、
相

談
拠

点
ま

た
は

、
そ

の
他

の
相

談
支

援
機

関
と

連
携

し
て

い
る

医
療

機
関

の
把

握

②
行

政
機

関
と

し
て

、
相

談
拠

点
ま

た
は

、
そ

の
他

の
相

談
支

援
機

関
か

ら
医

療
機

関
へ

の
受

診
勧

奨
や

医
療

機
関

か
ら

の
情

報
提

供
の

把
握

具
体

的
に

ど
の

よ
う

な
方

法
で

医
療

機
関

へ
の

 
受

診
勧

奨
や

医
療

機
関

か
ら

の
情

報
提

供
を

 
把

握
し

て
い

る
か

今
後

、
医

療
機

関
へ

の
受

診
勧

奨
や

 
医

療
機

関
か

ら
の

情
報

提
供

を
把

握
す

る
 

予
定

や
計

画
が

あ
る

か
行

政
機

関
と

医
療

機
関

と
の

連
携

に
あ

た
り

、 
ど

の
よ

う
な

課
題

が
あ

る
か

67
沖

縄
県

概
ね

順
調

で
あ

る

・
 令

和
元

年
度

以
降

か
ら

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

影
響

等
に

よ
り

管
内

支
援

者
向

け
研

修
会

を
開

催
で

き
て

お
ら

ず
管

内
の

ア
ル

コ
ー

ル
相

談
に

つ
い

て
把

握
で

き
て

い
な

か
っ

た
が

、
令

和
5

年
度

は
再

開
で

き
、

管
内

の
ア

ル
コ

ー
ル

相
談

の
対

応
状

況
に

つ
い

て
情

報
が

得
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

た
め

。（
南

部
保

健
所

）
・

 ア
デ

ィ
ク

シ
ョ

ン
連

携
会

議
に

参
加

さ
れ

る
機

関
は

多
く（

R
5

年
度

第
1

回
43

機
関

48
名

、
第

2
回

31
機

関
39

名
）、

県
内

の
情

報
は

多
く

の
機

関
が

共
有

で
き

て
い

る
印

象
。（

総
合

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

）

把
握

し
て

い
る

把
握

し
て

い
る

・
 連

携
会

議
や

相
談

機
関

か
ら

の
情

報
提

供
に

て
把

握
し

て
い

る
。（

宮
古

保
健

所
）

・
 個

別
の

相
談

事
案

に
対

し
、

医
療

機
関

等
の

情
報

を
提

供
し

て
い

る
。

医
療

機
関

の
情

報
に

つ
い

て
は

、
ア

デ
ィ

ク
シ

ョ
ン

連
携

会
議

に
て

把
握

し
、

ま
た

都
度

個
別

に
問

い
合

わ
せ

を
行

っ
て

い
る

。（
総

合
精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
）

・
 地

域
の

相
談

機
関

、
医

療
機

関
そ

れ
ぞ

れ
の

課
題

に
つ

い
て

共
有

が
不

十
分

（
中

部
保

健
所

）
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5）
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

わ
る

相
談

拠
点

と
医

療
機

関
と

の
連

携
体

制
6）

依
存

症
対

策
地

域
支

援
事

業

行
政

機
関

申
請

し
て

い
る

事
業（

申
請

事
業

は
す

べ
て

選
択

）

N
o

都
道

府
県

・
政

令
指

定
都

市
名

挙
げ

ら
れ

た
課

題
に

対
し

て
、

ど
の

よ
う

に
 

解
決

し
て

い
る

か
、

か
。

も
し

く
は

解
決

が
難

し
い

課
題

は
あ

る
か

依
存

症
地

域
支

援
体

制
推

進
事

業
（

医
療

提
供

体
制

、
相

談
支

援
体

制
、

地
域

支
援

計
画

）

連
携

会
議

 
運

営
事

業
依

存
症

専
門

相
談

支
援

事
業

依
存

症
支

援
者

研
修

事
業（

依
存

症
相

談
対

応
研

修
、

依
存

症
医

療
研

修
、

地
域

生
活

支
援

研
修

）

普
及

啓
発

・
 

情
報

提
供

 
事

業

依
存

症
の

 
治

療
・

回
復

 
支

援
事

業

依
存

症
患

者
の

家
族

支
援

事
業

精
神

科
救

急
・

依
存

症
医

療
等

連
携

事
業

受
診

後
の

患
者

支
援

事
業

地
域

連
携

に
よ

る
依

存
症

の
早

期
発

見
、

早
期

対
応

、
継

続
支

援
モ

デ
ル

事
業

地
域

連
携

に
よ

る
依

存
症

の
早

期
発

見
、

早
期

対
応

、 
継

続
支

援
モ

デ
ル

事
業

を
申

請
し

た
行

政
機

関
で

の
 

主
な

成
果

1
北

海
道

ア
ル

コ
ー

ル
対

策
だ

け
に

集
中

し
て

取
組

む
こ

と
が

で
き

な
い

（
マ

ン
パ

ワ
ー

不
足

）
関

係
機

関
と

問
題

意
識

を
共

有
で

き
て

い
な

い
〇

〇
〇

〇
〇

2
札

幌
市

他
機

関
に

関
す

る
一

定
の

情
報

は
あ

る
が

、
各

機
関

の
課

題
や

困
り

ご
と

、
他

機
関

に
期

待
し

た
い

こ
と

な
ど

実
際

の
レ

ベ
ル

で
の

情
報

ま
で

は
十

分
に

把
握

で
き

て
い

な
い

。
普

段
か

ら
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
不

足
も

起
因

し
て

い
る

と
考

え
る

。

〇
〇

〇
〇

〇
〇

3
青

森
県

社
会

資
源

や
人

材
の

確
保

が
難

し
い

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

4
秋

田
県

「
こ

こ
ろ

の
連

携
指

導
料

」
を

周
知

す
る

こ
と

に
よ

り
、

医
療

機
関

と
行

政
機

関（
依

存
症

相
談

拠
点

機
関

）
と

の
連

携
を

進
め

た
い

考
え

で
い

る
が

、
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

が
弱

い
こ

と
が

懸
念

さ
れ

る
。

〇
〇

〇
〇

〇
〇

5
岩

手
県

完
全

な
解

決
は

難
し

い
が

、
精

神
科

救
急

医
療

体
制

協
議

会
で

、
情

報
共

有
等

に
努

め
て

い
る

。
〇

〇
〇

〇
〇

〇

6
山

形
県

・
 依

存
症

専
門

医
療

機
関

以
外

の
精

神
科

医
療

機
関

に
も

、
精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
な

ど
の

事
業

等
に

つ
い

て
周

知
し

て
い

る
。

今
後

、
依

存
症

専
門

医
療

機
関

の
詳

細
な

情
報

も
周

知
で

き
れ

ば
、

よ
り

連
携

が
図

り
や

す
く

な
る

と
思

う
。

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

7
宮

城
県

一
般

医
療

機
関

の
医

師
を

始
め

と
す

る
医

療
従

事
者

へ
の

研
修

の
実

施
。

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

8
仙

台
市

令
和

4
年

度
か

ら「
ア

デ
ィ

ク
シ

ョ
ン

関
連

問
題

実
地

研
修

」
を

事
業

化
し

、
行

政
職

員
が

院
内

の
取

り
組

み
を

実
地

で
学

ぶ
機

会
を

設
け

た
。

〇

9
福

島
県

左
記

対
策

、
評

価
、

評
価

理
由

と
同

じ
〇

〇
〇

〇
〇

〇

10
新

潟
県

相
談

拠
点

に
お

い
て

、
専

門
医

療
機

関
の

医
師

に
よ

る
相

談
会

を
実

施
し

て
い

る
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

11
新

潟
市

〇
〇

〇
〇

〇
〇

12
東

京
都

連
携

会
議

等
を

契
機

に
し

て
顔

の
見

え
る

関
係

を
つ

く
っ

て
い

く
こ

と
が

解
決

策
だ

と
考

え
て

い
る

。
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
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5）
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

わ
る

相
談

拠
点

と
医

療
機

関
と

の
連

携
体

制
6）

依
存

症
対

策
地

域
支

援
事

業

行
政

機
関

申
請

し
て

い
る

事
業（

申
請

事
業

は
す

べ
て

選
択

）

N
o

都
道

府
県

・
政

令
指

定
都

市
名

挙
げ

ら
れ

た
課

題
に

対
し

て
、

ど
の

よ
う

に
 

解
決

し
て

い
る

か
、

か
。

も
し

く
は

解
決

が
難

し
い

課
題

は
あ

る
か

依
存

症
地

域
支

援
体

制
推

進
事

業
（

医
療

提
供

体
制

、
相

談
支

援
体

制
、

地
域

支
援

計
画

）

連
携

会
議

 
運

営
事

業
依

存
症

専
門

相
談

支
援

事
業

依
存

症
支

援
者

研
修

事
業（

依
存

症
相

談
対

応
研

修
、

依
存

症
医

療
研

修
、

地
域

生
活

支
援

研
修

）

普
及

啓
発

・
 

情
報

提
供

 
事

業

依
存

症
の

 
治

療
・

回
復

 
支

援
事

業

依
存

症
患

者
の

家
族

支
援

事
業

精
神

科
救

急
・

依
存

症
医

療
等

連
携

事
業

受
診

後
の

患
者

支
援

事
業

地
域

連
携

に
よ

る
依

存
症

の
早

期
発

見
、

早
期

対
応

、
継

続
支

援
モ

デ
ル

事
業

地
域

連
携

に
よ

る
依

存
症

の
早

期
発

見
、

早
期

対
応

、 
継

続
支

援
モ

デ
ル

事
業

を
申

請
し

た
行

政
機

関
で

の
 

主
な

成
果

13
群

馬
県

前
述

の
分

科
会

を
通

じ
て

連
携

体
制

を
構

築
し

て
い

る
ほ

か
、

地
域

に
お

け
る

一
般

医
療

機
関（

産
業

医
や

か
か

り
つ

け
医

等
）

と
専

門
医

療
機

関
の

連
携

を
推

進
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
研

修
会

を
開

催
し

て
い

る
。

〇
〇

〇
〇

〇

14
栃

木
県

・
 医

療
機

関
へ

の
拒

否
感

が
強

い
場

合
は

、
相

談
者

に
対

し
て

心
理

教
育

等
を

行
い

、
医

療
の

必
要

性
の

理
解

を
促

進
す

る
た

め
の

支
援

を
行

っ
て

い
る

。
  

・
 地

域
の

医
療

機
関

に
対

す
る

依
存

症
の

正
し

い
知

識
や

理
解

を
促

進
す

る
た

め
働

き
か

け
が

今
後

の
課

題
で

あ
る

。

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

15
茨

城
県

「
ア

ル
コ

ー
ル

依
存

症
・

う
つ

病
」

を
テ

ー
マ

と
し

た
研

修
を

身
体

科
医

療
機

関
の

医
療

従
事

者
向

け
に

実
施

。
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

16
埼

玉
県

課
題

は
な

い
。

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

17
さ

い
た

ま
市

・
 一

般
医

療
機

関
と

の
関

係
が

乏
し

い
こ

と（
他

事
業

で
の

つ
な

が
り

を
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
も

活
用

で
き

る
よ

う
、

実
務

者
レ

ベ
ル

で
の

や
り

取
り

が
で

き
る

と
よ

い
が

、
取

り
組

む
余

裕
が

な
い

）
〇

〇
〇

〇
〇

18
千

葉
県

特
に

な
し

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
19

千
葉

市
隣

接
す

る
市

の
医

療
機

関
を

案
内

。
〇

〇
〇

〇
〇

〇

20
神

奈
川

県
地

域
の

医
療

機
関

に
お

け
る

依
存

症
に

関
す

る
対

応
実

績
の

把
握

が
困

難
で

あ
り

、
選

定
に

関
す

る
呼

び
か

け
が

進
ま

な
い

。
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

・
 内

科
・

外
科

等
身

体
科

や
救

命
救

急
・

災
害

医
療

セ
ン

タ
ー

か
ら

精
神

科
に

相
談

を
も

ら
い

、
早

期
発

見
に

努
め

た
。

・
 ギ

ャ
ン

ブ
ル

及
び

薬
物

の
依

存
症

者
に

関
し

て
、

定
期

的
に

行
政

へ
専

門
医

の
派

遣
を

行
っ

た
。

・
 外

科
、

他
職

種
、

県
民

、
患

者
家

族
、

近
隣

医
療

機
関

ス
タ

ッ
フ

、
行

政
機

関
職

員
等

へ
の

研
修

会
・

勉
強

会
を

開
催

し
、

啓
発

並
び

に
広

報
活

動
に

努
め

た
。

・
 専

門
医

が
行

政
の

市
民

相
談

に
て

依
存

症
を

疑
う

者
を

発
見

し
た

場
合

、
受

診
や

自
助

グ
ル

ー
プ

へ
の

参
加

の
動

機
付

け
を

行
っ

た
。
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5）
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

わ
る

相
談

拠
点

と
医

療
機

関
と

の
連

携
体

制
6）

依
存

症
対

策
地

域
支

援
事

業

行
政

機
関

申
請

し
て

い
る

事
業（

申
請

事
業

は
す

べ
て

選
択

）

N
o

都
道

府
県

・
政

令
指

定
都

市
名

挙
げ

ら
れ

た
課

題
に

対
し

て
、

ど
の

よ
う

に
 

解
決

し
て

い
る

か
、

か
。

も
し

く
は

解
決

が
難

し
い

課
題

は
あ

る
か

依
存

症
地

域
支

援
体

制
推

進
事

業
（

医
療

提
供

体
制

、
相

談
支

援
体

制
、

地
域

支
援

計
画

）

連
携

会
議

 
運

営
事

業
依

存
症

専
門

相
談

支
援

事
業

依
存

症
支

援
者

研
修

事
業（

依
存

症
相

談
対

応
研

修
、

依
存

症
医

療
研

修
、

地
域

生
活

支
援

研
修

）

普
及

啓
発

・
 

情
報

提
供

 
事

業

依
存

症
の

 
治

療
・

回
復

 
支

援
事

業

依
存

症
患

者
の

家
族

支
援

事
業

精
神

科
救

急
・

依
存

症
医

療
等

連
携

事
業

受
診

後
の

患
者

支
援

事
業

地
域

連
携

に
よ

る
依

存
症

の
早

期
発

見
、

早
期

対
応

、
継

続
支

援
モ

デ
ル

事
業

地
域

連
携

に
よ

る
依

存
症

の
早

期
発

見
、

早
期

対
応

、 
継

続
支

援
モ

デ
ル

事
業

を
申

請
し

た
行

政
機

関
で

の
 

主
な

成
果

21
川

崎
市

市
中

の
医

療
機

関
で

も
依

存
症

者
へ

の
対

応
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

て
も

ら
う

機
会

を
増

や
し

て
い

る
。

具
体

的
に

は
下

記
の

事
項

を
実

施
し

た
。

・
 医

療
機

関（
一

般
精

神
科

・
ク

リ
ニ

ッ
ク

）
へ

の
依

存
症

治
療

に
関

す
る

ヒ
ア

リ
ン

グ
調

査
の

実
施

。
・

 医
療

機
関（

一
般

精
神

科
・

ク
リ

ニ
ッ

ク
）

に
向

け
た

ア
ル

コ
ー

ル
依

存
症

対
応

力
向

上
研

修
の

実
施

。
専

門
医

療
機

関
の

医
師

や
回

復
支

援
機

関
の

当
事

者
ス

タ
ッ

フ
な

ど
を

招
き

、
顔

つ
な

ぎ
の

機
会

と
も

し
て

い
る

。

〇
〇

〇
〇

〇
〇

22
横

浜
市

市
内

約
3,

40
0

か
所

の
依

存
症

専
門

で
な

い
医

療
機

関
に

依
存

症
セ

ル
フ

チ
ェ

ッ
ク

活
用

促
進

の
た

め
の

ポ
ス

タ
ー

・
チ

ラ
シ

を
送

付
し

、
啓

発
・

周
知

を
実

施
し

た
。

ど
の

程
度

の
医

療
機

関
が

実
際

に
掲

出
し

て
い

る
か

、
日

頃
の

診
療

で
活

用
し

て
い

る
の

か
ま

で
は

把
握

で
き

て
お

ら
ず

、
治

療
勧

奨
に

つ
な

が
っ

て
い

る
か

疑
問

が
残

る
。

依
存

症
検

討
部

会
に

お
い

て
、

ア
ル

コ
ー

ル
性

肝
障

害
で

内
科

医
に

つ
な

が
っ

て
も

胃
腸

薬
の

処
方

の
み

で
依

存
症

治
療

を
案

内
し

て
も

ら
え

な
い

現
状

を
断

酒
会

の
委

員
よ

り
語

ら
れ

た
こ

と
も

あ
り

、
医

師
会

等
に

お
け

る
講

習
会

や
医

師
向

け
の

研
修

で
医

師
に

対
す

る
さ

ら
な

る
周

知
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

横
浜

市
立

大
学

附
属

市
民

総
合

医
療

セ
ン

タ
ー

の
減

酒
外

来
に

お
い

て
専

門
職

員
を

配
置

し
、

通
院

患
者

・
入

院
患

者
の

依
存

症
治

療
・

支
援

へ
の

つ
な

ぎ
を

実
施

を
し

て
い

る
。

 
・

 緊
急

入
院

の
患

者
や

消
化

器
内

科
に

入
院

し
た

ア
ル

コ
ー

ル
依

存
症

の
診

断
が

あ
る

患
者

に
つ

い
て

、
患

者
へ

の
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
を

試
み

、
退

院
時

に
依

存
症

治
療

専
門

病
院

の
通

院
に

結
び

付
い

た
。

・
 減

酒
外

来
で

飲
酒

問
題

が
悪

化
し

た
 患

者
が

精
神

科
に

解
毒

入
院

し
た

場
合

に
、

入
院

中
に

断
酒

会
の

会
員

と
引

き
合

わ
せ

、
こ

れ
を

契
機

に
断

酒
会

に
繋

が
っ

た
。

・
 減

酒
外

来
で

、
自

助
グ

ル
ー

プ
の

紹
介

や
制

度
案

内
等

を
行

い
、

3
名

の
同

行
見

学
を

実
施

し
た

。
3

名
と

も
そ

の
後

、
施

設
を

利
用

し
な

が
ら

 、
 断

酒
・

減
酒

の
生

活
を

継
続

し
て

い
る

。

23
相

模
原

市
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

確
認

し
た

り
、

機
会

が
あ

れ
ば

直
接

医
療

機
関

に
聞

い
て

い
る

。
〇

〇
〇

〇
〇

24
山

梨
県

啓
発

週
間

で
の

情
報

発
信

 、
SB

IR
TS

普
及

促
進

セ
ミ

ナ
ー

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

25
静

岡
県

学
齢

期
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
啓

発
物

や
IC

T
等

を
活

用
し

、
広

報
に

努
め

て
い

る
。

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

26
静

岡
市

特
に

な
し

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

27
浜

松
市

市
内

精
神

科
病

院
に

お
い

て
、

依
存

症
患

者
の

受
診

対
応

が
で

き
る

よ
う

、
医

師
や

コ
メ

デ
ィ

カ
ル

へ
研

修
案

内
を

送
り

、
研

修
参

加
を

促
し

て
い

る
。

〇
〇

〇
〇

28
長

野
県

ま
ず

は
依

存
症

対
策

に
関

心
を

持
っ

て
も

ら
う

よ
う

、
研

修
会

等
を

広
く

周
知

し
て

い
る

。
〇

〇
〇

〇
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5）
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

わ
る

相
談

拠
点

と
医

療
機

関
と

の
連

携
体

制
6）

依
存

症
対

策
地

域
支

援
事

業

行
政

機
関

申
請

し
て

い
る

事
業（

申
請

事
業

は
す

べ
て

選
択

）

N
o

都
道

府
県

・
政

令
指

定
都

市
名

挙
げ

ら
れ

た
課

題
に

対
し

て
、

ど
の

よ
う

に
 

解
決

し
て

い
る

か
、

か
。

も
し

く
は

解
決

が
難

し
い

課
題

は
あ

る
か

依
存

症
地

域
支

援
体

制
推

進
事

業
（

医
療

提
供

体
制

、
相

談
支

援
体

制
、

地
域

支
援

計
画

）

連
携

会
議

 
運

営
事

業
依

存
症

専
門

相
談

支
援

事
業

依
存

症
支

援
者

研
修

事
業（

依
存

症
相

談
対

応
研

修
、

依
存

症
医

療
研

修
、

地
域

生
活

支
援

研
修

）

普
及

啓
発

・
 

情
報

提
供

 
事

業

依
存

症
の

 
治

療
・

回
復

 
支

援
事

業

依
存

症
患

者
の

家
族

支
援

事
業

精
神

科
救

急
・

依
存

症
医

療
等

連
携

事
業

受
診

後
の

患
者

支
援

事
業

地
域

連
携

に
よ

る
依

存
症

の
早

期
発

見
、

早
期

対
応

、
継

続
支

援
モ

デ
ル

事
業

地
域

連
携

に
よ

る
依

存
症

の
早

期
発

見
、

早
期

対
応

、 
継

続
支

援
モ

デ
ル

事
業

を
申

請
し

た
行

政
機

関
で

の
 

主
な

成
果

29
富

山
県

心
の

健
康

セ
ン

タ
ー（

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

）
に

お
い

て
依

存
症

支
援

関
係

機
関

連
絡

会
を

開
催

し
、

関
係

機
関

同
士

の
顔

が
見

え
る

関
係

性
構

築
、

連
携

の
促

進
を

図
っ

て
い

る
。

  

〇

30
石

川
県

特
に

な
し

〇
〇

〇
〇

〇

31
岐

阜
県

依
存

症
対

策
地

域
支

援
事

業
に

お
け

る
依

存
症

治
療

拠
点

機
関

を
中

心
と

し
、

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
を

有
し

て
い

る
方

の
受

診
が

多
い

と
考

え
ら

れ
る

一
般

医
療

機
関

、
ア

ル
コ

ー
ル

依
存

症
の

治
療

を
実

施
し

て
い

な
い

精
神

科
医

療
機

関
や

民
間

団
体

等
関

係
機

関
の

連
携

の
強

化
に

よ
り

、
課

題
に

取
り

組
む

。

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

32
愛

知
県

他
機

関
と

の
連

携
に

お
い

て
、

課
題

に
感

じ
て

い
る

こ
と

や
困

っ
て

い
る

こ
と

を
地

域
連

携
会

議
で

共
有

し
、

連
携

に
対

す
る

認
識

の
ズ

レ
を

な
く

す
よ

う
努

め
て

い
る

。
〇

〇
〇

〇
〇

〇

33
名

古
屋

市
・

連
携

会
議

や
研

修
の

実
施

  
・

 課
題

意
識

は
あ

っ
て

も
日

常
業

務
に

追
わ

れ
、

行
政

も
医

療
機

関
も

余
裕

が
な

い
〇

〇
〇

〇
〇

〇

34
三

重
県

研
修

会
、

セ
ミ

ナ
ー

の
案

内
な

ど
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

35
福

井
県

関
係

者
連

携
会

議
を

開
催

し
確

認
し

て
い

き
た

い
〇

〇
〇

〇
〇

〇

36
滋

賀
県

ま
ず

は
、

一
般

科
医

療
機

関
、

精
神

科
医

療
機

関
、

か
か

り
つ

け
医

、
産

業
医

等
の

医
療

機
関

等
を

対
象

と
し

た
研

修
や

依
存

症
に

つ
い

て
の

情
報

発
信

を
実

施
し

、
医

療
従

事
者

に
対

す
る

依
存

症
の

理
解

を
深

め
る

。
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

37
京

都
府

ど
の

よ
う

に
解

決
し

て
い

く
か

、
検

討
中

。
〇

〇
〇

〇
・

 依
存

症
専

門
医

療
医

師
の

内
科

な
ど

へ
の

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
  

・
 ア

ル
コ

ー
ル

依
存

症
患

者
と

関
わ

る
支

援
者

を
対

象
と

し
た

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催

38
京

都
市

・
研

修
等

を
情

報
共

有
。

・
年

2
回

の
連

携
会

議
は

継
続

実
施

。
〇

〇
〇

〇
〇



52 アルコール健康障害に係る地域医療連携等の効果検証および関係者連携会議の実態調査に関する研究

5）
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

わ
る

相
談

拠
点

と
医

療
機

関
と

の
連

携
体

制
6）

依
存

症
対

策
地

域
支

援
事

業

行
政

機
関

申
請

し
て

い
る

事
業（

申
請

事
業

は
す

べ
て

選
択

）

N
o

都
道

府
県

・
政

令
指

定
都

市
名

挙
げ

ら
れ

た
課

題
に

対
し

て
、

ど
の

よ
う

に
 

解
決

し
て

い
る

か
、

か
。

も
し

く
は

解
決

が
難

し
い

課
題

は
あ

る
か

依
存

症
地

域
支

援
体

制
推

進
事

業
（

医
療

提
供

体
制

、
相

談
支

援
体

制
、

地
域

支
援

計
画

）

連
携

会
議

 
運

営
事

業
依

存
症

専
門

相
談

支
援

事
業

依
存

症
支

援
者

研
修

事
業（

依
存

症
相

談
対

応
研

修
、

依
存

症
医

療
研

修
、

地
域

生
活

支
援

研
修

）

普
及

啓
発

・
 

情
報

提
供

 
事

業

依
存

症
の

 
治

療
・

回
復

 
支

援
事

業

依
存

症
患

者
の

家
族

支
援

事
業

精
神

科
救

急
・

依
存

症
医

療
等

連
携

事
業

受
診

後
の

患
者

支
援

事
業

地
域

連
携

に
よ

る
依

存
症

の
早

期
発

見
、

早
期

対
応

、
継

続
支

援
モ

デ
ル

事
業

地
域

連
携

に
よ

る
依

存
症

の
早

期
発

見
、

早
期

対
応

、 
継

続
支

援
モ

デ
ル

事
業

を
申

請
し

た
行

政
機

関
で

の
 

主
な

成
果

39
大

阪
府

大
阪

府
で

は
、「

ア
ル

コ
ー

ル
問

題
の

あ
る

人
へ

の
簡

易
介

入
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
の

作
成

及
び

「
地

域
連

携
等

に
よ

る
依

存
症

早
期

発
見

・
早

期
対

応
・

継
続

支
援

モ
デ

ル
事

業
」

を
実

施
し

、
内

科
等

の
医

療
機

関
に

対
し

、
簡

易
介

入
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
使

用
方

法
や

保
健

所
の

こ
こ

ろ
の

健
康

相
談

業
務

に
つ

い
て

周
知

す
る

研
修

会
を

実
施

し
て

い
る

。

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

・
 大

阪
府

南
部

地
域（

泉
州

圏
域

）
に

お
い

て
、「

ア
ル

コ
ー

ル
問

題
の

あ
る

人
へ

の
簡

易
介

入
マ

ニ
ュ

ア
ル

」
お

よ
び

冊
子（

泉
州

ス
マ

イ
ル

SB
IR

TS
）

の
普

及
に

係
る

研
修

会
を

4
回

実
施（

地
域

の
内

科
医

等
向

け
）。

・
 地

域
か

ら
専

門
医

療
機

関
等

に
つ

な
が

っ
た

被
支

援
者

3
名

。

40
大

阪
市

専
門

医
療

機
関

の
増

加
を

目
指

し
、

依
存

症
専

門
医

療
機

関
の

選
定

条
件

の
一

つ
で

あ
る「

依
存

症
治

療
指

導
者

養
成

研
修

」
と

し
て

医
療

機
関

職
員

を
対

象
に

研
修

を
実

施
し

て
い

る
。

〇
〇

〇
〇

〇
〇

41
堺

市
上

記
内

容
に

つ
い

て
は

、
現

時
点

で
解

決
す

る
た

め
の

対
策

に
つ

い
て

は
今

後
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

と
考

え
て

い
る

。
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

42
奈

良
県

こ
れ

か
ら

検
討

。
〇

43
和

歌
山

県
身

体
科

と
精

神
科

の
連

携
す

る
た

め
の

一
歩

と
し

て
、

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
を

考
え

る
フ

ォ
ー

ラ
ム

を
開

催
し

、
相

互
の

診
療

科
に

お
け

る
課

題
を

共
有

し
て

い
る

。
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

44
兵

庫
県

相
談

、
治

療
で

き
る

場
を

増
や

す
こ

と
が

必
要

〇
〇

〇
〇

〇

45
神

戸
市

家
族

や
依

存
症

者
の

医
療

機
関

相
談

の
ハ

ー
ド

ル
を

下
げ

る
た

め
に

精
神

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
専

門
医

相
談

窓
口

を
設

置
し

て
い

る
〇

〇
〇

46
鳥

取
県

機
会

を
捉

え
て

意
見

交
換

等
を

実
施

し
て

い
く

〇
〇

〇
47

岡
山

県
な

し
〇

〇
〇

〇

48
岡

山
市

専
門

医
療

機
関

、
相

談
拠

点
機

関
を

掲
載

し
た

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
、

全
医

療
機

関
へ

配
布

し
た

。
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

紹
介

は
、

研
修

会
で

も
取

り
上

げ
て

い
る

。
〇

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

依
存

症
専

門
医

療
機

関
全

国
会

議
で

の
報

告
は

行
っ

て
い

な
い

が
、

収
集

デ
ー

タ
を

元
に

審
議

会
や

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

会
議

に
て

課
題

を
分

析
し

、
ア

ル
コ

ー
ル

依
存

症
に

お
け

る
D

 to
 P

 w
ith

 D
事

業
や

SB
IR

T
動

画
の

自
主

制
作

に
取

り
組

ん
で

い
る

。

49
島

根
県

ア
ル

コ
ー

ル
対

策
だ

け
に

集
中

し
て

取
組

こ
と

が
で

き
な

い
（

マ
ン

パ
ワ

ー
不

足
）

関
係

機
関

と
問

題
意

識
を

共
有

で
き

て
い

な
い

〇
〇

50
広

島
県

〇
〇

〇
〇

〇
関

係
機

関
の

顔
の

見
え

る
関

係
性

が
構

築
さ

れ
て

い
る

。
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5）
ア

ル
コ

ー
ル

健
康

障
害

に
関

わ
る

相
談

拠
点

と
医

療
機

関
と

の
連

携
体

制
6）

依
存

症
対

策
地

域
支

援
事

業

行
政

機
関

申
請

し
て

い
る

事
業（

申
請

事
業

は
す

べ
て

選
択

）

N
o

都
道

府
県

・
政

令
指

定
都

市
名

挙
げ

ら
れ

た
課

題
に

対
し

て
、

ど
の

よ
う

に
 

解
決

し
て

い
る

か
、

か
。

も
し

く
は

解
決

が
難

し
い

課
題

は
あ

る
か

依
存

症
地

域
支

援
体

制
推

進
事

業
（

医
療

提
供

体
制

、
相

談
支

援
体

制
、

地
域

支
援

計
画

）

連
携

会
議

 
運

営
事

業
依

存
症

専
門

相
談

支
援

事
業

依
存

症
支

援
者

研
修

事
業（

依
存

症
相

談
対

応
研

修
、

依
存

症
医

療
研

修
、

地
域

生
活

支
援

研
修

）

普
及

啓
発

・
 

情
報

提
供

 
事

業

依
存

症
の

 
治

療
・

回
復

 
支

援
事

業

依
存

症
患

者
の

家
族

支
援

事
業

精
神

科
救

急
・

依
存

症
医

療
等

連
携

事
業

受
診

後
の

患
者

支
援

事
業

地
域

連
携

に
よ

る
依

存
症

の
早

期
発

見
、

早
期

対
応

、
継

続
支

援
モ

デ
ル

事
業

地
域

連
携

に
よ

る
依

存
症

の
早

期
発

見
、

早
期

対
応

、 
継

続
支

援
モ

デ
ル

事
業

を
申

請
し

た
行

政
機

関
で

の
 

主
な

成
果

51
広

島
市

・
 広

島
県

の
連

携
会

議
等

に
出

席
し

情
報

収
集

を
し

て
い

る
。

・
 個

別
ケ

ー
ス

対
応

で
医

療
機

関
と

の
連

携
好

事
例

が
な

い
か

保
健

セ
ン

タ
ー

に
情

報
収

集
す

る（
予

定
）。

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

52
山

口
県

現
在

解
決

の
た

め
対

応
中

。
〇

〇
〇

〇
〇

53
香

川
県

会
議

の
参

加
者

に
よ

っ
て

か
な

り
雰

囲
気

が
変

わ
り

、
他

参
加

者
が

発
言

し
に

く
い

空
気

に
な

る
と

建
設

的
に

話
が

で
き

な
い

こ
と

が
多

く
、

様
々

な
課

題
に

つ
い

て
の

取
り

組
み

が
進

め
ら

れ
て

い
な

い
。

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

54
徳

島
県

〇
〇

〇

55
愛

媛
県

具
体

的
な

取
組

は
実

施
で

き
て

い
な

い
が

、
先

日
開

催
し

た
依

存
症

対
策

推
進

計
画

策
定

委
員

会（
連

携
会

議
）

に
一

般
医

療
機

関
の

医
師

に
出

席
い

た
だ

き
、

課
題

や
ご

意
見

等
を

お
聞

き
し

た
。

〇
〇

〇
〇

56
高

知
県

意
見

交
換

の
場

が
な

い
た

め
、

解
決

で
き

て
い

な
い

。
〇

〇
〇

〇
〇

57
福

岡
県

・
 連

携
会

議
等

で
多

機
関

か
ら

い
ろ

ん
な

意
見

を
伺

い
、

事
業

内
容

を
検

討
し

て
い

る
。

　
・

治
療

拠
点

機
関

へ
の

負
担

の
増

加
が

懸
念

さ
れ

る
。

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

58
北

九
州

市
特

に
な

し
〇

59
福

岡
市

〇

60
佐

賀
県

地
域

に
お

け
る

ア
ル

コ
ー

ル
健

康
障

害
に

関
わ

る
主

な
課

題
へ

の
対

策
と

同
じ

〇
〇

〇
〇

〇
〇

・
 依

存
症

治
療

の
早

期
介

入
を

目
的

と
し

、
特

定
保

健
指

導
に

従
事

す
る

保
健

師
や

内
科

医
療

機
関

の
コ

メ
デ

ィ
カ

ル
な

ど
を

対
象

に
研

修
会

を
実

施
し

、
人

材
育

成
を

行
っ

た
。

 
・

 過
去

の
研

修
会

受
講

者
等

に
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
を

実
施

し
、

地
域

の
連

携
や

治
療

を
継

続
す

る
た

め
の

課
題

に
つ

い
て

調
査

し
た

。
そ

の
結

果
を

踏
ま

え
、

研
修

会
の

中
で

参
加

者
同

士（
保

健
福

祉
事

務
所

、
市

町
、

内
科

医
療

機
関

等
）

の
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
取

り
入

れ
、

支
援

者
同

士
の

地
域

で
の

連
携

に
つ

い
て

考
え

る
機

会
を

作
っ

た
。

・
 保

健
福

祉
事

務
所

、
自

助
グ

ル
ー

プ
、

市
町

、
医

療
機

関
、

回
復

施
設

等
と

つ
な

が
り

な
が

ら
個

別
支

援
を

行
っ

た
。
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「酒類関係事業者におけるアルコール健康障害対策｣ に関する
アンケート調査

筑波大学医学医療系　地域総合診療医学　吉本　　尚
筑波大学健幸ライフスタイル開発研究センター　菊地亜矢子 

Ⅰ．はじめに
酒類関係事業者は第 2 期計画の基本的施策にお

いて、第 1 期計画に引き続き、国、地方公共団体
と連携して、「不適切な飲酒を誘引しない社会の形
成」への協力が求められている。これまで、酒類
業界による広告・宣伝の自主基準の遵守・必要に
応じた改定、酒類の容器へのアルコール量表示の
検討、酒類販売管理研修の定期受講の促進、20 歳
未満の者への酒類販売・供与・提供の禁止の徹底
等の取組が求められ、実施されてきた。今後も酒
類関係事業者には、基本法を踏まえ、アルコール
健康障害の発生、進行及び再発の防止に資するた
めの自主基準の改定等の取組を講ずることが望ま
れている。

一方、これまで酒類関係事業者は、所属する酒
類関係団体の活動を通して「不適切な飲酒の誘引
の予防」に取り組んできた内容が外部発信される
ことが多かったが、酒類関係事業者の個々の取り
組みについて調査が行われたことはほとんどない。
したがって、本調査では、アルコール健康障害対
策に関する酒類関係事業者の個々の取り組みの実
態等を把握し、今後の施策等における課題の抽出
を行うことを目的とする。

Ⅱ．研究の目的 
本研究は、アルコール健康障害対策に関する酒

類関係事業者の個々の取り組みの実態等を把握す
ることを目的として実施した。

Ⅲ．対象と方法 
1． 研究デザイン：自記式質問紙調査による横断研

究
2． 調査対象：酒類業中央団体連絡協議会の9団体

（日本酒造組合中央会、日本蒸留酒酒造組合、
ビール酒造組合、日本洋酒酒造組合、全国卸売
酒販組合中央会、全国小売酒販組合中央会、日
本ワイナリー協会、日本洋酒輸入協会、全国地
ビール醸造者協議会）に所属する酒類関係事業
者を対象とした。酒類業中央団体連絡協議会 9

団体へはメール送付もしくはホームページ等か
ら問い合わせを行い、各団体に所属する酒類関
係事業者へのアンケート調査配布を依頼した。

3．調査期間： 2023 年 10 月～ 12 月
4． 調査内容：調査票には、以下の質問が含まれ

た。
1 ）所属団体、社名
2 ） アルコール健康障害対策に関わる活動・プ

ロジェクト
① 独自で取り組んでいるアルコール健康障害

対策に関わる活動・プロジェクト
② 複数の企業で取り組んでいるアルコール健

康障害対策に関わる活動・プロジェクト
3 ）他業種との連携状況

① 「不適切な飲酒の誘引の防止」に向けて、
酒類団体以外の他業種との連携状況

② 他業種との連携での具体的な取り組みや事
例

③ 将来的な他業種との連携希望
4 ） 今後、さらにアルコール健康障害対策推進

基本計画で新規に入れてほしいこと、強化
してほしいこと

Ⅳ．結果
アンケート調査にご協力いただけた酒類関係事

業者は 33 社であった。所属団体名と企業名を表 1
に記す。尚、2 つ以上の団体に所属している場合、
主なものを 1 つだけ選択していただいた。

1 ） アルコール健康障害対策に関わる活動・プロ
ジェクト

① 独自で取り組んでいるアルコール健康障害対
策に関わる活動・プロジェクト
　19 社（57.6％）が独自で取り組んでいる活
動・プロジェクトを報告した。詳細を表 2 に
記す。

② 複数の企業で取り組んでいるアルコール健康
障害対策に関わる活動・プロジェクト
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　15 社（45.5％）が複数の企業で取り組んで
いる活動・プロジェクトを報告した。詳細を
表 3 に記す。

2 ）他業種との連携状況
① 「不適切な飲酒の誘引の防止」に向けて、酒

類団体以外の他業種との連携状況
　11 社（33.3％）が、酒類団体以外の他業種
との連携をすでに行っていた。連携先として、
地方自治体、大学・大学生協、医学・医療界、
警察、地域高等学校、健康保険組合、教育・
研究機関、検査会社、IT 企業、PTA 連合会、
飲食業組合などが挙げられた。

②他業種との連携での具体的な取り組みや事例
　12 社（36.4％）が、「不適切な飲酒の誘引の
防止」に向けた他業種との連携での具体的な
取り組みや事例を報告した。詳細を表 4 に記
す。

③将来的な他業種との連携希望
　16 社（48.5％）が、将来的な他業種との連
携を希望していた。具体的な連携希望先とし
て、医療業界、教育界、地方自治体、報道機
関、小売業界・小売酒販組合、スーパーマー
ケット協会、飲食業、コンビニエンスストア、
食品、ヘルスケア、健康経営法人、製薬、教
育機関、研究機関、広報、女性団体、20 歳未
満飲酒や飲酒運転絶滅に関係する業種など、
が挙げられた。

3 ） 今後、さらにアルコール健康障害対策推進基
本計画で新規に入れてほしいこと、強化して
ほしいこと

　25 個の意見があり、飲酒に伴うリスクに関す
る知識啓発や酒類販売に関する規制といった内
容であった。詳細を表 5 に記す。

Ⅴ．まとめ
33 の酒類関係事業者からアンケート調査の回答

があった。回答があった酒類関係事業者は、独自
であるいは同業者、他業者などと連携して、アル
コール健康障害対策に取り組んでおり、他事業者
にはない個性的な取り組みも見られた。調査実施
がアルコール検知器による　ドライバーの呼気テ
ストの義務化直前の調査であったため、2 事業者
から同内容の記載があった。

不適切な飲酒の誘引防止を除いた基本法の 9 つ
の施策のうち、教育の振興、健康診断および保健
指導、相談支援、調査研究の推進といった 4 領域
に及び、飲酒運転予防の啓発等の取り組みも多く
見られたが、医療の充実、社会復帰の支援、民間
団体の活動に対する支援、人材確保の領域への取
り組みの記載はみられなかった。今後、さらに同
業者や他業者などと連携したいという意見も見ら
れ、広い領域の連携希望先が記載されていた。

　今後の国や地方公共団体の取り組みへの意見
については、周知や啓発、奨励等に関すること、
規制等の提案が見られた。一方で、酒類関係事業
者の取り組みの好事例共有、酒類関係事業者のコ
ンソーシアム化などの意見がみられ、これは基本
計画に入れなくても実施、強化できる取り組みと
考えられた。
「不適切な飲酒を誘引しない社会の形成」のた

め、国、地方公共団体への協力・連携した取り組
みに加え、酒類関係事業者独自または同業者、他
業者連携による、アルコール健康障害対策に寄与
する優れた取り組みを今後も期待したい。

Ⅵ．謝辞 
お忙しい中、本調査にご協力いただきました酒

類関係団体および所属する酒類担当事業者の皆さ
まに感謝致します。
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表1　本アンケート調査にご協力いただけた酒類関係事業者
� （五十音順、所属団体は主なものを1つだけ選択）

日本酒造組合中央会

株式会社金谷酒造店

株式会社三宅本店

喜久水酒造株式会社

京屋酒造有限会社

霧島酒造株式会社

三和酒類株式会社

酔鯨酒造株式会社

田治米合名会社

ニッカウヰスキー株式会社

妙高酒造株式会社

山名酒造株式会社

日本蒸留酒酒造組合
株式会社金龍

宝酒造株式会社

ビール酒造組合

アサヒビール株式会社

オリオンビール株式会社

キリンビール株式会社

サッポロビール株式会社

日本洋酒酒造組合

株式会社京都蒸溜所

サントリーホールディングス株式会社

中埜酒造株式会社

養命酒製造株式会社

全国卸売酒販組合中央会

今泉酒類販売株式会社

カナカン株式会社

株式会社池田商店

株式会社イズミック

株式会社マスダ

国分グループ本社株式会社

日本酒類販売株式会社

北海道酒類販売株式会社

名門サカイ株式会社

全国小売酒販組合中央会 0 社

日本ワイナリー協会

有限会社朝日町ワイン

シクロヴィンヤード株式会社

メルシャン株式会社

日本洋酒輸入協会 0 社

全国地ビール醸造者協議会 0 社
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表2　独自で取り組んでいるアルコール健康障害対策に関わる活動・プロジェクト

＜ 1．産学連携の大学生向けワークショッププログラムの展開＞
　 お酒に関する基礎知識、アルコール関連問題、適正飲酒やスマドリに関する内容を学び、パッチテストにて自

身の体質を確認。またワークショップを実施することでより深い理解が得られるプログラムとなっている。エ
ントリー層は将来の健康不安についてはあまり関心を示さないが、社会問題としてワークショップを取り組む
ことで自分事としての関心につながっている。

＜ 2．適正飲酒に関連する社会実験イベントとして「Responsible Drinking Party」を開催＞
　 コース料理の食事にお酒やノンアルコール飲料を参加者自らペアリングしてもらうことで、摂取する純アル

コール量を意識してコントロールするプログラムである。具体的な体験で純アルコール量を意識してもらい、
減酒に対する行動変容を促す。

＜ 3．LINE アプリ「飲酒レコーディング」の提供＞
　 日々の飲酒量を記録して可視化し、多量飲酒を意識した自分なりの飲酒コントロール方法をサポートするアプ

リを展開
＜ 4．スマートドリンキングの提唱＞
　 個人の体質や状況や場面に応じた飲み方の選択肢を拡大し、多様性を受容できる社会の実現をめざした取り組

み低アルコール商品の開発に加え、アルコール度数別の商品陳列やメニューの提案など環境づくりも推進

・ 「SLOW DRINK」というコンセプトで消費者に適正飲酒を啓発する各種キャンペーンや情報発信を実施してい
る。

・ 法人企業向け健康経営支援のサービス「KIRIN Naturals」において、適正飲酒プログラム（飲酒習慣改善サポー
トのプログラム）を実施している。

年一度の従業員全員に対する AUDIT の実施と社員の飲酒関連健康相談への対応

週 2 日の休肝日を推奨

営業社員が営業車に乗る前と帰社し車を降りた後、アルコール検知器でチェックを行うなど、アルコール対策を
実施

適正飲酒、飲酒運転絶滅に向けた活動

自社輸入・開発商品の販売及び直営飲食店での販売の際、商品案内・広告宣伝・店舗掲示での 20 歳未満の飲酒
防止に関する留意事項、健康問題等に関する事項の記載の徹底。

酒類卸売免許業者として、得意先、関係先に対し国税当局、メーカーと連携の上「20 歳未満飲酒防止」「飲酒運
転防止」「健康障害対策」チラシ配布他、啓発活動を行っている。

ワイナリーや工場における、対面・オンライン双方での適正飲酒啓発活動。（セミナー動画閲覧、リーフレット
配布など）

ポスター掲示

すべての多様性に調和するお酒のあり方「やさしい酔い」を実現するため、お酒の有用性を科学的に誠実に明ら
かにするプロジェクトを遂行している。お酒に関する広範な領域に対して科学的なエビデンスの取得のため、一
般社団法人の立上げに積極的に関与し、研究・企画の実施、発信を行っている。特にアルコール体質に着目して、
遺伝子検査キットを活用しながら自分らしいお酒の飲み方を考えてもらうことに焦点を当てている。複数社に対
する適正飲酒セミナー、イベントでの検査キット配布なども実施した。

適正飲酒プロジェクト（2023 年 4 月発足）：活動内容①飲酒運転撲滅活動の継続、②適正飲酒の在り方を社内外
に発信。社内研修の実施。

酒類業界による指導事項（未成年者の飲酒防止、妊産婦等への飲酒の注意、適量飲酒、ドライバーへの試飲不可）
を厳守している。

飲酒運転の防止（アルコールチェックの徹底）
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・ 2025 年度までに、国内で販売するすべての消費者向け商品（酒類調味料除く）に、純アルコール量を表示する。
RTD 商品については、前倒して 2023 年度中の完了を目指す。

・ 酒類事業者で定める ｢酒類の広告・宣伝及び酒類容器の表示に関する自主基準｣ では、内容量 2L 超の商品に「適
量飲酒の啓発表示」を行うことが規定されている。当社は、独自の施策として、2L 超の商品だけでなく、国
内で販売するすべての消費者向け商品（酒類調味料除く）に「適量飲酒の啓発表示」を 2025 年度までに行う
ことを目標に掲げている。

・ 当社では、現行の ｢酒類の広告・宣伝及び酒類容器の表示に関する自主基準｣ では網羅してないアルハラ、ジェ
ンダー、不当誘引等の分野まで領域を広げ、またより厳しい内容の当社独自の ｢社内自主基準｣ を策定している。

「社内自主基準」を適切に運用することで、｢業界自主基準に対する違反件数ゼロ｣ の状況をより確実に継続す
るよう努めている。

・ 適正飲酒のための飲酒に関する正しい知識を伝えことを目的とした、啓発小冊子「お酒おつきあい読本」を発
行している。また、当社ホームページでも公開し、「絶対に飲んではいけない場合」や「飲むときに気をつけ
ること」について分かり易く解説している。

・ アルコール関連問題の啓発のため、当社全従業員を対象とした適正飲酒に関する e ラーニングを実施し、受講
率 100％を継続している。

製品パッケージやパンフレット等での適量飲酒推奨表示

・ 20 歳未満飲酒防止ポスター & 講義：20 歳未満のアスリートを起用し、20 歳未満飲酒防止のためのポスターを
作成、全国の学校に配布。また、全国の学校教員を対象に 20 歳未満飲酒が引き起こす害について、専門家か
らの資料を用いたオンライン講義を実施。

・ Drink More Water：グループで実施している適正飲酒活動で、お酒を飲む際に水をもっと飲もうというメッセー
ジをデジタル活動を通じて訴求。今期よりサンプリングやイベントの会場でも水を配布するなどして訴求する。

・ レスポンシボールディ：グループ独自の活動で、6 月のある 1 日を社員向けの様々なサステナビリティに関わ
る活動の日と設定し、適正飲酒について学ぶ。

・ アルコール遺伝子検査：社員向けのアルコール遺伝子検査を実施し、個人のアルコールに対する体質を知ると
共に、酔うメカニズムや適正飲酒の重要性を医学的見地から学ぶ。

モデレーション広告（新聞・ソーシャルメディア）、DRINK SMART セミナー、適正飲酒啓発イベント

和らぎ水を飲むことを推奨している



61第3章　「酒類関係事業者におけるアルコール健康障害対策｣ に関するアンケート調査

表3　複数の企業で取り組んでいるアルコール健康障害対策に関わる活動・プロジェクト

・ 飲酒運転撲滅活動 Stop Drunk Driving：FM 大阪が主催する Stop Drunk Driving（通称 SDD）に賛同し、年に 1
度大阪城ホールで SDD ライブを実施。会場では SDD の重要性をアーチストやリーフレットを通じて訴求。入
場料は交通事故の遺児へ寄付される。

・ 飲酒運転撲滅活動 Team Zero Fukuoka：西日本新聞が主催する Team Zero Fukuoka に賛同し、年に 1 度西日本新
聞に 1 ページの飲酒運転撲滅に関するパネルディスカッションの記事を掲載。

日本蒸留酒酒造組合での活動

飯田小売酒販組合とタイアップした、未成年飲酒防止キャンペーン

業界全体で、商品や HP 等に於いて、未成年の飲酒防止・妊婦の飲酒防止についての表示を行っている。

地元酒造組合での活動

ポスター掲示

グループ親会社（アサヒビール社）の取り組みに共同で取り組んでいる。

キリングループで連携しての適正飲酒啓発活動。（交通安全運動週間に合わせたハンドルキーパー運動など）

熊本県酒類業懇話会の実施  20 歳未満飲酒防止、飲酒運転防止、健康障害対策等酒類製造・販売に携わる免許業
者としての役割・意見交換を毎年実施している。（参加者、酒類生販三層業者・国税当局の酒類担当者）

未成年飲酒防止キャンペーンへの参加（年一回）

未成年者飲酒防止、飲酒運転撲滅への取組

小林製薬×オリオンビール 「生活習慣改善プログラム（血糖値対策）」

ビール酒造組合のアルコール部会において、20 歳未満飲酒防止、女性特有の飲酒による健康障害防止の啓発など

・ ビール酒造組合に参画し、適正飲酒啓発の活動を実施している。

＜ 1．渋谷スマドリプロジェクト＞
　渋谷区を中心とした産学官連携により適正飲酒＆スマドリの啓発を推進。
＜ 2．アルコール分 0％を中心に提供する渋谷スマドリバーを出店＞
　 電通デジタルとアサヒビールの共同出資でスマドリ㈱を設立、渋谷スマドリバーを中心にノンアルコールや低

アルコールで楽しめる飲酒文化の発信
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表4　「不適切な飲酒の誘引の防止」に向けた、他業種との連携での具体的な取り組みや事例

20 歳未満飲酒防止キャンペーンパレード

・�熊本県警、県 PTA 連合会、飲食業組合、県酒造組合、卸酒販組合、小売酒販組合連合会、熊本市小売酒販組合、

ビールメーカー 4 社

　�工場所在市や警察署と連携した交通安全啓発活動（飲酒運転防止・撲滅）、税務署・酒販組合と連携した未成

年飲酒防止啓発活動

・ アルコール体質の遺伝子検査を軸に、複数の大学と共同研究を実施し、論文化、学会発表を行った。
・ 『ダイバーシティに調和する、新時代の飲酒のあり方を考える』と題して、一般社団法人、地元国立大学と共

同でハイブリッド形式のシンポジウムを開催しました。今後も 1 ～ 2 回 / 年でのシンポジウム開催を予定して
いる。

・ IT、検査機関からなる合同会社による適正飲酒を後押しするモバイルアプリ開発に対してサポートを行い、実
用化した。

・ 福岡県合同イベント、地元国立大学イベントにおいて、アルコール体質検査キットを計 550 件無料配布した。

・�高知県安全運転管理者協議会連合会主催の「第 47 回無事故運動（6 月 1 日～ 8 月 31 日）」に企業として参加。

期間中の従業員の無事故を目指して社内での周知や社内へのポスター掲示。「ハンドルキーパー」、「20 歳未満

飲酒防止」ステッカーを作成し、販売所来客者（ドライバー）に配布。

・�高知市内帯屋町筋商店街で行われた、未成年者飲酒防止・飲酒運転撲滅全国統一キャンペーンへ参加

・�6 月 17 日：交通安全管理者協議会入会 
・�7 月 3 日～：高知県警監修の「飲酒運転防止」ポスターを社内及び親会社旭食品の事業所に順次貼付（酔鯨酒

造本社事務所（1 枚）長浜蔵販売所（1 枚）土佐蔵販売所（1 枚）旭食品高知県内事業所（27 枚）） 
7 月 3 日～：「飲酒運転防止」ポケットティッシュを土佐蔵販売所にて購入されたお客様に配布中。7 月 5 日に

「飲酒運転防止」ポスター 500 枚、チラシ 1 万枚、ポケットティッシュ 5000 個を高知県警に寄贈。

　 7 月 24 日～：（一財）全日本交通安全協会及び毎日新聞主催の令和 6 年度「交通安全年間スローガン」募集に

全社的に参加。

　 7 月 30 日：JFL リーグ「高知ユナイテッド SCvsFC マルヤス岡崎」戦（開催場所：高知県春野総合運動公園　

陸上競技場）にて観客の皆様に「飲酒運転防止」チラシ、ポケットティッシュを配布し、啓蒙活動を行う。（チ

ラシ 255 枚、ポケットティッシュ 425 枚配布）

・Stop Drunk Driving を大阪のラジオ放送局 FM 大阪、および新聞社の西日本新聞と連動してサポート。

・�Drink More Water のローカル活動を、大学などで実施するにあたり、大学への連絡網システムを提供するイ

オレと協働。

・20 歳未満飲酒防止ポスター＆講義のポスター作成および資料作成を、日本学校保健会と協働で企画。

学生向け適正飲酒セミナー

1．自治体との社会問題に関する連携のひとつとして適正飲酒セミナーの実施
2．量販小売業と連携して店頭やイベント会場での適正飲酒セミナーの実施
3．食品メーカーと減塩と減酒をテーマに共同セミナー実施
4．NPO 青少年健康力サポートラボ「青少年アルコール関連問題」認定アドバイザー養成講座の支援
5．千葉県警と X（旧 Twitter）による飲酒運転撲滅に関する連携発信
6．渋谷区と X（旧 Twitter）による迷惑飲酒撲滅に関する連携発信

主に本社・工場所在地などの自治体と連携して、成人式での適正飲酒啓発活動を実施している。

久里浜医療センターの監修によるアルコール健康障害防止に関する HP への記載

小林製薬×オリオンビール 「生活習慣改善プログラム（血糖値対策）」

健康保険組合の適正飲酒ポスター等の社内掲示やパンフレット配布

街頭キャンペーン



63第3章　「酒類関係事業者におけるアルコール健康障害対策｣ に関するアンケート調査

表5　今後、さらにアルコール健康障害対策推進基本計画で新規に入れてほしいこと、強化してほしいこと

酒類業界との意見交換

各自治体と酒類業界の連携事例紹介

過剰なアルコール摂取を減らすための対策として、ノンアルコール飲料の提供が減酒のきっかけに有
効なことを盛り込んでいただきたい

広範な好事例紹介

懸念されているストロング系については懸念にとどめず、引き続き、その飲酒実態について具体的な
問題に言及すべきではないか

アルコール健康障害対策推進基本計画の取り組みが更に様々な方々に周知されるような取り組みが必
要かと思う

ストロング系についてはメーカーから流通まで業界が足並みをそろえて対処する必要があるため、例
えばアルコール度数別の制度などの足並みをそろえるための施策を検討することも必要かと思う

飲酒運転撲滅のために、従来以上の取締強化と罰則の見直し

厚労省が策定する飲酒ガイドラインを踏まえ、より多くの消費者に飲酒の知識を啓発する計画を強化
いただきたい

科学的見地から、アルコールの健康に及ぼす影響を啓蒙する活動をお願いしたい。同時に適正な飲酒
は、むしろ好影響という観点も加えて頂きたい

不適切な飲酒を防止する為にも、販売時間の規制を設けて頂きたい

酒類提供者への指導強化

啓発ポスター作成

酒類小売販売免許並びに飲酒時間の法規制導入
※ 世界で 24 時間アルコール飲料を買えるのは日本だけ。コンビニエンスストア 24 時間販売に販売時

間規制を！
※イギリス始め飲酒時間に法規制、日本も法規制の上、過度な飲酒防止対策を！！

飲食店でのアルコール類低価格販売と飲み放題の是正

アルコール＝悪ではなく、お酒が本来持っている良い面を認めたうえで、アルコール障害を引き起こ
す有害な飲酒に対しての問題に取り組めるよう、飲酒に伴うリスクに関しての正しい知識の普及をお
願いしたい

酒類販売業免許の規制

アルコール体質検査の奨励

未成年への啓発活動強化

アルコール = 悪という短絡的な構図ではなく、科学的根拠に基づいた、また国際的に見ても納得出来
る内容を望む

いま現在第 2 期が推進中であるため、現在酒類業界に求められていることをしっかりと取り組んでい
きたい

特にないが、メーカーとして当該計画については今後も厳守して参る所存である

コンソーシアムなど提携機会の提供

酒類業界に対する教育・情報提供機会の充実

アルコールによる人体への影響等の内容の講演活動を各地域で行うことや、ポスターや文書による啓
発活動





第 4 章　 
「職域におけるアルコール健康障害対策」に 

関するアンケート調査
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「職域におけるアルコール健康障害対策」に関する実態調査

　　筑波大学健幸ライフスタイル開発研究センター　菊地亜矢子
同センター、筑波大学医学医療系　地域総合診療医学　吉本　　尚

　理化学研究所　研究支援部人事課、筑波大学医学医療系　地域総合診療医学　西浦　千尋

Ⅰ．はじめに
第2期アルコール健康障害対策推進基本計画（以

下、第 2 期計画という。）での基本的施策は、職場
教育の推進および産業保健スタッフへの研修等に
よる職域での対応促進、治療と就労の両立を支援
する産業保健スタッフ等の育成・確保を掲げてお
り、職域におけるアルコール健康障害対策が必要
とされている。

第 2 期計画では、まず、教育の振興においては、
交通労働災害の防止の観点から講習等の機会を活
用することや、運輸事業における乗務員等の酒気
帯び乗務の防止のため、アルコールに関する基礎
知識や酒気帯び乗務の禁止等について周知・指導、
乗務前のアルコール検知器の使用での確認といっ
た職場教育の推進が記載されている。健康診断及
び保健指導では、職域におけるアルコール健康障
害対策予防のための対策の整備、専門医療機関等
との連携の強化を目標としている。そして、社会
復帰の支援においても治療しながら就労を継続す
るために、地域の自助グループ、回復支援施設と
職域の関係者との情報共有や必要な連携を行うこ
とを目標としている。以上のことから、職域でも
アルコール健康障害の発生予防から進行予防、再
発予防まで、切れ目のない支援体制の整備が求め
られている。

しかし、職域におけるアルコール健康障害対策
の実態を明らかにした調査がなく、アルコール健
康障害対策およびその支援体制がどの程度構築さ
れているのか十分に明らかにされていない。本調
査では、職域におけるアルコール健康障害対策の
実態について、明らかにすることを目的とした。

Ⅱ．研究の目的 
本研究では、職域におけるアルコール健康障害

対策に関する実態を把握することを目的に、アン
ケート調査を実施した。 

Ⅲ．対象と方法 
1． 研究デザイン：自記式質問紙調査による横断研究  

2． 調査対象：健康経営優良法人認定事務局ポータ
ルサイト「ACTION ！健康経営」のホームペー
ジに公開されている健康経営優良法人2023（ホ
ワイト 500 認定 494 社、ブライト 500 認定 500
社）計 994 社

3． 調査の依頼方法：健康経営優良法人の一覧から
得られた情報を元に、各企業のホームページか
ら住所を同定し、アンケート調査を郵送した。

4．調査機関：2023 年 10 月から 12 月
5． 調査内容：調査票には、以下の質問が含まれた。

1 ）基本属性
　本社を置く都道府県、従業員数、業種、産
業保健スタッフの有無、安全運転管理者選任
対象事業所の有無

2 ）飲酒習慣のある従業員の把握状況
① 令和 5 年度申請時の健康経営評価指標「従

業員の健康状態に関する指標：生活主幹指
標のうち、飲酒習慣のある者の人数および
割合

②  AUDIT（アルコール使用障害スクリーニン
グテスト）の定期実施状況

3 ）従業員のアルコール健康問題の把握状況
　以下について、「ある、ない、わからない」
の 3 件法で尋ねた。
① アルコールに関係する疾患（アルコール依

存症、肝硬変、急性膵炎、肝臓がんなど）
② 健康診断での異常（肝機能異常、脂質異常、

高血圧など）
③うつ病など精神疾患
④遅刻
⑤欠席
⑥早退
⑦休職
⑧自殺（自殺未遂含む）
⑨死亡
⑩交通事故
⑪暴力

4 ） 職場全体に対するアルコール健康障害対策
に対する取り組み状況
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　以下について、実施、未実施、今後実施予
定の 3 件法で尋ねた。
①新入社員、入職時オリエンテーション
② アルコール呼気チェック（アルコール検知

器の使用）
③ ポスターの掲示（飲酒運転、飲酒を控える、

アルコールハラスメントなど）
④ パンフレットによる情報提供（飲酒運転、

飲酒を控える、アルコールハラスメントな
ど）

⑤ 職員に対する研修会・講演会の実施
⑥産業医等による相談窓口の開設

5 ） 個別に対するアルコール健康障害対策に対
する取り組み状況

① 健康診断の問診票で多量飲酒に該当してい
るが、健康上の問題がない従業員に対する
対応

② 健康診断の問診票で多量飲酒に該当し、健
診で異常がある従業員への対応

③ アルコール依存症が疑われる従業員への対
応

　上記、①～③について、「1．誰が対応して
いるか」、「2．対応方法」について尋ねた。
　「1．誰が対応しているか」は、「産業医、看
護師、保健師、直属の上司、安全衛生担当者

（医療職以外）、誰も対応していない」の 6 件
法で尋ねた。「2．対応方法」については、①、
②の対応方法として、「パンフレット等の情報
提供、医療スタッフによる個別の保健指導・
相談、ブリーフインターベンションによる減
酒支援、集団での健康教室、医療機関への紹
介」の項目を挙げた。③の対応方法は、①、
②の対応方法に加えて、「アルコール専門医療
機関への紹介、就労や復職の支援」の項目を
挙げた。各項目で「実施している、機会があ
れば実施している、実施していないが対応可
能である、実施していないが医療スタッフな
どと連携できる、実施できない」の 5 件法で
尋ねた。

6 ） 企業としての職場全体および個別に対する
アルコール健康障害対策の意識

　職場全体および個別に対する意識において、
①アルコール対策は重要だと感じていますか、
②アルコール対策は緊急だと感じていますか
について、「当てはまらない、あまり当てはま
らない、どちらでもない、やや当てはまる、

当てはまる」の 5 件法で尋ねた。
7 ） 職場全体および個別に対するアルコール健

康障害対策の実施が難しい理由あるいは実
施が進まない理由

　以下について、「該当、非該当、どちらでも
ない」の 3 件法で尋ねた。
① 従業員が飲酒による遅刻、欠席、欠勤、飲

酒運転や仕事上のトラブルがなく勤務でき
ている

② 従業員にはアルコールに関わる問題がない
③個人の嗜好の問題である
④プライベートの問題である
⑤その他の業務が忙しい
⑥周囲の理解が得にくい
⑦支援が難しい
⑧他に優先する健康問題がある
⑨考えたことがない

8 ） アルコール健康障害対策を円滑に進めるた
めに、必要と思われる施策や支援の内容

　選択肢は、他職種・他機関との連携、保健
指導の外部委託、外部講師による研修会、e-

ラーニング等のシステム、アルコール健康障
害対策に用いる教材・パンフレットなど、そ
の他（自由記述）であり、複数回答とした。

Ⅳ． 結果 
調査を依頼した 994 社のうち、169 社から回答

が得られた（回収率 17.0％）。
 

1 ）基本属性
基本属性について、表 1 に示す。業種は製造業

が最も多く、次いで建設業であった。産業保健ス
タッフ（医師、保健師、看護師、その他（衛生管
理者等））がいない企業は 23 社であった。

2 ）飲酒習慣のある従業員の把握状況
① 令和 5 年度申請時の健康経営評価指標「従業

員の健康状態に関する指標：生活主幹指標」
のうち、飲酒習慣のある者の人数および割合
　約 7 割の企業が回答し、飲酒習慣のある者
の人数および割合を把握していた。

②  AUDIT（アルコール使用障害同定テスト）の
定期実施状況（表 2）
　AUDITを実施している企業は17社 （10.1％）
であり、約 9 割は実施していなかった。
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3 ） 従業員のアルコール健康問題の把握状況
　従業員のアルコール健康問題の把握状況で
は、健康診断での異常を把握する企業が多かっ
た（表 3）。

4 ） 職場全体に対するアルコール健康障害対策に
対する取り組み状況（表 4）

　職場全体に対するアルコール健康障害対策に
対する取り組みについて、アルコール呼気チェッ
ク（アルコール検知器の使用）の実施（107 社、
63.3％）が最も多く、次いで、産業医等による

相談窓口の開設の実施（98 社、58.0％）であっ
た。ポスターによる掲示やパンフレットによる
情報提供は約 5 割が実施しており、新入社員・
入職時オリエンテーションや職員に対する研修
会・講演会は約 4 割が実施していた。

5 ） 個別に対するアルコール健康障害対策に対す
る取り組み状況（表 5－表 10）

① 健康診断の問診票で多量飲酒に該当している
が、健康上の問題がない従業員に対する対応

（表 5－表 6）
　健康診断の問診票で多量飲酒に該当してい
るが、健康上の問題がない従業員に対して、
産業医に次いで、保健師が対応していた。実
施している対応方法は、「医療スタッフによる
個別の保健指導、相談」が最も多かった。一
方で「ブリーフインターベンションによる減

表1　基本属性

　 　 企業数 ％
本社所在地 北海道・東北 29 （17.2）

関東甲信 49 （29.0）
東海・北陸 39 （23.1）
近畿 21 （12.4）
中国・四国 13 （7.7）
九州・沖縄 18 （10.7）

従業員数 ～ 99 97 （57.4）
100 ～ 999 42 （24.9）
1,000 ～ 9,999 23 （13.6）
10,000 ～ 7 （4.1）

業種 建設業 22 （13.0）
製造業 47 （27.8）
電気・ガス・熱供給・水道業 1 （0.6）
情報通信業 12 （7.1）
運輸業、郵便業 17 （10.1）
卸売業、小売業 13 （7.7）
金融業、保険業 10 （5.9）
不動産業、物品賃貸業 4 （2.4）
学術研究、専門・技術サービス業 6 （3.6）
宿泊業、飲食サービス業 1 （0.6）
生活関連サービス業、娯楽業 3 （1.8）
医療、福祉 8 （4.7）
複合サービス事業 1 （0.6）
サービス業（他に分類されないもの） 20 （11.8）
分類不能の産業 4 （2.4）

安全運転管理者選任対象事業所 該当 116 （68.6）

表2　AUDIT 実施状況

　 企業数 ％
実施している 17 （10.1）
実施していない 152 （89.9）
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　表3　従業員のアルコール健康問題の把握状況

　 　 企業数 ％

アルコールに関係する疾患
（アルコール依存症、肝硬変、急性膵炎、肝臓がんなど）

ある 41 （24.3）
ない 105 （62.1）
わからない 23 （13.6）

健康診断での異常（肝機能異常、脂質異常、高血圧など）
ある 111 （65.7）
ない 42 （24.9）
わからない 16 （9.5）

うつ病などの精神疾患 ある 21 （12.4）
ない 122 （72.2）
わからない 26 （15.4）

遅刻 ある 13 （7.7）
ない 123 （72.8）
わからない 33 （19.5）

欠席 ある 9 （5.3）
ない 126 （74.6）
わからない 34 （20.1）

早退 ある 6 （3.6）
ない 129 （76.3）
わからない 34 （20.1）

休職 ある 12 （7.1）
ない 137 （81.1）
わからない 20 （11.8）

自殺（自殺未遂含む） ある 1 （0.6）
ない 155 （91.7）
わからない 13 （7.7）

死亡 ない 155 （91.7）
わからない 14 （8.3）

交通事故 ある 4 （2.4）
ない 151 （89.3）
わからない 14 （8.3）

暴力 ある 2 （1.2）
ない 148 （87.6）
わからない 19 （11.2）

勤務中の飲酒 ある 2 （1.2）
ない 158 （93.5）
わからない 9 （5.3）

飲酒運転 ある 7 （4.1）
ない 153 （90.5）

　 わからない 9 （5.3）
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酒支援」が実施していると回答したのは僅か
2 社（1.2％）のみであり、約 5 割が実施でき
ないと回答していた。

② 健康診断の問診票で多量飲酒者に該当し、健
診項目に異常がある従業員への対応（表 7－
表 8）
　健康診断の問診票で多量飲酒に該当し、健
診で異常がある従業員に対して、産業医に次
いで、保健師が対応していた。実施している
対応方法は、「医療スタッフによる個別の保健
指導、相談」が最も多かった。一方で「ブリー
フインターベンションによる減酒支援」が実
施していると回答したのは 2 社（1.2％）のみ

であった。
③ アルコール依存症が疑われる従業員への対応
（表 9－表 10）
　アルコール依存症が疑われる従業員に対し
て、産業医に次いで、保健師が対応していた。
ブリーフインターベンションによる減酒支援
は 4 社（2.4％）のみが実施しており、4 割強
が実施できないと回答した。
　アルコール専門医療機関への紹介および就
労や復職の支援について、実施している、機
会があれば実施といった対応が可能な企業は
約 7 割であったが、一方で約 3 割の企業が実
施できないと回答した。

6 ） 企業として職場全体および個別に対するアル
コール健康障害対策の意識（表 11）

　職場全体および個別へのアルコール健康障害
対策の意識は、約 5 割の企業が重要だと感じる

（当てはまる・やや当てはまる）と回答した。一
方で、約5割の企業が緊急だと感じていない（当
てはまらない・あまり当てはまらない）と回答
した。

7 ） 職場全体および個別に対するアルコール健康

表4　職場全体に対するアルコール健康障害対策に対する取り組み状況

　 　 企業数 ％
新入社員、入職時のオリエンテーション 実施 73 （43.2）

未実施 77 （45.6）
今後実施予定 19 （11.2）

アルコール呼気チェック
（アルコール検知器の使用）

実施 107 （63.3）
未実施 50 （29.6）
今後実施予定 12 （7.1）

ポスターによる掲示
（飲酒運転、飲酒を控える、アルコールハラスメントなど）

実施 91 （53.8）
未実施 60 （35.5）
今後実施予定 18 （10.7）

パンフレットによる情報提供
（飲酒運転、飲酒を控える、アルコールハラスメントなど）

実施 87 （51.5）
未実施 67 （39.6）
今後実施予定 15 （8.9）

職員に対する研修会・講演会の実施 実施 73 （43.2）
未実施 82 （48.5）
今後実施予定 14 （8.3）

産業医等による相談窓口の開設 実施 98 （58.0）
未実施 60 （35.5）

　 今後実施予定 11 （6.5）

表5　�健康診断の問診票で多量飲酒に該当している
が、健康上の問題がない従業員について誰が
対応しているか（複数回答）

　 企業数 ％
産業医 62 （36.7）
看護師 16 （9.5）
保健師 47 （27.8）
直属の上司 37 （21.9）
安全衛生担当者（医療職以外） 44 （26.0）
誰も対応していない 58 （34.3）
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表6　�健康診断の問診票で多量飲酒に該当しているが、健康上の問題がない従業員についてどのように対応して
いるか

　 　 企業数 ％
パンフレット等の情報提供 実施している 35 （20.7）

機会があれば実施している 39 （23.1）
実施していないが、対応は可能である 35 （20.7）
実施していないが、医療スタッフなどと連携
できれば実施できる

4 （2.4）

実施できない 56 （33.1）
医療スタッフによる個別の 
保健指導、相談

実施している 36 （21.3）
機会があれば実施している 34 （20.1）
実施していないが、対応は可能である 32 （18.9）
実施していないが、医療スタッフなどと連携
できれば実施できる

10 （5.9）

実施できない 57 （33.7）
ブリーフインターベンションによる
減酒支援

実施している 2 （1.2）
機会があれば実施している 8 （4.7）
実施していないが、対応は可能である 35 （20.7）
実施していないが、医療スタッフなどと連携
できれば実施できる

39 （23.1）

実施できない 85 （50.3）
集団での健康教室 実施している 22 （13.0）

機会があれば実施している 22 （13.0）
実施していないが、対応は可能である 34 （20.1）
実施していないが、医療スタッフなどと連携
できれば実施できる

21 （12.4）

実施できない 70 （41.4）
医療機関への紹介 実施している 19 （11.2）

機会があれば実施している 28 （16.6）
実施していないが、対応は可能である 46 （27.2）
実施していないが、医療スタッフなどと連携
できれば実施できる

17 （10.1）

　 実施できない 59 （34.9）

表7　�健康診断の問診票で多量飲酒者に該当し、健診項目に異常
がある従業員について誰が対応しているか（複数回答）

　 企業数 ％
産業医 90 （53.3）
看護師 17 （10.1）
保健師 61 （36.1）
直属の上司 41 （24.3）
安全衛生担当者（医療職以外） 48 （28.4）
誰も対応していない 36 （21.3）
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表9　�アルコール依存症が疑われる従業員について誰が対応してい
るか（複数回答）

　 企業数 ％
産業医 77 （45.6）
看護師 19 （11.2）
保健師 51 （30.2）
直属の上司 60 （35.5）
安全衛生担当者（医療職以外） 54 （32.0）
誰も対応していない 49 （29.0）

表8　健康診断の問診票で多量飲酒者に該当し、健診項目に異常がある従業員についてどのように対応しているか

　 　 企業数 ％
パンフレット等の情報提供 実施している 36 （21.3）

機会があれば実施している 42 （24.9）
実施していないが、対応は可能である 39 （23.1）
実施していないが、医療スタッフなどと連携
できれば実施できる

11 （6.5）

実施できない 41 （24.3）
医療スタッフによる個別の保健指導、
相談

実施している 52 （30.8）
機会があれば実施している 37 （21.9）
実施していないが、対応は可能である 25 （14.8）
実施していないが、医療スタッフなどと連携
できれば実施できる

13 （7.7）

実施できない 42 （24.9）
ブリーフインターベンションによる
減酒支援

実施している  2 （1.2）
機会があれば実施している 13 （7.7）
実施していないが、対応は可能である 37 （21.9）
実施していないが、医療スタッフなどと連携
できれば実施できる

41 （24.3）

実施できない 76 （45.0）
集団での健康教室 実施している 22 （13.0）

機会があれば実施している 19 （11.2）
実施していないが、対応は可能である 40 （23.7）
実施していないが、医療スタッフなどと連携
できれば実施できる

24 （14.2）

実施できない 64 （37.9）
医療機関への紹介 実施している 27 （16.0）

機会があれば実施している 34 （20.1）
実施していないが、対応は可能である 52 （30.8）
実施していないが、医療スタッフなどと連携
できれば実施できる

15 （8.9）

　 実施できない 41 （24.3）
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障害対策の実施が難しい理由あるいは実施が
進まない理由（表 12）

　職場全体および個別に対するアルコール健康
障害対策の実施が難しい理由あるいは実施が進
まない理由として、従業員が飲酒による遅刻、
欠席、欠勤、飲酒運転や仕事上のトラブルがな
く勤務できていることの回答が多かった。

8 ） アルコール健康障害対策を円滑に進めるため
に、必要と思われる施策や支援の内容（表13）

　アルコール健康障害対策を円滑に進めるため
に、必要と思われる施策や支援の内容について、
約半数の企業がアルコール対策に用いる教材や
パンフレット、外部委託による研修会、保健指
導の外部委託が必要と回答した。その他の回答
は、専門医療機関の紹介、企業が相談できる窓

表10　アルコール依存症が疑われる従業員についてどのように対応しているか

　 　 企業数 ％
パンフレット等の情報提供 実施している 33 （19.5）

機会があれば実施している 37 （21.9）
実施していないが、対応は可能である 40 （23.7）
実施していないが、医療スタッフなどと連携
できれば実施できる

10 （5.9）

実施できない 49 （29.0）
医療スタッフによる個別の保健指導、
相談

実施している 35 （20.7）
機会があれば実施している 32 （18.9）
実施していないが、対応は可能である 36 （21.3）
実施していないが、医療スタッフなどと連携
できれば実施できる

14 （8.3）

実施できない 52 （30.8）
ブリーフインターベンションによる
減酒支援

実施している  4 （2.4）
機会があれば実施している 10 （5.9）
実施していないが、対応は可能である 43 （25.4）
実施していないが、医療スタッフなどと連携
できれば実施できる

36 （21.3）

実施できない 76 （45.0）
集団での健康教室 実施している 18 （10.7）

機会があれば実施している 18 （10.7）
実施していないが、対応は可能である 38 （22.5）
実施していないが、医療スタッフなどと連携
できれば実施できる

24 （14.2）

実施できない 71 （42.0）
アルコール専門医療機関への紹介 実施している 25 （14.8）

機会があれば実施している 28 （16.6）
実施していないが、対応は可能である 41 （24.3）
実施していないが、医療スタッフなどと連携
できれば実施できる

21 （12.4）

実施できない 54 （32.0）
就労や復職の支援 実施している 24 （14.2）

機会があれば実施している 29 （17.2）
実施していないが、対応は可能である 42 （24.9）
実施していないが、医療スタッフなどと連携
できれば実施できる

20 （11.8）

　 実施できない 54 （32.0）
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口、職場での減酒支援が挙げられた。

Ⅴ．まとめ
第 2 期計画での職域におけるアルコール健康障

害対策は、職場教育の推進および産業保健スタッ
フへの研修等による職域での対応促進、治療と就
労の両立を支援する産業保健スタッフ等の育成・
確保を掲げていたところ、本調査により、職域に
おけるアルコール健康障害対策のうち、職場全体
に対する取り組みは半数程度の企業で実施され、
個別に対する取り組みは十分行われていない現状
が明らかとなった。

まず、職場全体でのアルコール健康障害対策で
は、約半数の企業がアルコール呼気チェック、産
業医等による相談窓口の開設、ポスターやパンフ
レットによる情報提供、職員に対する研修会・講
演会を実施していた。第 2 期計画では職域におけ
るアルコール健康障害対策を求めているが、実際
は職場でのアルコール健康障害対策のマニュアル
は整備されておらず、アルコール健康障害に対す
る教育実施義務等もないため、それぞれの企業に
判断が委ねられている。そのため、職場全体に対
するアルコール健康障害対策実施割合をさらに高

めるためには、従業員の安全配慮義務の観点を踏
まえた職場でのアルコール健康障害対策のマニュ
アルの作成や、産業保健スタッフや職場教育に関
わる人事スタッフ等に対する研修の開催など職場
教育の推進が有効である可能性がある。加えて、
職場での教育で活用できるアルコール対策に用い
る教材やパンフレットの作成、従業員に対する外
部講師の研修会の開催や保健指導の外部委託など
教育支援体制の構築が望まれる。

次に、個別のアルコール健康障害対策について、
健康診断で多量飲酒に該当する従業員およびアル
コール依存症者に対する対応について尋ねた結果、
個別に対する対策は十分に行われているとはいえ
ない現状であった。健康診断での多量飲酒者やア
ルコール依存症を疑う者に対する対応者は、医療
職（産業医や保健師）と回答する企業が多く、最
も実施している対応方法は「個別の保健指導、相
談」で 2 割程度の実施であった。加えて、AUDIT
を実施している企業は約 10％、減酒支援（ブリー
フインターベンション）を実施している企業は約
1％、減酒支援（ブリーフインターベンション）を
実施できないと回答したのは 45％であった。

特定保健指導での飲酒に関わる支援について、

表11　企業としてアルコール健康障害対策の意識

　 　 　 企業数 ％
職場全体への対策 緊急だと感じる 当てはまらない 42 （24.9）

あまり当てはまらない 43 （25.4）
どちらでもない 41 （24.3）
やや当てはまる 26 （15.4）
当てはまる 17 （10.1）

重要だと感じる 当てはまらない 21 （12.4）
あまり当てはまらない 28 （16.6）
どちらでもない 27 （16.0）
やや当てはまる 27 （16.0）
当てはまる 66 （39.1）

個別への対策 緊急だと感じる 当てはまらない 41 （24.3）
あまり当てはまらない 43 （25.4）
どちらでもない 37 （21.9）
やや当てはまる 29 （17.2）
当てはまる 19 （11.2）

重要だと感じる 当てはまらない 20 （11.8）
あまり当てはまらない 28 （16.6）
どちらでもない 28 （16.6）
やや当てはまる 35 （20.7）

　 　 当てはまる 58 （34.3）
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表12　職場全体および個別に対するアルコール健康障害対策の実施が難しい理由あるいは実施が進まない理由

　 　 企業数 ％

従業員が飲酒による遅刻、欠席、欠勤、飲酒運転や仕
事上のトラブルがなく勤務できている

該当 130 （76.9）
非該当 26 （15.4）
どちらでもない 13 （7.7）

従業員にはアルコールに関わる問題がない 該当 111 （65.7）
非該当 32 （18.9）
どちらでもない 26 （15.4）

個人の嗜好の問題である 該当 51 （30.2）
非該当 47 （27.8）
どちらでもない 71 （42.0）

プライベートの問題である 該当 47 （27.8）
非該当 54 （32.0）
どちらでもない 68 （40.2）

その他の業務が忙しい 該当 18 （10.7）
非該当 91 （53.8）
どちらでもない 60 （35.5）

周囲の理解が得にくい 該当 14 （8.3）
非該当 98 （58.0）
どちらでもない 57 （33.7）

支援が難しい 該当 33 （19.5）
非該当 84 （49.7）
どちらでもない 52 （30.8）

他に優先する健康問題がある 該当 48 （28.4）
非該当 61 （36.1）
どちらでもない 60 （35.5）

考えたことがない 該当 19 （11.2）
非該当 111 （65.7）

　 どちらでもない 39 （23.1）

表13　�アルコール健康障害対策を円滑に進めるために、必要と思われる施策や支援の内容�
（複数回答）

　 企業数 ％
他職種、他機関との連携 63 （37.3）
保健指導の外部委託 77 （45.6）
外部講師による研修会 81 （47.9）
e- ラーニング等のシステム 55 （32.5）
アルコール対策に用いる教材やパンフレットなど 93 （55.0）
その他 19 （11.2）
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平成 25 年度版の標準的な健診・保健指導プログラ
ム以降、AUDIT の実施や減酒支援（ブリーフイン
ターベンション）が記載されてきたが、十分に活
用されていない可能性が明らかとなった。したがっ
て、個別に対する主な対応者である医療職に対し
て、AUDIT や減酒支援（ブリーフインターベン
ション）の普及を進める必要性が示唆された。ま
た、特定保健指導は健康保険組合の事業であるこ
とから、健康保険組合に対して、特定健診の標準
的な質問票や結果を今まで以上に活用し、健保事
業における多量飲酒者に対する支援方法を検討す
ることが必要であると考える。

健康診断での多量飲酒者やアルコール依存症を
疑う者に対する対応者として、調査対象企業の 2
割程度は医療職以外の安全衛生担当者や上司が対
応していると回答していた。このことからは、医
療職が常駐していない企業において、医療職では
ない上司や安全衛生担当者が活用できるマニュア
ル等のニーズがある可能性がある。

職場全体および個別に対するアルコール健康障
害対策の実施が難しい理由あるいは実施が進まな
い理由として、76.9％の企業が「従業員が飲酒に
よる遅刻、欠席、欠勤、飲酒運転や仕事上のトラ
ブルがなく勤務できている」、65.7％の企業が「従
業員にはアルコールに関わる問題がない」を挙げ
ていた。働く場である企業において、労務管理や
勤怠上の問題が生じていない多量飲酒者に対し企
業が何をどこまで行うべきであるか明確にしてい
くことは、職場におけるアルコール健康障害対策
促進につながる可能性がある。

以上のことから、職域におけるアルコール健康
障害対策の現状が明らかとなり、職域におけるア
ルコール健康障害対策を円滑に進めるための課題
が示唆された。

Ⅵ．謝辞 
本調査にご協力いただきました企業および企業

の担当者の皆さまに感謝致します。
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ご協力いただきました企業名一覧（順不同）

株式会社 JAL マイレージバンク 
株式会社 高舘組 
トヨタすまいるライフ株式会社
株式会社日立国際電気 
サイショウ . エクスプレス株式会社
小野薬品工業株式会社 
ATU ホールディングス株式会社 
ダイサンドット株式会社 
高知機型工業株式会社 
ブラザー工業株式会社 
ブライトスタッフ株式会社 
株式会社ローソン 
フレッシュ物流株式会社
株式会社 明電舎 
布目電機株式会社 
東京海上日動メディカルサービス株式会社
ホンダロジコム株式会社
株式会社八天堂 
社会福祉法人アンダンテ 
株式会社 りゅうせき建設 
三ツ和工業有限会社 
株式会社くだものかふぇ 
積水ハウス株式会社 
医療法人クレモナ会 ティーエムクリニック
カゴメ㈱
株式会社 JAL エンジニアリング 
株式会社菅澤建設 
大樹生命保険株式会社 
ANA 新千歳空港株式会社 
中部電力健康保険組合 
株式会社 MURATA  
日本航空株式会社 
ポッカサッポロフード＆ビバレッジ株式会社
鈴木ヘルスケアサービス株式会社 
有限会社新郷運輸 
社会福祉法人 佑啓会 
日本国土開発株式会社 
株式会社小山内組 
ANA 中部空港株式会社 
株式会社 NTN 多度製作所 
加賀建設株式会社 
株式会社シアーズホームグループ HD 
藤久運輸倉庫株式会社 
サントリー食品インターナショナル株式会社

三井住友海上あいおい生命保険株式会社
ニッコー・フィンメック株式会社
田地川運送株式会社 
株式会社 LIXIL 
一般財団法人サンスター財団 
公益財団法人 枚方市スポーツ協会 
KM バイオロジクス株式会社 
オリンパス株式会社
キヤノンプレシジョン株式会社
四国酸素株式会社 
株式会社あまの創健 
株式会社 京応 
伊藤超短波株式会社 
株式会社テクノステート
東洋設備工業株式会社
喜多機械産業株式会社
三井不動産レジデンシャル株式会社
ティ・アイ・エス株式会社
沖縄ツーリスト株式会社 
コニカミノルタメカトロニクス株式会社
株式会社片桐紙器 
三重電子株式会社 
株式会社野村総合研究所 
有限会社ワシオ商会 
有限会社武山商運 
ヘルスデザイン株式会社
宮崎商工会議所 
株式会社 KDS 菊池自動車学校
宮崎キヤノン（株） 
イケダアクト株式会社
玉井建設株式会社 
株式会社 JAL スカイ 
ケンプリア株式会社
北王コンサルタント株式会社 
サンナッツ食品株式会社
エーテンラボ株式会社
土山印刷株式会社 
フジ住宅株式会社
株式会社タニタヘルスリンク 
室蘭まちづくり放送株式会社 
株式会社ヨコレイ 
株式会社オンフェイス 
梅南鋼材株式会社 
株式会社ドクターズ・マン 
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アテル株式会社
株式会社 KSK 
アルプススチール株式会社
升川建設株式会社 
パソナ・パナソニック ビジネスサービス株式会社 
ダイハツ工業株式会社 
宇都宮工業株式会社 
株式会社キャリアコンサルティング 
ウェルネスワーク株式会社
津軽警備保障株式会社 
株式会社東京すずらん 
株式会社アダムスセキュリティ 
株式会社新日本技術コンサルタント 
株式会社健幸プラス 
株式会社ジェイテクトギヤシステム 
株式会社 NewSupport 
出光興産株式会社 
大有建設株式会社 
A’s 社会保険労務士法人 
株式会社サンライフ企画 
トランスファシステムサポート株式会社
岩手道路開発株式会社 
中村留精密工業株式会社 
マルケー食品株式会社
北見商工会議所 
株式会社 玉井設計 
サーラフィナンシャルサービス株式会社
株式会社星合 
株式会社池松機工 
キヤノンマーケティングジャパン株式会社

（株）巽設計コンサルタント 
株式会社三恵シーアンドシー 
株式会社 WellGo 
スワロー工業株式会社
株式会社三重日立 
株式会社トレンディ茨城 
テクノエイト株式会社
エイエスエムトランスポート株式会社
旭電設工業株式会社 
五條メディカル株式会社 
医療法人藤風会 くどう皮ふ科医院 

株式会社アイネットファクトリー 
株式会社九州日立システムズ 

（株）パーソナルベストベスト 
株式会社熊本計算センター 
日興テクノス株式会社 
TT ピーエム株式会社 
横浜低温ロジスティック株式会社 
森菊株式会社 
こだま食品株式会社 
株式会社神戸マツダ 
ヤマハモーターエンジニアリング株式会社
鮎川産業株式会社 
アジアクリエイト株式会社
大阪府住宅供給公社 
明治安田生命保険相互会社 
双峰通信工業株式会社 
株式会社福島製作所 
株式会社ソフトウェアプロダクツ 
楠原壜罐詰工業株式会社 
日本ガイシ健康保険組合 
トヨタ自動車株式会社
有限会社アップエージェント 
株式会社中央運輸 
東光コンピュータ・サービス株式会社 
中発販売株式会社
国際建設株式会社
根室交通株式会社 
公益財団法人中国労働衛生協会 
ニッシンテクニス株式会社
阪急阪神リート投信株式会社 
株式会社菅原組 
三和ロボティクス株式会社 
株式会社グッドパワー 
姫路ハウスサービス株式会社 
株式会社メンタルヘルス・リサーチ＆コンサルティング
伊豆義株式会社 
アルプス薬品工業株式会社
梅田工業株式会社 
株式会社ピーエスシー 
株式会社 BJU 
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健康診断および保健指導におけるアルコール健康障害への�
早期介入に関するガイドライン

筑波大学医学医療系　地域総合診療医学　吉本尚

　アルコール健康障害対策推進基本計画の第 2 期計画では、基本的施策の 1 つである「健康診断および保
健指導」において、以下のような記載がなされている。
　

（現状等） 
　各地域でのアルコール依存症をはじめとするアルコール健康障害対策の充実に向けては、地域の実
情に応じて、早期発見、早期介入から専門医療、自助グループへの参加等による回復支援に至る連携
体制の整備が求められる。
　その中で、アルコール健康障害の発生や進行を予防するためには、様々な機関における早期のスク
リーニングとブリーフインターベンション（※）の取組の普及が重要であり、また、国内での関連の
知見も蓄積しつつある。
　※  実在又は潜在的なアルコール問題を特定し、対象者の飲酒行動に変化をもたらすことを目的とし

た短時間のカウンセリングなど、個人がそれについて何か行動するように動機づける実践である。
　地域の健康診断及び保健指導においては、保健所を中心とした先進的な取組が図られている自治体
が見られるものの、全国的には取組が十分に進んでいない。
　また、労働者から相談があった場合等に適切な機関につなぐことができるよう、産業保健スタッフ
等に対して、アルコール健康障害に関する啓発を進めていくことが重要である。

（目　標）
　地域及び職域におけるアルコール健康障害予防のための体制の整備、専門医療機関等との連携の強
化を目標として、以下の施策を講じる。

　本ガイドラインは、健康診断および保健指導の中で、高血圧や脂質異常症、耐糖能障害や肝機能障害な
どの背景にある過剰なアルコール摂取を「みつける（スクリーニング）」「かかわる（ブリーフインターベ
ンション）」「つなぐ」ことで、アルコール健康障害や社会的影響の発生、医療費増加といった影響を抑え、
労働安全や労働生産性を高めることを目的としている。

　ガイドラインは今後の使い勝手を考え、本事業報告書の末尾に資料として示し、それぞれ単独で利用で
きるように工夫した。なお、本ガイドラインは、科学的知見の蓄積状況等を踏まえ、必要に応じて見直し
を行う可能性がある。
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職域におけるアルコール健康障害への早期介入�
好事例集

菊地亜矢子、吉本　尚

●事例1：新聞社特有の飲酒文化に向き合うきっかけとしてAUDIT を開始
　　　　　　　　　　 　……調査協力者
 朝日新聞東京本社　管理本部（労務部・健康管理）　産業医　伊東明雅先生
 朝日新聞東京本社　管理本部（労務部）　柿本憲助さん
 朝日新聞健康保険組合　健康相談室　保健師　西畠文江さん

●事例2：健康経営�®とコラボヘルス事業を基盤に関係者間連携でアルコール対策を推進
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……調査協力者
 小野薬品工業株式会社　人事管理部　健康推進課

●事例3：健康管理室と多職種および専門医療機関との連携で取り組むアルコール対策
　　　　　　　　　　　　　……調査協力者
 ＫＭバイオロジクス株式会社　本社健康管理室　産業医　毛井順子先生
 保健師　宮田真理子さん

●事例4：健康管理センターと健康保険組合が連携して従業員の健康管理
　　　　　　　　　　　　　　　……調査協力者
 ブラザー工業株式会社　健康管理センター　保健師　曽我紀子さん
 ブラザー健康保険組合　保健推進センター　保健師　久米智美さん
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新聞社特有の飲酒文化に向き合う
きっかけとしてAUDITを開始
（株式会社朝日新聞社）

事 例 1

【会社概要】
本社所在地：東京都中央区築地5－3－2
業種：情報通信業（新聞・デジタルメディアによるコンテンツ事業、

イベント事業、不動産事業）
従業員数：3,939人（2023年4月現在）

朝日新聞社 産業医 11 名、

朝日新聞社健康保険組合 保健師 11 名

会社×健保 コラボでの取り組み

【要 約】
朝日新聞社は、従業員がいきいきと元気に働き続けられるように、健康づ

くりを積極的に支援するとともに、生活習慣病等の疾病の発生予防に力を入
れるなど、朝日新聞健康保険組合と連携して健康経営を実践している。健康
経営に取り組み始めた2017年に「禁煙ポリシー2020」を策定し、禁煙対策に
一定の効果を得たことから、2025年までにリスク飲酒率を半減する目標を立

て、アルコール健康障害対策に取り組んでいる。

AUDIT実施による従業員のアルコールリテラシーの向上

従業員に対し、自身の飲酒習慣に問題がないかどうか、年に1回 AUDITを実施している。
AUDIT実施後のフィードバックは、点数に準じて４種類から情報提供する仕様である。
判定において点数が高くても、「依存症」という言葉は使わないよう工夫した。
全従業員を対象とし任意回答での実施だが、回答率は年々上昇しており、従業員の関心が
高いことを実感している。

重要ポイント！ AUDIT点数の判定
点数が高くても「依存症」という言葉は使わず「とっても危険」
と表現。否認を強めないよう、配慮している。

5 章　事例１
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調査協力者
朝日新聞東京本社 管理本部（労務部・健康管理） 産業医 伊東明雅先生
朝日新聞東京本社 管理本部（労務部） 柿本憲助さん
朝日新聞健康保険組合 健康相談室 保健師 西畠文江さん

労働安全衛生の管理上、職場巡視を実施しており、冷蔵庫内を含め、労働環境が適切に保
たれているか産業医が確認を行っている。

AUDIT実施を通じて全従業員のアルコールリテラシーの向上

好事例ポイント

職場巡視によるチェック

アルコールリテラシー向上のための社内発信

適正飲酒の啓発や、AUDITの回答率の向上のために、社内メールや掲示を活用して情報発
信を行っている。23年11月のアルコール関連問題啓発週間には女性トイレの扉など目に付
くところに飲酒のリスクを啓発するポスターを掲示し、社内からの反響も大きい。

社内での飲酒文化にメス

社内の会議室等で行われてきた納会や歓送迎会での飲酒を禁止（2022年4月～）

健康経営推進をきっかけに適正飲酒に会社として取り組む

新入社員研修や個別面談時に産業保健職が適正飲酒を啓発
新入社員研修や、産業保健職との個別面談（入社3年目までは毎年実施／全国の総局記者は
年1回実施）の際、適正飲酒の啓発や、飲酒と運転に関する情報提供を実施している。新入社
員研修では、アルコールパッチテスト（24年度からは体質検査キット）を実施している。

産業保健スタッフの研修
個別支援のため、ブリーフ・インターベンション＆HAPPYプログラム研修を受講済みである。

健康保険組合と密に連携したコラボヘルスとして健康経営を実践

AUDITの社内告知メール AUDITの
社内掲示ポスター
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事 例 ２

【会社概要】
本社所在地：大阪市中央区久太郎町1丁目8番2号
業 種：製造業(医薬品の研究・開発・販売）
創 業：享保2年（1717年）
従業員数 ：3,381名（単体）・3,761名（連結）
産業保健 ：産業医19名（非常勤嘱託）、保健師3名、
スタッフ その他（衛生管理者等）20名

【要 約】
小野薬品工業株式会社では、健康経営を基盤に、会社・健保組合・産業保健スタッフ等
が、コラボヘルス事業として連携しながら社員の健康を管理している。
新型コロナウイルス感染拡大を機に全社で働き方改革が急速に進み、在宅と出社のハイ
ブリット勤務やスーパーフレックス制度などの柔軟な働き方が実現した一方、コロナ禍
で外出や気分転換の機会が減少した一部の社員に、多量飲酒の課題が生じた。そこで、
飲酒習慣改善に向けてリテラシーを高める健康教育を実施し、関係者と連携してアル
コール対策を進めた結果、リスクある飲酒習慣（毎日２合以上）は改善傾向にある。

飲酒に関する研修会の実施

大阪府東警察署 交通課に講師派遣を依頼し、飲酒に関する研修として交通講話を実施した。
その録画動画を全社員に配信し、営業車を運転する者（営業部門）は受講を必須とした。

経営層の理解と、人事、保健師を介した
健康情報の発信

健康経営のもと、経営層もコロナ禍における
アルコール健康障害に課題意識を持ち、全社で
アルコール対策を実施した。
社内の実態調査を行い、リーフレットを作成し、
ポスター掲示と社内イントラネットを活用して
全社員に健康情報として発信した。
健康情報には、飲酒と健康、多量飲酒のデータ、
AUDIT（アルコール使用障害テスト）のセルフ
チェック、依存症や相談先等を掲載した。

営業車の乗車前後にアルコールチェックを徹底

法令施行前に、就業開始・終了時のアルコールチェックと声色確認を
営業職全員に義務付けた。

全社員に対するアルコール健康障害対策

健康経営®とコラボヘルス事業を基盤に
関係者間連携でアルコール対策を推進

（小野薬品工業株式会社）

5 章　事例２
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調査協力者
小野薬品工業株式会社 人事管理部 健康推進課

高リスク者支援における、個人情報保護を原則とした関係者間の連携

好 事 例
ポ イ ン ト

各地の安全衛生委員会とコラボレーションした健康イベントの開催

事業所別の健康年齢と健康課題を通知し、改善に向けて健康イベントを開催して
いる。健保組合と人事、保健師が連携して組織の健康づくりを支援している。

健康年齢を活用した、個々のヘルスリテラシー向上と組織の健康づくり

健康経営におけるアルコール健康障害の課題認識と健康情報の発信

定期健康診断 特定保健指導および事後措置面談

【特定保健指導】
健康保険組合を中心に、外部サービスを活用して特定保健指導を実施している。検査値や面
談の結果から多量飲酒等による健康リスクが強く疑われる社員に対して、個人情報の取扱い
に留意した上で連絡をいただくことがある。その際には、コラボヘルスを基盤に健保組合が
人事と連携し、就業環境を整備して飲酒習慣や体調の管理を支援している。

【事後措置面談】
定期健康診断の結果からリスクの高い社員に対して、産業医面談で受診勧奨や事後措置を
進めている。その後は保健師を中心に、保健指導の実施や、個人情報に配慮しながら人事
や事業場の関係者等と連携を図り、対象社員の職場環境や健康管理をサポートしている。

会社×健保 コラボヘルスでの取り組み

重要ポイント！
多量飲酒など高リスク者の支援には、
関係者の情報共有と連携が大切！

健康年齢®を活用したヘルスリテラシーの向上

毎年健康診断の結果から算出される健康年齢を、社員に
通知している。前回比較と共に健康年齢や健診結果に基
づく生活習慣改善に向けたアドバイスが掲載されており、
飲酒習慣を含めた生活習慣の改善を促すきっかけとなっ
ている。
多量飲酒の防止だけでなく、製薬業に従事する社員とし
てヘルスリテラシーを高めていけるよう働きかけている。

「健康経営®」は、ＮＰＯ法人健康経営研究会の登録商標です。
「健康年齢®」は、株式会社JMDCの登録商標です。
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健康管理室と多職種および専門医療機
関との連携で取り組むアルコール対策
（ＫＭバイオロジクス株式会社）

【会社概要】
本社所在地：熊本市北区大窪一丁目6番1号
業種：製造業（ヒト用ワクチン、血漿分画製剤の研究・

開発・製造・供給、動物用ワクチンの製造、
新生児マススクリーニング）

従業員数：2015名（2023年12月地点）

産業保健スタッフ：産業医4名、保健師2名、看護師2名、
その他（衛生管理者等）12名

アルコール依存症の治療が必要な従業員への支援
抑うつや不眠で面談を希望され、眠れないことから寝酒や問題飲酒、アルコール依存症
が発覚する場合が多い。そこでアルコール依存症が疑われる場合は、産業医面談に併せ
て、外部の依存症専門の臨床心理士との面談を継続的に実施し、受診勧奨をしている。
治療者に対しては、専門医療機関と連携し、健康管理室が治療継続をサポートしている。

職場環境のストレスから異動を希望し、産業医と面談。メンタルヘルスの
悪化だけでなく、アルコール依存症が疑われる問題飲酒が発覚。
本人に治療の必要性を説明し、保健師がアルコール依存症の専門医療機関を
予約し、同行受診。受診後は健康管理室で服薬してもらい、主治医やカウン
セラーと連携しながら治療を継続した。現在は依存症を克服し、元気に就労
している。

精神面の調子が悪いとの訴えがあり、面談。中性脂肪高値、栄養状態不良だ
けでなく、問題飲酒があり、依存症の傾向であった。外部の依存症専門の臨
床心理士と産業医との面談を定期的に実施し、受診勧奨を続けている。

重要ポイント！ 治療者に対する仕事と治療の両立支援
仕事上での関係であり、職場で介入できる範囲は限られる。専門医療機関
と連携し、情報を共有しながら治療をフォローすることが重要。

～事例紹介～

事 例 3

【要 約】
ＫＭバイオロジクス株式会社では、従業員本人からアルコールに問題があると相談さ

れることは少なく、メンタルヘルス不調など別の問題を訴える中で発覚することが多い。
アルコール依存症が疑われる者には、依存症専門の臨床心理士と産業医との面談を定期
的に実施し、受診勧奨をしている。また、治療者に対しては、専門医療機関と連携し、
治療が継続できるよう支援を行っている。
会社全体で、定期健康診断での事後対応確認と事後面談、中途入社者に対する個別面

談、新入社員に対する健康教育、全従業員に対する啓発などアルコール対策に幅広く取
り組んでいる。

会社での取り組み

Aさん
女性

Bさん
男性

5 章　事例３
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・健康管理室から健康ニュースの発信
・衛生月間や食育月間に合わせた講演会や研修会を

実施
・社用車にのる従業員は、乗車前後に呼気アルコー

ルチェックを実施
・アルコールハラスメントを含むハラスメント研修

をe-ラーニングにて全員受講

全従業員に対する啓発、情報提供

調査協力者
ＫＭバイオロジクス株式会社 本社健康管理室 産業医 毛井順子先生

保健師 宮田真理子さん

中途入社者に対する個別面談

保健師が中途入社者全員に対して面談を実施し、体調や飲酒含めた生活習慣を確認し、
把握している。気になる者に対しては、面談を実施している。

定期健康診断後のフォローアップ

新入社員に対する健康教育

新入社員で有所見者は多くないが、多量に飲酒する者がみられる。集団での健康教育の
機会を設け、急性アルコール中毒の予防、将来的な肥満予防に努めている。

従業員に対する各部署の協力

１．健康管理室から全管理職に向け、健診後の事後措置の流れを通達
２．管理職（所属長）は、対象者（健診事後対応確認対象者・面談対象者）を把握

（項目は伏せて対象者名だけ通知）
３．未報告者・未面談者に対する催促は、所属長にも案内

従業員に対する健診事後対応確認と体調確認（面談）

１．健診事後対応確認対象者（要精密検査判定・要治療判定者）へは、医療機関受診を
勧奨し、受診結果を報告依頼

２．体調確認が必要な従業員へは、産業医または保健師による面談を実施
３．定期的な体調確認が必要な場合は、継続的に面談を実施

相談窓口の設置
メンタルヘルス関連や依存症など、常勤の産業医や保健師、外部カウンセラーを設置し
ており、相談しやすい体制を整えている。

好事例ポイント

アルコール依存症を疑う、治療が必要な従業員に対して、職場と外部の依存症
専門の臨床心理士や専門医療機関が連携した個別支援

健康状態の確認や支援が必要な従業員に対する継続的に面談を実施

全従業員に対して、飲酒習慣改善に関する情報提供、アルコールハラスメント
などの啓発を幅広く実施
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健康管理センターと健康保険組合が
連携して従業員の健康管理
（ブラザー工業株式会社）

事 例 4

【会社概要】
本社所在地：愛知県名古屋市瑞穂区苗代町15番1号
業種：製造業(プリンター、複合機、工作機器、家庭用ミシンなど）
従業員数：ブラザー工業(単独)3,890人 (2023年3月31日現在)

ブラザー工業株式会社 人事部健康管理センター
産業保健スタッフ：産業医(常勤)5名、保健師8名

ブラザー健康保険組合 保健推進センター
産業保健スタッフ：保健師4名

会社独自の基準レベル（事後措置判定区分）に準じて階層化を行い、特定保健指導および
事後措置面談を実施している。レベルに準じて、保健師または産業医が面談を行い、個々
に健診結果の年次推移グラフを用いた結果の説明および生活習慣改善に関わる保健指導を
している。多量飲酒による影響が考えられる場合や、職場上司から相談がある場合は、面
談で飲酒習慣について必ず触れている。

ブラザー工業独自の判定区分から階層化判定
と保健指導対象者の選定

検査の数値や項目数に応じて、重症度の階層化

レベル1 レベル2 レベル３

保健師または産業医が面談
重症度に応じて、受診勧奨や専門医を紹介。
飲酒が原因である場合は必ず触れる。

減酒が必要な場合はできる範囲の目標を提案。

Lv１

Lv2

Lv３

重度の疾病もしくは疾病の可能性を疑うもの
就業制限の検討や必要に応じたフォローが必要
主治医や会社と連携し、治療と仕事の両立ができるような働きかけを
する。

中等度の疾病で薬物治療と生活指導が必要なもの
数ヵ月後にはそこで得られた健康課題が実行されているのか確認や追
加指導を行い、確実に健康リスクを下げていく関わりをする。
少なくとも年2回はフォローを行う必要があり、継続的な関わりを
行っていくことが望ましい。

軽度の疾病で生活習慣の改善を強化すべきもの
対象者が自らの健康課題に気付き、自らの意思による行動変容によっ
て健康課題を改善できるよう、必要な情報の提示と助言をする。
少なくとも年１回はフォローするが、継続的な関わりをしていくこと
が望ましい。

会社での取り組み

定期健康診断後  事後措置面談

【要 約】
ブラザー工業株式会社では、従業員の約2割が毎日飲酒をしており、特に50歳代男性は

飲酒量が多く、肝機能異常に該当する者が多いことがわかっている。
定期健康診断後は、会社独自の基準レベル（事後措置判定区分）に準じて階層化を行

い、保健師または産業医による事後措置面談を実施している。多量飲酒による影響が考
えられる場合は、面談で飲酒習慣について必ず触れている。また、アルコール依存症が
疑われる従業員には、保健師および産業医が本人と相談しながら受診に繋げている。

5 章　事例４
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調査協力者
ブラザー工業株式会社 健康管理センター 保健師 曽我紀子さん
ブラザー健康保険組合 保健推進センター 保健師 久米智美さん

新入社員と30歳に全員面談

新入社員と30歳の従業員全員に対し
て、健康診断後に保健師による面談
を実施している。健診結果より、肝
機能異常がある場合や不適切な飲酒
習慣がある人は、飲酒について必ず
触れる。

専門医療機関受診への連携

疾病を強く疑う場合やアルコール依存症が疑われる場合は、保健師と産業医が従業員と面
談し、本人と相談した上で専門医療機関に繋げている。ブラザー記念病院だけでなく、近
隣医療機関や依存症専門病院とも連携し、受診に繋がる体制を整えている。

重要ポイント！保健師からの声掛け
肝機能の数値が上がっていますが、
お酒を飲み過ぎていませんか？
新入社員：飲み会が原因？
30代以上：日々の飲酒量は？

6月・10～11月をブラザー健康生活月間として、
健康保険組合とコラボし、グループ全体の健
康づくり活動を推進。そのほか、様々な機会
に情報提供を実施している。

アルコールに関する啓発、情報提供
（ブラザー健康保険組合との連携）

①保健師および産業医面談

飲酒習慣のヒアリング、
治療の必要性の説明
→本人へ状況説明と相談、

本人へ気づきの促し

③受診後の継続支援

本人・上司との面談を行
い、治療状況の確認。
その後も一定期間、継続
面談を実施。

②受診に繋ぐ

【検査が必要な場合】
→ブラザー記念病院等での検査

【何らかの問題がある場合】
→産業医が紹介状を作成し、

近隣医療機関・専門医療機関
への受診に繋げる

定期健康診断時の問診票および結果から、アルコール健康障害リスクが
高い多量飲酒者を抽出し、レベルに準じた保健指導

新入社員と中堅以上社員とでは飲酒習慣の違いに考慮した対応

会社、健保と専門医療機関との連携体制

好事例ポイント





第 6 章　 
医療機関でのアルコール健康障害への早期介入と

専門医療機関との円滑な連携に関する 
ガイドラインおよび好事例集
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医療機関でのアルコール健康障害への早期介入と専門医療機関
との円滑な連携に関するガイドライン

筑波大学医学医療系　地域総合診療医学　吉本尚

　アルコール健康障害対策推進基本計画の第 2 期計画では、基本的施策の 1 つである「アルコール健康障
害に係る医療の充実等」において、以下のような記載がなされている。
　

（現状等） 
　アルコール健康障害に対する医療の充実は、当事者の健康とともに、様々な地域社会問題への対応
の観点からも重要である。アルコール健康障害の診療が可能な医療機関については、全国的に専門医
療機関の整備が進展しているものの、治療が必要な方が適切な医療につながっていない可能性がある。
引き続き、関連医療機関の整備や、医療従事者への研修などの人材育成を推進し、円滑に必要な医療
を受けられる体制を整備することが重要である。
　特に、アルコール健康障害への対応は、早期発見から治療、回復までの一連の切れ目のない取組が
重要である。このため、相談機関、かかりつけ医、従来アルコール依存症の治療を実施していない一
般の精神科医療機関、地域の救急医療等を担う総合病院、専門医療機関、自助グループなどの関係機
関の連携を促進するべきである。
　また、アルコールは依存症以外でも肝疾患やうつ病、認知症など様々な疾病リスクや自殺リスクに
関連しており、プライマリケアや一般の精神科医療機関においてアルコールに着目した積極的な介入
を推進するべきである。
　さらに、医療の質の向上のため、アルコール健康障害の医療に関する研究も必要である。

（目標） 
アルコール依存症をはじめとするアルコール健康障害の当事者が、その居住する地域に関わらず、質
の高い医療を受けられるよう、専門医療機関の整備とともに、かかりつけ医や一般の精神科医療機関
など地域の医療機関の機能を明確化し、各地域における医療連携の推進を図ることを目標として、以
下の施策を実施する。

　本ガイドラインは、医療連携の中で、切れ目のない支援のために有効な SBIRTS（エスバーツ）の観点
から、アルコールの過剰な摂取者を「みつける Screening」「かかわる Brief Intervention」「つなぐ Referral to 
Treatment and Self-help groups」ことで、アルコール健康障害や社会的影響の発生といった影響を抑え、治
療が必要な方が適切な医療につながっていない、いわゆる治療ギャップを減らすことを目的としている。

　ガイドラインは今後の使い勝手を考え、本事業報告書の末尾に資料として示し、それぞれ単独で利用で
きるように工夫した。なお、本ガイドラインは、科学的知見の蓄積状況等を踏まえ、必要に応じて見直し
を行う可能性がある。
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医療連携　好事例集

筑波大学医学医療系、独立行政法人国立病院機構久里浜医療センター　新田　千枝
特定非営利活動法人 ASK　武田　悠子

たづカウンセリングルーム　菅原田鶴子

1．目的
本調査は、「医療機関でのアルコール健康障害へ

の早期介入と専門医療機関との円滑な連携に関す
るガイドライン」作成に関連して、先進的かつ模
範となる取組みを実施している全国の医療機関や
行政機関から好事例を募集し、ヒアリング調査に
基づき、他の医療機関や自治体にも活用できるよ
うな基礎資料を集積することが目的である。

2．方法

調査対象および情報収集の方法
本調査では、地域連携の中でも特に、アルコー

ル依存症専門医療機関とその他の医療機関（内科、
かかりつけ医、救急科、一般精神科等）との積極
的な医療連携に取り組んでいる施設および支援者
を「好事例大募集」チラシを用いて公募した。告
知および募集は、アルコール関連問題の関係者が
集う医療連携メーリングリストや、2023 年度アル
コール・薬物依存関連学会合同学術総会にて行っ

た。その結果、応募内容が本調査の主旨に適合し、
約90分のインタビューへの協力に対応が可能な以
下の 6 つの機関が対象として抽出された。調査の
実施期間は、2023 年 12 月から 2024 年 1 月であっ
た。なお、調査対象抽出にあたって上述の通り、
全国に向けて公募をしたところ、広島県から複数
応募があった。研究者にて各地域の取組みについ
て確認したところ、いずれも独特で先進的な取組
みであることが認められたため、今回は広島県の
3 施設が含まれることとなった。

＜調査協力施設名（所在地）一覧＞
①瀬野川病院（広島県広島市）
②三原病院（広島県三原市）
③呉医療センター（広島県呉市）
④ 沖縄リハビリテーションセンター病院（沖縄県

沖縄市）
⑤刈谷病院（愛知県刈谷市）
⑥岡山市こころの健康センター（岡山県岡山市）
⑦ 東北会病院（宮城県仙台市）
　 ※ 本事例のみ、特定非営利活動法人 ASK への委託事業

として実施。

調査項目
① 地域連携がはじまった背景（開始時期、きっか

け、地域連携開始当初のキーパーソン、核となっ
た組織、運営主体などの事業概要）

② これまでの具体的な活動実績（医療連携の具体
的な取組み内容とその実績）

③ 現在の活動内容（直近の活動状況：現在、連携
している機関、関係者やスタッフ、メンバーの
構成等）

④活動資金（活用している助成金や事業など）
⑤ 活動の取組みの特色や PR ポイントに関する質

問
「これらの活動を通じてどのようなことが得られま
したか？」（成果）

「活動を進めていくうえで、障壁や困難はありまし
たか？」（障壁の乗り越え方）
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「COVID-19 感染拡大の 3 年間の活動はどのようで
したか？」（非常事態時の事業継続性）

「取組みを継続していく上で重要なことや、工夫は
ありますか？」（事業継続のための独自の工夫点）

「他の地域の方が、みなさんと同じような取組みを
したいと思ったら、まずどのようなことからはじ
めたらいいですか？」（好事例普及・活用のヒン
ト）

「すばり、みなさんのところで、地域連携がうまく
いっているのは、何が秘訣ですか？」

「かかりつけ医、内科、救急、一般の精神科医療機
関と専門医療機関との円滑な連携」を進めていく
上で、どのような施策があるとよさそうでしょう
か？（医療連携の実践を通じた気づきや意見）

「今後活動を進めていくうえではどのようなことが
課題となっていますか？また今後の展開や、展望
を教えてください。」（今後の展望）

3．結果
ヒアリング調査の結果について、「医療連携　好

事例レポート」として、本章末にまとめた。

4．考察
本章では、アルコール健康障害対策に関する地

域における医療連携について、全国の各地域にて
先進的、モデルとなる取組みを行っている機関の
担当者にヒアリング調査を実施し、好事例レポー
トとしてまとめた。その結果、依存症の専門的な
支援を必要とする当事者とその家族を適切な治療
や支援につなげるため、各地域の特性や資源を生
かして様々な独自の取組みがなされていることが

明らかになった。これらのモデルとなる取組みが
実現している背景には、「なかなか依存症専門医療
につながらない当事者（家族）を、何とかして治
療や支援につなげたい」という連携立ち上げのキー
パーソンの熱意が発端となっている点が共通して
いた。また、医療連携の取組みを通じて、「お互い
に顔の見える関係づくりができた」ということが
成果として得られたことが複数の地域から報告さ
れた。その一方で、今回ヒアリングした大部分の
地域において活動資金源は、関係者のボランティ
ア精神に依拠していた。補助事業として活動資金
を確保している地域においても、本来必要な予算
に対して十分な資金があるとは言えず、連携活動
のために発生する人件費や旅費、消耗品費等の大
部分が関係機関や個人の持ち出しとなっていた。
そして地域連携活動の資金としての明確な予算が
ないことが、これらの活動を拡大、維持するため
の障壁となっていることもあげられていた。また、
連携活動の中心となる担当者が高齢化しているに
もかかわらず、引き継げる若手がいないといった
人材不足も挙げられていた。

以上のことから、今後、地域における医療連携
を活性化し、アルコール健康障害対策をさらに推
進していくためには、国や自治体による補助事業
の創出・拡充、活動の継続性を担保する仕組みづ
くり（正式な施策・事業として位置付けること）
が必要である。さらに、地域連携を担う者の人材
育成や、地域連携を活性化させることを職務とし
て担う者の継続的な人員配置などが実施されるこ
とが期待される。



医療連携　好事例レポート

執筆者：�事例 1～ 6� 筑波大学　医学医療系　新田千枝

　　　　事例7� 特定非営利活動法人ASK　武田悠子
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�【インタビュー協力者】　加賀谷有行　氏　（瀬野川病院 KONUMA 記念依存とこころの研究所所長）

1．先進的・モデルとなる取組み
「アルコール健康障害サポート医」養成研修会
（以下、サポート医養成研修）は、地域のかかりつ
け医（内科）、産業医、救急医、さらに依存症を専
門としない精神科医を対象に、アルコール健康障
害についての知識を深めて、気楽な相談ができる
関係づくりを目的に実施。研修内容には、アルコー
ル依存症総論や、専門医療機関における治療の紹
介に加え、依存症から回復した当事者のメッセー
ジを含むことが特徴。かかりつけ医や産業医や救
急医等を対象とした「広島県アルコール健康障害
サポート医」は 1 回 2 時間の講習受講で認定され
る。さらに「広島県アルコール健康障害サポート
医（専門）」は精神科医等を対象としてアルコール
健康障害への早期介入等を担う資格として設定。
計 5 時間の受講で認定される。また、精神科医以
外でもサポート医を取得した医師がステップアッ
プで「サポート医（専門）」を取得可能である。研
修は全て、受講者負担はなく無料。登録医は、広
島県アルコール健康サイトhttps://www.pref.hiroshima. 
lg.jp/soshiki/57/alcohol-kenko-cite.html 内の名簿に
掲載されるしくみとなっている。

2．連携の活動がはじまった背景
活動開始の契機

加賀谷氏が勤務する瀬野川病院は、広島中心部
からアクセスの良好な立地にある 312 床の精神科

病院である。依存症治療拠点機関であると同時に
精神科救急の県連携拠点である。本活動の発端は、
広島県アルコール健康障害対策推進計画のうち、
医療部門に関する計画づくりのワーキンググルー
プ長を加賀谷氏が担当したことがきっかけである。
広島県計画には、具体的な数値目標を掲げること
が求められるが、加賀谷氏としては、「医師の養成
数」であれば達成できるのではないかと考え、「認
知症サポート医」や「早期から切れ目のない緩和
ケア」の制度に着想を得て、2018 年度「サポート
医養成研修」を開始した。

活動開始当初のキーパーソン・核となった組織
広島県には医学部が 1 か所（広島大学）という

事情もあり、医局における人のつながりが色濃く
残っているのが特徴。そのため開始当初から、広
島県医師会の全面的なバックアップを得ることが
できた。幸い、サポート医研修を受講すると日本
医師会生涯教育単位が取得可能となった。これに
より多くの開業医が受講し、活動開始当初の大き
な推進力となった。また、瀬野川病院は地域の精
神科救急を担っており、患者割合としては統合失
調症が多いが、院内では「依存症プロジェクト」
として職員の 2 割程度が所属し、多職種で構成、
自主勉強会を定期的に開催。依存症の治療・支援
に関し、各病棟やデイケア職員など日頃から院内
の横のつながりがあり、新たな事業を開始する際
も病院組織としての理解が得られたことも大き
かった。

3．活動実績
累計養成人数

2023 年 11 月 7 日現在、サポート医は 158 人、
サポート医（専門）は 106 人（サポート医と重複
あり）が登録済である。これは広島県医師約 7,800
人のうち、約 3％に相当する。

【事例 1】
アルコール健康障害サポート医でつながる医療連携

医療法人せのがわ　瀬野川病院（広島県広島市）
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医療連携の実績
表 1 は、年度別のサポート医等から瀬野川病院

へのアルコール依存症者の紹介実績。4 年間の通
算で 30％がサポート医等からの紹介。3％しかい
ないサポート医等からの紹介率が 30％というの
は、サポート医等が日頃からアルコール依存症の
紹介を心がけてくれていることを反映した結果で
あると考えられる。

現在の活動内容（直近の活動状況：現在、連携し
ている機関、関係者やスタッフ、メンバーの構成
等）
・ 年 4 ～ 5 回のサポート医養成研修、年 1 回のサ

ポート医（専門）研修の実施を継続。
・ 2023 年度の新たな試み　①オンライン研修の導

入。依存症対策全国センター作成の「一般の医
療従事者等向け研修プログラム（録画）」を、許
可を得て教材として使用。②オンサイト研修と
して労働者のアルコール関連問題についての研
修会を開催、受講者は産業医の単位も取得可能
になった。

活動資金（活用している助成金や事業など）
・ 「広島県アルコール健康障害サポート医等設置要

綱」を定め、県の事業として年間約 150 万円の
予算確保。

・ 瀬野川病院は、広島県受託「地域連携による依
存症早期発見、早期対応、継続支援モデル事業」
も活用。
 事業内容として、「サポート医等からの紹介に対
して瀬野川病院やよこかわ駅前クリニック（系
列診療所）で早急に対応する」ことを含めてい
る。

4． 好事例普及・活用のヒント　「何から始め
ればいい？」

質問：他の地域の方が、みなさんと同じような取

組みをしたいと思ったら、まずどのようなことか
らはじめたらいいですか？
回答：実際に他の自治体でも同じようなことをや
りたいという相談を受けているところ。サポート
医等の養成について、7 年間ほど私（加賀谷氏）自
身が中心で進めてきたというところがあるが、事
業の継続性のことを考えると、一人でやるのでは
なく、他の医師やコメディカルでこういった事業
を担える人材を育成していくことが必要になるで
しょう。サポート医等の養成については、県の事
業として実施しているので、一度始めたらやめら
れないというプレッシャーもある。継続して頑張
れるシステムを考える必要があるかなと思ってい
る。そうはいっても、まずは、走りだしてみるこ
とが大事。その後は、走りながらでもいいので継
続可能なシステム、チームづくりを考えていけた
らいいのではと思う。

5．課題と今後の展望
現在抱えている課題

「回数を重ねていくうちに、主催者側も『研修会の
講師を次は誰を呼ぼうか？』などに悩む」。また、

「近年、受講者数が伸び悩んできている。その原因
として、サポート医養成研修会を受講する方のニー
ズの変化があるかもしれない。インセンティブが
ないと、開業医の先生が受講するのは難しい。そ
こを掴むのに苦渋している。依存症の専門医療に
いる立場から、学んで欲しいと思うことと、受講
者側が学びたいというものにミスマッチがあるか
もしれない。」

対策と今後の展開
今年度は産業医の単位を取得可能にしたところ

受講者が増えた。産業医の困りごとを解決すると
いう観点から依存症を取りあげるのが良いのでは
と思案中である。今後の展開として、産業医をター
ゲットとした研修を企画することを考えている。

年度 2019 2020 2021 2022 通算 

アルコール依存症紹介数 66 77 67 58 268 

うちサポート医等から紹介数 26 18 22 14 80 

サポート医等からの紹介割合 39％ 23％ 33％ 24％ 30％ 

表1　サポート医等から瀬野川病院への紹介実績




